


生活化学課   

当年度の主な業務は次のとおりであった．行政依頼業務として，県保健環境部の依頼で，1）農・畜産物  

中の残留農薬，2）魚介類中の水銀，PCB及びTBTO（ビストリプチルスズオキシド），3）畜産物中のPCB，  

4）米中のカドミウム等の汚染物調査，5）畜・水産物中の残留抗菌性物質（飼料添加物）調査，及び6）医薬品  

・家庭用品等の規格基準適否検査，その他7）豆類及びその加工品中のアフラトキシン調査等の試験検査を  

実施した．また，一般窓口依頼業務として，食品添加物試験，化粧品原料及びタール色素の規格基準適否  

検査を行った．また，衛生総務課の依頼により，保健所の検査課職員を対象とした食品化学検査の技術研  

修として，11月には人事異動に伴う未経験者を対象とした基礎研修を，12月には2－3年の検査経験者を対  

象とした専門研修を，それぞれ実施した．また，保健所検査課職員及び当生活化学課職員を対象に，食品  

化学検査（合成着色料）に対する精度管理調査を11月の基礎研修終了後に実施した．   

県保健環境部経由の厚生省委託業務として，人の血液中のPCB及びPCQの性状並びに存在量調査を  

行った．   

全業務の試験項目数は表26－30に示したように，行政依頼3351成分，一般依頼10成分で，総数3361成分で  

あった．   

調査研究業務のうち，当年度に研究が完了し，学会等に報告したのは，油症に関する研究が5件（内2件  

は口演），その他の調査研究が5件（内3件口演），計10件（内5件は口演）であった．  

食品化学検査  

1 農薬及び抗菌性物質の残留調査  

ト1農作物中の残留農薬   

県内で収去した野菜18検体，果物9検体，茶5検  

体，穀・豆類5検体の合計37検体について残留農薬46  

成分の分析を行った．その結果を表31に示した．野菜  

では，18検体中7検体から，即ち，きゅうりから  

EPNが0．05ppm及びェチオフェンカルブが0．006  

ppm，だいこんからクロルピリホスが0，006ppm及び  

マラチオンが0．004ppm，かぶからダイアジノンが  

0．08ppm，カリフラワーからプロチオフォスが0．002  

ppm，おくら，かぼちゃ及びばれいしょからェチオ  

フユンカルブが，それぞれ，0．006ppm，0．01ppm，  

0．04ppm検出された．野菜の残留農薬検出率ほ38．9％  

であった．果物では，キノメチオネートがレモンから  

0．03ppm，みかんから0．01ppm検出され，果物の残留  

農薬検出率は20％であった．茶ではいずれの農薬も検  

出されなかった．また，穀・豆類では，はだか麦から  

エディフェンホスが0．02ppm及びマラチオンが0．003  

ppm，大麦及び大豆から，それぞれフェニトロチオン  

が0．005ppm及び0．002ppm，ベビーライマーからマラ  

チオンが0．002ppm，メフェナセットが0．03ppm及び  

エチオフェンカルブが0．02ppm検出され，穀・豆類の  

残留農薬検出率は100％であった．しかし，本検査で  

規制値（残留農薬基準値）を超えたものはなかった．  

表27 医薬品・家庭用品項目及び依頼別成分数  

項  目  行政依頼   一般依頼  表26 食品の検査項目と依頼別成分数  

定量・定性試験   
インドメタシソ製剤   
インドメタシソ原薬  
血液比重測定用硫酸銅液  
有害物質   
繊維製品   
家庭用エアゾール製品   
家庭用洗浄剤   
その他  
合   計  

項  目  行政依頼  一般依頼  7
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有害金属（Hg，Cd等）  27  
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表28 油症検診関係の検査項目と成分数  

項 目  依頼件数  

PCB 血液  
PCQ 血液   

合   計  

＊コントロール3件を含む．   
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し，その結果を表30に示した．給水銀は国の暫定的規  

制値（給水銀：0．4ppm）以下であった．また，TBTO  

は＜0．01－0．24ppmであった．  

2・2 米のカドミウム検査   

保健所が収去した米5検体についてカドミウム含有  

量を調査した．その結果，カドミウムの測定値は，＜  

0．0ト0．06ppmであり，いずれの検体も国のカドミウ  

ム規制値（1．Oppm）を超えていなかった．  

3 PCB調査  

3・1魚介類中のPCB   

県下に流通している魚介類のPCB汚染状況を把握  

する目的で，合計20検体について調査を行った．その  

結果を表30に示した．PCB濃度は，0．09ppm以下で，国  

の暫定的規制値（遠洋沖合魚介類：0．5ppm，内海内湾  

魚介類：3ppm）を超えているものは認められなかった．  

3・2 牛乳中のPCB   

県内7工場から採取した市販牛乳7検体について  

PCB分析を行った．その結果を表29に示した．いずれ  

の検体も国の暫定的規制値（0．1ppm）以下であった．  

1・2 輸入食肉中の残留農薬   

県内で収去した輸入食肉10検体（牛肉8検体，豚肉  

1検体，馬肉1検体）について，有機塩素系農薬14成  

分の分析を行った．その結果，脂肪中濃度はすべて検  

出限界値（0．05ppm）未満であった．  

ト3 牛乳中の有機塩素系農薬   

県内7工場から採取した市販牛乳7件について有機  

塩素系農薬14成分を分析した．その結果は表29に示し  

た．いずれの検体も国の暫定許容量以下であった．  

1・4 食肉及び魚介類中の残留抗菌性物質   

全国的な畜・水産食品中の有害物質モニタリング検  

査の実施に伴い，県内産の鶏肉，牛肉，豚肉等計15検  

体並びに魚介類20検体について，抗菌性物質11成分の  

分析を行った．更に，液卵及び卵19検体並びに蜂蜜20  

検体についても，同様に抗菌性物質の分析を実施し  

た．いずれも不検出であった．  

2 重金属調査  

2・1魚介類中の給水銀及びT8TO   

保健所が収去した魚介類20検体について分析を実施  

表29 牛乳中のPCB及び残留農薬調査結果  （ppm）  

乳処理業所在地 PCB  HCB 総HCH 総DDT デ川リン へブタクロル；荒；冒ル ァ州ン エンドリン  

筑穂町U O．0001  
筑穂町W O．0001  
柳川市  0．0002  
春 日 市  0．0001  
太宰府市  0．0001  
筑紫野市   0．0001   

ND O   
ND O   
ND O   
ND O   
ND  
O．0001 0  

0002  0．0001  
0002  0．0004  
0002  0．0001  
0002  0．0006  
ND  O．0002  
0003  0．0004  
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久留米市  0．0001 0．0007 0．0003  0．0020  

1）総HCHは，α－HCH，β－HCH，r－HCH，6－HCHの合計である．  
2）総DDTは，p，p’－DDT，p，p’rDDE，p，p’－DDD，0，p’－DDTの合計である．  
NDは0，0001ppm未満である．  

表30 魚介類中のPCB，給水銀及びTBTO調査結果  （ppm）  

検体数  PCB  給水銀  TBTO  

0．012－0．081  0．07－0．16  0．04－0．24  
＜0．001－0．007  ＜0．01－0．03  く0．0ト0．05   
0．064  0．04  0．04  

9
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1
 
 
1
 
 

4 アフラトキシン調査   

県内で収去又は購入したナッツ類及びその加工品等  

計20検体についてアフラトキシン（Bl，B2，Gl，G2）の検  

査を実施した．その結果，すべての検体でアフラトキ  

シンは不検出であった．  

5 食品残留農薬実態調査   

厚生省委託を受け，輸入農作物に残留する農薬の実  

態調査を行った．対象農薬はブロモホスメチル，ブロ  

モホスエチル，ホレート及びその2代謝物，ホスファ  

ミドン，ホサロン，フエナミホス及びその2代謝物，  

メビンホス，モノクロトホスの計12品目，対象農作物  

は，小麦，大豆，ピーマン，レタス，アスパラガス，  

セロリ，ブロッコリー，たまねぎ，キャベツ，カボ  

チャ，ニンジン，グレープフルーツ，イチゴ，レモン  

の14種の計65農作物であり，総成分数は243成分で  

あった．結果はすべて不検出であった．  

6 輸入タイ米中残留農薬調査   

県生活衛生課の依頼により，12月に輸入タイ米2件  

について，16種のリソ系農薬，カドミウム，4種のア  

フラトキシンの検査を行った，結果は，いずれも不検  

出であった．   
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表31農作物中の残留農薬検査結果  （ppm）  

検査項目  検出下限値  野菜  果物  穀・豆類  

HCB  
α－HCH  
β－HCH  
γ一HCH  
∂－HCH  

p，p－DDT  
O，p－DDT  

p，p－DDE  
p，p－DDD  
アルドリソ  
ニンドリン  
ディルドリン  

へブタクロル  
へフプクロルエポキシド  

EPN  
エディフェンホス  
エトプロホス  
エトリムホス  
キナルホス  
クロルピリホス  
クロルピリホスメチル  
ジクロルポス  

ダイアジノン  
トリクロルホン′  
パラチオン′  
フェニトロチオン′  
フェン′チオン  
フェン′トニート  

マラチオン′  
ホサロン′  
ジメトニート  

フェンスルホチオン  
プロチオフォス  
アルドカルブ  
オキサミル  
キノメチオネート  
チオペンカルブ  
ビリミカーブ  

フルトラニル  
プレチラクロール  
ベンダイオカルブ  

ペンディメタリソ  
メフェナセット  
メプロニル  

クロルプロファム  
ェチオフェンカルブ  

0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．001  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．005  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．002  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  
0．005  

N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．  
N．D．－0．05  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．  
N．D．－0．006  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．  
N．D．－0．08  N．D．  
N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．  
N．D．－0．004  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．  
N．D．－0．002  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．－0．03   
N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．   

N．D．  N．D．  
N．D．  N．D．  
N．D．－0．04  N．D．  
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総成分数（検体数＊成分数）  
検出成分延べ数  

828  414   
9  2  

PCQを分析した．その内訳は油症認定患者11名，未認  

定者5名であった．油症認定患者の血液中PCQの濃  

度は最高8．1ppb，最低0，72ppb，平均2．42ppbであっ  

た．一方，未認定者の血液中PCQの濃度は全員検出限  

界値（0．02ppb）以下であった．  

家庭用晶検査   

有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律に  

基づき，おしめカバー，寝衣，下着等の織維製品65検  

体についてホルムアルデヒドの試験を行った．試験結  

果はいずれも基準値以下であった．また，靴下，家庭   

油症関連業務  

1 血液中のPC8調査   

県内の油症検診受診者のうち38名について，血液中  

PCBを分析した．その内訳は油症患者の追跡調査に伴  

うもの（油症認定患者）33名，油症認定検診に伴うもの  

（未認定者）5名であった．油症認定患者の血液中  

PCBの濃度は最高26．8ppb，最低1．3ppb，平均5．8  

ppbであった．一方，未認定者の血液中PCBの濃度は  

最高2．9ppb，最低1．4ppb，平均2．3ppbであった．  

2 血液中のPCQ調査   

県内の油症検診受診者のうち16名について，血液中  
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用毛糸5検体についてディルドリソの試験を，ガラス  

クリーナー，香り剤等の家庭用エアゾール製品20検体  

についてトリクロロエチレン，テトラクロロエチレン  

を，家庭用洗浄剤10検体について水酸化カリウム又は  

水酸化ナトリウムの含有量をそれぞれ試験した．その  

結果，全検体とも国の基準値以下であった．  

医薬品等検査  

1 収去検査   

厚生省の平成5年度医薬品等一斉取り締まりの一環  

として，インドメタシソ含有座剤5検体，カプセル剤  

2検体についてインドメタシソ試験を迅速分析法によ  

り行った．また，インドメタシソ原案1検体について  

局方試験を行った．結果は，すべて規格基準に適合し  

ていた．さらに，血液比重測定用硫酸銅液24検体の比  

重測定を行った．また，血液比重測定用硫酸銅液の比  

重に及ぼす血液滴下数と放置時間の影響を検討した結  

果，硫酸銅液の比重は血液滴下数に比例して最大  

0．0005（80滴滴下）減少した．血液滴下後の比重は1時  

間ないし1日後まで減少し，3日後から増加する傾向  

がみられた．  

その他  

1 農薬散布に伴う薬剤付着検査   

平成5年8月，県築上農業改良普及所が行った，農  

薬（商品名アブロード，主成分ブプロフェジン）散布  

（手散布，空中散布）による薬剤の人体付着量調査の一  

環として，腕，胸，マスク等9検体の検査を依頼され  

た．各試料について，FTD検出器付きガスクロマトグ  

ラフで分析した結果，8検体からブプロフェジンが検  

出された．また，平成6年2月，県農業技術課が行っ  

た農薬（商品名スプラサイド，主成分メチダチオン）散  

布（手散布，ロボット散布）による薬剤の人体付着量調  

査の一環として，両腕，胸部，背中，両膝，マスク，  

帽子等18検体の検査を依頼された．各試料について，  

FPD検出器付きガスクロマトグラフで分析した結果，  

17検体からメチダチオンが検出された．  

2 藁中残留農薬検査   

平成5年5月，県農業技術課の依頼により，農薬に  

よる異臭の疑いがある茶1検体について，プロチオホ  

ス，プロフェノホス，プロチオホスオキソソの検査を  

行った．結果ほ県農業技術課に報告した．  

－31－   



環境科学部  
大 気 課  

当課の業務は，大気汚染防止法に基づく排出基準監視調査，大気環境監視調査，排出状況及び大気環境  

状況把握調査，悪臭防止法に基づく調査並びに大気及び悪臭由来の苦情処理に係る調査であり，さらに，  

これらの業務以外の大気及び悪臭に係る調査研究である．   

当年度の業務のうち，大気関係での県環境整備局公害課依頼業務は，1）工場の排出基準監視調査とし  

て，ばい煙発生施設の立入調査，燃料中硫黄分調査，2）大気環境監視調査として，大気汚染測定車による  

環境大気調査，アルミニウム再生工場に係る周辺環境調査，3）環境保全基金事業の酸性雨・霧対策調査及  

び4）苦情処理調査であった．県環境整備局公害課経由の環境庁委託業務ほ，1）国設筑後小郡環境大気測定  

所の管理運営，2）酸性雨実態把握調査，及び3）末規制大気汚染物質モニタリング調査であった．市町委託  

業務は，1）苅田町，行橋市，豊前市及び水巻町における降下ばいじん及び硫黄酸化物調査，2）大牟田市に  

おける浮遊粉じん中の水溶性金属調査であった．   

悪臭関係での県環境整備局公害課依頼業務は，1）悪臭物質測定調査及び2）追加悪臭物質調査，また，県  

環境整備局公害課経由の環境庁委託業務は，1）悪臭規制基準強化対策調査であった．以上の業務における  

測定件数は表32のとおりである．   

研究業務としては，福岡県における二次汚染質（エアロゾル）の動態に関する研究，酸性雨（湿性降下物）  

調査，薄膜法による乾性降下物の沈着評価，環境大気の汚染機構の解明，簡易測定器による高濃度オキシ  

ダント現象の解明及び福岡県における大気中ガス状化学物質に関する研究（塩素化炭化水素類及び芳香族  

炭化水素類）を実施した．   

その他，全国公害研協議会酸性雨全国共同調査，福岡県大気汚染対策協議会事業としての簡易測定法に  

よる環境大気中の二酸化窒素の測定調査，及び国立環境研究所との共同研究として二次生成エアロゾルに  

関する調査・研究を実施した．  

排出基準監視調査  

1 県内ばい煙発生施設立入り調査   

県内のばい煙発生施設からの排出状況を把握するた  

め，廃棄物焼却炉3施設，金属溶解炉1施設，乾煉炉  

1施設について立入り調査を実施した．廃棄物焼却炉  

については，ばいじん，窒素酸化物及び塩化水素の測  

定を，金属溶解炉については，ばいじん，窒素酸化物  

及び硫黄酸化物の測定を，乾燥炉については，ばいじ  

ん及び窒素酸化物の測定を実施した．調査した施設は  

何れも排出基準値以下であった．  

2 燃料中硫黄分調査   

環境月間工場総点検に伴う燃料中硫黄分の調査を県  

下104施設について実施した．その結果，届出値を超  

えていたものは10施設であった．   

また，硫黄酸化物の総量規制を実施している苅田及  

び大牟田地域19施設の使用燃料中硫黄分の調査も実施  

した．その結果，届出値を超えていたものは1施設で  

あった．  

大気環境監視調査  

1 大気汚染測定車による環境大気調査   

大気汚染測定車“さわやか号’’による環境大気調査  

を実施した．それぞれの測定期間及び測定場所は次の  

とおりである．また，測定結果を表33一表41に示す．   

田川市：平成5年4月27日－5月10日  

田川市東区精  県立田川工業高校   

太宰府市：平成5年5月12日－5月25日  

太宰府市向佐野 県保健環境研究所   

香春町：平成5年5月28日－6月10日  

香春町高野  国道201号沿い空き地   

新宮町：平成5年6月22日－7月5日  

新宮町上府  新宮町中央公民館   

宗像市：平成5年9月7日－9月20日  

宗像市東郷  県宗像総合庁舎   

前原市：平成5年10月5日－10月18日  

前原市萩浦  前原下水管理センター   

八女市：平成5年11月2日一11月15日  

八女市本町  八女市役所   

柳川市：平成5年11月30日－12月13日  

柳川市本町  柳川市役所   

志免町：平成6年1月18日－1月31日  

志免町志免  志免町役場   
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表32 項目別県・市町別測定件数  

測 定 項 目  県  市 町   測 定 項 目  県  市 町   

排出基準監視調査   クロロホルム  28   
ばいじん  21   四塩化炭素  28   
窒素酸化物  28   トリクロロエチレン  28   
塩化水素  6   テトラクロロエチレン  28   
酸  

素  
28   1，2－ジクロロエタン  28   

水  6  1，1，トトリクロロエタン  28  
4  

排ガス流量    温 度  6  悪臭物質調査   
硫黄酸化物  10   アンモニア  13   
燃料中硫黄   123  メチルメルカブタン  8  

硫化水素  8  

大気環境監視調査  硫化メチル  8   

二酸化硫黄  10220   二硫化メチル  8   

浮遊粒子状物質  16700   トリメチルアミン  9   

一酸化窒素  3020   アセトアルデヒド  24   
二酸化窒素  3078   プロピオンアルデヒド  19   
一酸化炭素  3020   ノルマルプチルアルデヒド  19   
メ タ ン  2688   イソプチルアルデヒド  19   
非メタン炭化水素  2688   ノルマルバレルアルデヒド  19   
オキシダント  3564   イソバレルアルデヒド  19   
気  温  3020   イソブタノール  21   
湿  度  3020   酢酸エチル  26   
風  

向  
3568   メチルイソプチルケトン  26   

風  3568   トルエン  26   
日 射 量  3020   スチレン  26   
カドミウム  60   キシレン  26   
鉛  60   プロピオン酸  9   

亜  鉛  60   ノルマル酪酸  9   

降下ばいじん総量  12  227   イソ青草酸  9   

水溶性物質   12  227  ノルマル吉草酸  9  

水不溶性物質   12  227  
貯水量   12  216  その他の調査   
硫黄酸化物   12  276  120  

pH              電気伝導度  120  
大気環境把握調査  硫酸イオン  251   
pH  194   硝酸イオン  284   
電気伝導度  194   塩素イオン  206   
硫酸イオン  194   アンモニウムイオン  295   
硝酸イオン  194   カルシウム  206   
塩化物イオン  194   マグネシウム  206   
アンモニウムイオン  194   カリウム  206   
カルシウム  218   ナトリウム  166   
マグネシウム  218   アルミニウム  20   
カリウム  218   陽イオン交換能  20   
ナトリウム  218   置換酸度  20   
アルミニウム   48  二酸化窒素  48  
マンガン   48  
鉄  48  

乾性降下物  12  

合  計  66534  1173   

表33 田川市（県立田川工業高校）における  
環境大気測定結果 4月27日－5月10日  

表34 太宰府市（県保健環境研究所）における  
環境大気測定結果 5月12日－5月25日  

項  目  単位  最高  最低  平均  項  目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化  

浮遊粒子  

一 酸 化  
二 酸 化  

硫
 
 

黄
質
素
素
ト
 
 

二 酸 化 硫 黄 ppm O．016  0．002  0．006  

浮遊粒子状物質 mg／m3 0．114  0，000  0．041  

一 酸 化 窒 素 ppm O．106  0．001 0．012  

二 酸 化 窒 素 ppm O．059  0．003  0．023  
光化学オキシダント ppm O．064  0．005  0．031  

一 酸 化 炭 素 ppm l．4  0．0  0．4  

非メタン炭化水素 ppmC O．59  0．02  0．20  
メ  タ  ン ppmC 2．01 1．72  1．82   
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0．002  0．006  

0．000  0．037  

0．000  0．031  

0．001  0．026  

0．004  0．030  

0．0  0．6  

0．00   0．10  

1．74  1．81  

ン
 
 

窒
窒
ダ
 
 
シ
 
 
 

光化学オ  キ  

一 酸 化 炭 素  
非メタン炭化水素  
メ  タ  ン′  

－33－  



表35 香春町（国道201号沿い空き地）における  
環境大気測定結果  5月28日－6月10日  

表39 八女市（八女市役所）における  
環境大気測定結果11月2日－11月15日  

項  目  単位  最高  最低  平均  項  目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄 ppm O．016  0．002  0．005  

浮遊粒子状物質 mg／n13 0．123  0．004  0．048  

一 酸 化 窒 素 ppm O．145  0．001 0．018  

二 酸 化 窒 素 ppm O．051 0．003  0．020  

光化学オキシダント ppm O．081 0．004  0．036  

一 酸 化 炭 素 ppm l．4  0．0  0．3  

非メタン炭化水素 ppmC O．33  0．05  0．14  

メ  タ  ン ppmC l．85  1．71 1．77  

二 酸 化 硫 黄 pp皿  0．002  

浮遊粒子状物質 mg／m3 0．265  

一 酸 化 窒 素 ppm O．084  

二 酸 化 窒 素 ppm O，056  
光化学オキシダント ppm O，051  

一 酸 化 炭 素 ppm  3．2  

非メタン炭化水素 ppmc l．12  
メ  タ  ン ppmC 2．89  

0．000  0．001  

0．000  0．037  

0．001  0．013  

0．004  0．019  

0．001  0．012  

0．1  0．6  

0．06   0．30  

1．73  1．84  

表36 新宮町（中央公民館）における  
環境大気測定結果 6月22日－7月5日  

表40 柳川市（柳川市役所）における  
環境大気測定結果11月30日－12月13日  

項  目  単位  最高  最低  平均  項  目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄 ppm O．030  0．000  0．003  

浮遊粒子状物質 mg／m3  0．111 0．000  0．027  

一 酸 化 窒 素 ppm O．081 0．000  0．011  

二 酸 化 窒 素 ppm O．044  0，001 0．015  
光化学オキシダント ppm O．059  0．000  0．028  

一 酸 化 炭 素 ppm l．7  0．0  0．3  

非メタン炭化水素 ppmc O．74  0．00  0．12  
メ  タ  ン ppmC l．96  1．66  1．79  

酸
警
 
 

二
浮
一
 
 

化
子
 
 

硫
 
 

黄 ppm O．023  0．001 0．005  

質 mg／mユ 0．450  0．000  0．066  物
 
 

状
 
 化 窒 素 ppm O．110  0．000  0．021  

二 酸 化 窒 素 ppm O．057  0．001 0．024  

光化学オキシダント ppm O．043  0．002  0．014  

一 酸 化 炭 素 ppm  4．9  0．1   1．0  

非メタン炭化水素 ppmc 2．52  0．10  0．51  

メ  タ  ン ppmC 2．22  1．80  1．91  

表37 宗像市（県宗像総合庁舎）における  
環境大気測定結果 9月7日－9月20日  

表41志免町（志免町役場）における  
環境大気測定結果 1月18日一1月31日  

項  目  単位  最高  最低  平均  項  目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄 ppm O．007  0．001 0．003  

浮遊粒子状物質 mg／mユ 0．080  0．000  0．020  

一 酸 化 窒 素 ppm O，057  0．001 0．006  

二 酸 化 窒 素 ppm O．054  0．001 0．011  

光化学オキシダント ppm O．054  0．000  0．016  

一 酸 化 炭 素 ppm l．4  0．0  0．2  

非メタン炭化水素 ppmc  一  

メ  タ  ン ppmC  一  

二 酸 化 硫 黄 ppm O．016  
浮遊粒子状物質 mg／m3 0．117  

一 酸 化 窒 素 ppm o．200  

二 酸 化 窒 素 ppm O．058  
光化学オキシダント ppm O．047  

一 酸 化 炭 素 ppm  4．3  

非メタン炭化水素 ppmc O．82  
メ  タ  ン ppmC l．99  

0．001  0．004  

0．000  0．024  

0．000  0．012  

0．002  0．018  

0．001  0．025  

0．1  0．5  

0．00   0．03  

1．72  1．86  

ー：欠測  

2 アルミニウム再生工場周辺における環境調査   

飯塚市上三緒工業団地内のアルミニウム再生工場を  

発生源とする排ガスに閲し周辺住民より苦情が寄せら  

れているため，自動測定器により工場周辺の環境調査  

を行った．平成5年11月より当該工場は操業を停止し  

ている．  

3 国設筑後小郡環境大気測定所の管理・運営   

福岡県小郡市の田園地域に環境庁が設置する環境大  

気測定所（国設筑後小郡環境大気測定所）の自動測定器  

の保守管理，大気汚染測定データの確定及び浮遊粉じ  

んの描集等の管理・運営を行った．   

表38 前原市（前原下水管理センター）における  
環境大気測定結果 10月5日－10月18日  

項  目  単位  最高  最低  平均  

二 酸 化 硫 黄  

浮遊粒子状物質  

一 酸 化 窒 素  

二 酸 化 窒 素  

光化学オキシダント  

酸 化 炭 素  

非メタン炭化水素  

0．001  0．002  

0．000  0．024  

0，000  0．003  

0，001  0．011  

0．003  0．026  

0．0  0．2  

0．02   0．21  

ppm O．006  

mg／mユ 0．110  

ppm O，049  

ppm O．043  

ppm O．074  

ppn1 0．8  

ppmC O．40  

メ  タ  ン ppmC 4．49   0．22   2．02  
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研究所及び三郡山山頂で，また，陸水調査として，湖  

沼水質データ解析及び河川上流部の水質・土壌調査を  

実施した．  

2 酸性雨実態把糧調査   

本調査は酸性雨等（湿性及び乾性の降下物）の成分分  

析を行い，酸性雨等の状況を常時把握すると共に酸性  

雨発生機構の解明並びに中距離シミュレーションモデ  

ルの基礎資料とすることを目的として，平成5年4月  

から平成6年3月まで環境庁委託事業として国設大気  

測定所（小郡市）に設置された酸性雨自動採取測定機を  

用いて実施した．湿性降下物は2週間毎に，乾性降下  

物は1カ月毎に試料を採取し，乾性降下物については  

水溶性成分と不溶性成分に分けて分析した．また，本  

測定機により雨水のpH，導電率を降雨0．5mm毎に，  

硫酸イオン濃度及び硝酸イオン濃度を1mm毎に自動  

測定した．併せて，自動採取測定機の精度を検討する  

ため，統一精度管理調査を実施した．  

3 全国酸性雨共同調査   

全国公害研協議会酸性雨調査部会において，全国の  

酸性降下物降下量を広域に把握すること，また，酸性  

降下物の年間降下物量及び季節変化等の基礎データを  

得ること等を目的として，平成5年4月から平成6年  

3月まで当研究所において酸性雨調査を実施した．な  

お，この調査は九州衛生公害技術協議会による九州・  

沖縄酸性雨共同調査を兼ねている．  

4 未規制大気汚染物質モニタリング調査（有機塩素   

系化合物）   

本調査は，発がん性等，人の健康に悪影響を及ぼす  

と考えられている有機塩素系化合物について，継続的  

なモニタリングを行い，地域に及ぼす影響を明らかに  

し，環境影響に係る所要の検討を行うことを目的とし  

て実施した．テトラクロロエチレン，トリクロロエチ  

レン，クロロホルム，1，1，トトリクロロエタン，四塩  

化炭素及び1，2－ジクロロエタンを調査対象物質とし，  

発生源地域として久留米市のドライクリーニソグ工場  

周辺，また，一般環境地域として八女郡矢部村の2地  

域を選び，1地域当り2か所の測定地点において，そ  

れぞれ夏期と冬期に1日当り連続4時間（昼間）の測定  

を3－4日間実施した．  

悪臭調査  

1 悪臭苦情に係る悪臭物質調査   

朝倉郡小石原村において操業を開始した有機肥料製  

造工場から排出される悪臭の実態を把握し，周辺住民  

の生活環境の保全及び今後の悪臭防止対策の基礎資料  

に資する目的で，平成5年10月に調査を行った，当該   

4 大牟田市における浮遊粉じん調査   

大牟田市にある亜鉛精錬工場と福岡県，大牟田市，  

熊本県及び荒尾市との間にほ，工場周辺におけるカド  

ミウムの環境濃度0．1／上g／m3以下を目標とする公害防  

止協定が締結されている．これに基づき，大牟田市内  

9カ所で平成5年4月から平成6年3月までの間にハ  

イポリウムエアサンプラーで採取した浮遊粉じんにつ  

いて水溶性カドミウム濃度の分析を行った．  

5 行橋市，苅田町，水巻町及び豊前市における   

大気汚染調査（デポジットゲージ法及び二酸化鉛法）   

行橋市では9地点で硫黄酸化物及び降下ばいじん  

を，苅田町では13地点で硫黄酸化物を，豊前市では5  

地点で硫黄酸化物及び降下ばいじんを，水巻町では4  

地点で降下ばいじんをそれぞれ測定しており，当所は  

それらの検体の分析を行った．   

分析結果は表42のとおりで，前年度の結果と比較す  

ると，降下ばいじん降下量ほ豊前市が減少し，行橋市  

と水巻町は微増した．硫黄酸化物濃度は苅田町と豊前  

市が微減し，行橋市は前年度と同じであった．  

表42 行橋市ノ苅圧町，水巻町，豊前市大気汚染測定結果  

硫黄酸化物（mgSO3／100cr占／日） 降下ばいじん（t／kn12／月）  

行橋市 苅田町 豊前市  行橋市 水巻町 豊前市  
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平 均  0．05  0．11 0．07  2．96  2．53  2．59  

前年度平均 0，05  0．06  0．07  3．42  3．64 1．77  

注）全測定地点の平均値  －：欠測  

大気環境把握調査  

1 酸性雨・寮対策調査   

本調査は福岡県の酸性雨・霧の実態を把握するため  

の基礎データを得ることを目的とし，環境保全基金に  

よる地球環境保全対策事業として平成2年度より実施  

しているものである．   

本年度の調査内容は，酸性雨調査として平成5年4  

月から平成6年3月まで県内5カ所（田川，糸島，八  

女，京都の各保健所及び当研究所）でろ過式採取器に  

より実施し，また，霧調査として三郡山山］頁で霧水採  

取器により実施した．史にガス・エアロゾル調査を当  
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工場は大豆粕，菜種粕，培地，グルテンを主原料と  

し，麹菌を添加して1か月ほど醸酵させて有機肥料を  

製造しており，平成5年5月から9月までの製品出荷  

量は932380kgであった．   

測定は，敷地境界では公定法，発生源では検知管法  

を用いて行った．その結果，北側及び東側敷地境界に  

おいて∴酪酸が規制基準値を超える濃度で検出され  

た．  

2 追加指定悪臭物質調査   

悪臭防止法施行令の改正に伴い悪臭物質として新た  

に有機溶剤臭や焦げ臭を有する物質として，レレエ  

ソ，キシレン，酢酸エチル，メチルイソプチルケト  

ン，イソブタノール，プロピオンアルデヒド，ノルマ  

ルプチルアルデヒド，イソプチルアルデヒド，ノルマ  

ルバレルアルデヒド及びイソバレルアルデヒドの10物  

質が追加指定された．また，悪臭防止法施行規則も改  

正され，いずれも平成6年4月1日から施行または適  

用される事となった．   

これらの改正政令等の円滑かつ適正な運用を図るた  

め，県下の追加指定悪臭物質の主要発生源事業場を対  

象に排出実態を把握する調査を実施した．  

3 悪臭規制基準強化対策調査   

悪臭防止法にいう悪臭物質への追加指定を検討して  

いる有機溶剤臭及び焦げ臭の原因物質の測定方法につ  

いて室間分析精度等の確認調査を行った．   

有機溶剤具については，スチレン，lリレエソ，キシ  

レン，酢酸エチル，メチルイソプチルケトン，イソブ  

タノールの6物質について，1）常温吸着法（イソブタ  

ノールを除く），2）低温濃縮法の2法について，各々  

5回の繰り返し分析により照合試験を実施した．   

焦げ臭原因物質については，アセトアルデヒド，プ  

ロピオンアルデヒド，ノルマルプチルアルデヒド，イ  

ソプチルアルデヒド，ノルマルバレルアルデヒド，イ  

ソバレルアルデヒドの6物質について，1）公定法（ア  

セトアルデヒドのみ分析），2）DNPH－GC（FTD）法，3）  

GC－MS法の3法について，各々5回の繰り返し分析  

により照合試験を実施した．  

その他の調査  

1 簡易測定法（フィルターバッジ法）による環境大気   

中の二酸化窒素濃度の測定調査  

簡易測定法により，一般環境大気中の二酸化窒素  

濃度を測定し，二酸化窒素による汚染の実態を把握す  

ると共に，簡易測定法の有用性の検討を福岡県大気汚  

染対策対策協議会事業として実施した．   

福岡県内の12地点にフィルターバッジNO2を7日  

間，平成5年6月，9月，12月及び平成6年2月の計  

4回曝露した．全フィルターバッジ48検体の内，フィ  

ルターバッジの曝露地点が大気汚染常時監視測定局と  

同じ地点に曝露した31検体のNO2濃度と，自動測定機  

によるNO2濃度の相関係数は0．838であった．この  

内，フィルターバ ッジの測定結果にばらつきが認めら  

れた7検体のNO2濃度は測定局のNO2濃度に対し，何  

れも低濃度側へのばらつきであった．これら7検体を  

除いた場合，相関係数0．938の良い一致が認められた．  
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水  質  課   

当課の主要業務は，公共用水域の環境基準調査，排水基準調査，環境状況把握調査，生活排水に係る調  

査，化学物質に係る調査，農薬に係る調査，水環境に係る調査研究，苦情処理調査及び飲料水，温泉に係  

る試験検査である．   

当年度は，新規に木炭等需用拡大実証事業に参加し，飯塚市熊添川で河川水質浄化試験を行った．また，  

衛生総務課の依頼により，保健所の検査課職員を対象とした水質検査の技術研修として，10月に専門研修  

を実施した．なお，水道法における水質基準の改正及び環境基本法における公共用水域の環境基準の改正  

に伴い平成5年度に，水質関係に分析機器整備がなされ，水質課に，ICP分析装置，フレームレス原子吸  

光光度計，イオンクロマトグラフ，固相抽出－ガスクロマトグラフー質量分析計及びパージ・ トラップー  

ガスクロマトグラフー質量分析計が設置された．   

次に，業務を依頼者別に見ると，県環境整備局公害課の依頼による業務8，環境庁の補助及び委託業務  

9，その他3であった．   

当年度に誌上発表及び学会発表を行った調査研究は，それぞれ10編と19題であった．以下にこれら業務  

の概要を述べる．  

環境基準監視及び排水基準監視調査  

1 河川調査   

福岡県環境整備局公害課は，環境庁の補助事業とし  

て，河川環境基準監視調査を実施した．対象河川は，  

豊前海流入河川（17河川），遠賀川水系（5河川），筑前  

海流入河川（10河川），筑後川水系（15河川）及び大牟田  

市内河川（5河川）であり，その測定地点数は計65，検  

体数は計780であった．測定項目のうちpH，DO，  

BOD，COD，SS，電気伝導度の測定は毎月1回，  

TOC及びMBASの測定は年4回，全窒素，全リン，  

カドミウム，シアン，鉛，六価クロム，ヒ素，全水  

銀，アルキル水銀及びトリクロロエチレン等の測定は  

年2回，PCB及び農薬等については年1回測定を実施  

した．調査結果は県環境整備局公害課に報告してお  

り，福岡県環境白書で公表される予定である．  

2 海域調査   

県環境整備局公害課は，環境庁の補助J事業として，  

海域の環境基準監視調査を実施した．対象海域は，豊  

前海，筑前海及び有明海で，その測定点は計15であっ  

た．検体採取は各所轄水産海洋技術センターが実施  

し，当課は，豊前海及び筑前海の検体について，n－ヘ  

キサン抽出物質，カドミウム，シアン，鉛，六価クロ  

ム，ヒ素，全水銀，アルキル水銀，PCB，トリクロロ  

エチレン等，1，1，2－トリクロロエタン，チウラム，シ  

マジン，チオペンカルブ，MBAS，トリプチルスズ化  

合物及びトリフェニルスズ化合物，有明海の検体につ  

いては，更にフェノール類及び亜鉛を加えた項目の分  

析を担当した．全検体数は30件であり，調査結果は県  

環境整備局公害課に報告しており，福岡県環境白書で  

公表される予定である．  

3 湖沼調査   

県内6湖沼の水質調査を実施した．貯水量1000万d  

以上の4湖沼のうち3湖沼（油木ダム，ます淵ダム，  

力丸ダム）については湖心の表層，中層及び底層の3  

層で，日向神ダム湖については湖心を含めた欄内2地  

点の表層，中層及び底層の3層で採取した検体につい  

て，pH，電気伝導度，BOD，COD，SS，TOC，全窒  

素，アンモニア性窒素，硝酸性窒素，亜硝酸性窒素，  

全リン，リソ酸態リン，全鉄及び全マンガンの測定を  

年4回実施した．同時に，湖沼への流入前及び流出後  

の河川で採取した検体のpH，DO，電気伝導度，  

BOD，COD，SS，TOC，全窒素及び全リソの測定を年  

4回実施した．なお，カドミウム，シアン，鉛，六価  

クロム，ヒ素，全水銀及びアルキル水銀の測定は湖心  

表層の検体について年1回，MBASの測定は湖沼流出  

後の河川で年4回実施した．更に，貯水量1000万d未  

満の2湖沼（久保自ダム，陣屋ダム）の湖心（表層，底  

層）で採取した検体についてpH，DO，電気伝導度，  

BOD，COD，SS，TOC，全窒素，アンモニア性窒素，  

硝酸性窒素，亜硝酸性窒素，全リン，リソ酸態リン，  

全鉄及び全マンガンの測定を久保白ダムで年2回，陣  

屋ダムで年4回実施した．繭査結果は県環境整備局公  

害課に報告しており，福岡県環境白書で公表される予  

定である．  

4 工場排水調査   

県環境整備局公害課と各保健所は特定事業場（延べ9  

29事業場）に対して，水質汚濁防止法に基づく立入調  

査を行った．採取した排水の分析を当課が担当した．  
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調査を実施した全事業場のうち，排水基準に適合しな  

かった事業場数は延べ33であり，不適合率は3．6％で  

あった．  

環境状況把握調査  

1 小規模事業場排水調査   

県環境整備局公害課は，河川浄化対策事業の一環と  

して，水質汚濁防止法に基づく特定事業場のうち，排  

出量50mソ日未満で有害物質を排出しない特定事業場  

排水の実態調査を実施した．各保健所が平成5年4月  

から同6年3月までの間に約100事業場に立入調査を  

行った．当課は採取した検体の分析を担当した．その  

結果，当県の“小規模事業場排水水質改善指導要領”  

の指導基準を超える事業場は食料品製造業に多くみら  

れた．  

2 瀬戸内海栄養塩類削減対策調査   

本調査は，瀬戸内海環境保全特別措置法第12条の4  

に規定する指定物質削減指導等を実施することを目的  

に，平成5年4月から平成6年3月まで約100事業場  

の検体について全リンの測定を行った．調査結果につ  

いては県環境整備局公害課に報告した．  

3 河川，湖沼及び海域の底質調査   

河川の測定点は，豊前海流入河川2，遠賀川水系  

1，筑前海流入河川2，筑後川水系4，矢部川水系  

1，大牟田市内河川2の計12測定点であった．湖沼  

は，4湖沼で，海域は，有明海2，筑前海1，豊前海  

1の計4測定点であった．検体は年1または2回採取  

し，年間総検体数は28であった．測定項目はpH，含水  

率，強熱減量，COD，硫化物，n－ヘキサン抽出物質，  

カドミウム，シアン，鉛，ヒ素，全水銀，全窒素，全  

リン，PCB及びMBASであった．調査結果は県環境  

整備局公害課に報告しており，福岡県環境自書で公表  

される予定である．  

4 海水浴場調査   

県内海水浴場のうち遠賀保健所管内では3海水浴場  

8地点，宗像保健所管内では5海水浴場12地点，粕屋  

保健所管内では1海水浴場3地点，糸島保健所管内で  

は3海水浴場8地点における海水中のCODを分析し  

た．調査はシーズン前（平成5年5月17日から5月25  

日）及びシーズン中（平成5年7月20日から7月28日）  

の2回行った．調査結果については県環境整備局公害  

課に報告した．  

5 瀬戸内海環境管理基本調査   

本調査は，瀬戸内海の海底に堆積している底質の調  

査及び瀬戸内海の水質，底質及び生物相等の文献調査  

を実施した．瀬戸内海の環境保全を総合的に推進して  

いくための基礎資料を得ることを目的としたものであ  

る．当課では，平成5年度の標記調査として，響灘海  

域の底質調査（平成5年8月）を実施した．底質調査は  

10地点で採取した表層泥について含水率，強熱減量，  

粒度組成，COD，TOC，全窒素及び全リンを分析し  

た．  

6 湖沼の環境基準類型指定   

福岡県内には環境基準上湖沼に該当するダム湖が6  

カ所存在する．その中，湖沼の類型指定がなされてい  

るのは日向神ダム湖のみである．他の5ダム湖は現在  

河川としての環境基準類型指定がなされている．しか  

し，ダム湖は閉鎖性水域であり，水質汚濁が懸念され  

ることから，湖沼としての環境基準の類型指定を行な  

い，水質保全を囲っていく必要がある．   

本年度は寺内ダム湖について，類型指定のための作  

業を行なった．当課では，寺内ダム湖の現況水質，流  

域の発生負荷量等の調査を行ない，COD及び全リン  

については将来水質予測を行なった．  

生活排水に係る調査  

1 生活排水対策モデル事業   

本事業は，生活排水が河川等の汚濁の主な原因と  

なっていることから，生活排水対策の効果的推進を図  

ることを目的に，平成5年11月に新吉富相成恒地区及  

び安曇地区を，また，同6年2月に太宰府市内山地区  

を対象として実施した．検体数は8であり，測定項目  

は水量，BOD，SS，COD，n－ヘキサン抽出物質，全  

窒素及び全リンであった．結果については県環境整備  

局公害課に報告した．  

2 生活排水対策重点地域指定のための事前調査   

水質汚濁防止法第14条の6の規定により，生活排水  

対策の推進を緊急に実施する必要のある地域（重点地  

域）の指定を行うことを目的に，事前調査を実施した．  

平成5年10月及び11月に立花町辺春川及び白木川流域  

の調査を行い，測定点での水質の時間変化及び流達負  

荷量を計測した．また，それぞれの流域でBOD排出負  

荷量調査を実施し，流域のBOD排出負荷量に占める  

生活系排水の比率を推計した．調査解析結果について  

は県環境整備局公害課に報告した．  

3 生活排水対策推進計画策定事業   

平成3年度に生活排水対策重点地域に大牟田市（堂  

面川流域）と福間町（西郷川流域）が指定された．本年  

度，両市町から生活排水対策推進計画策定の委託を受  

け，それぞれについて計画書を作成した．  

4 河川浄化運動（リプレシュリバーふくおか）   

生活排水が河川等の水質汚濁の主な原因となってい  
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る．このため，県民の環境への意識の高揚を図り，河  

川浄化の推進に寄与する目的で∴講演及びイベントを  

中心とした‘‘フレシュリバーふくおか”を実施した．  

“第2回リフレシェリバーふくおか”は，平成5年8  

月21日，行橋市で開催された．当課は“理科の実験  

コーナノ’ を担当し，河川の汚濁と生活難排水との関  

連の啓発に努めた．  

化学物質に係る調査  

1 未規制項目監視調査   

本調査は，環境庁の委託により，水質汚濁防止法の  

規制対象外項目であるトリプチルスズ化合物及びトリ  

フユニルスズ化合物について，周辺環境汚染状況の実  

態を把握し，これら末規制項目による環境汚染を未然  

に防止するための基礎資料を得ることを目的に実施さ  

れた．調査対象は，3河川及び1海域であった．この  

調査の総検体数は4であった．調査結果については県  

環境整備局公害課に報告した．  

農薬に係る調査  

1 農薬残留対策調査   

本調査は，環境庁の委託により，水田から洗出した  

農薬の公共用水域に至るまでの挙動及び公共用水域等  

の水質及び水産動植物への農薬の残留性を把握するこ  

とにより，農薬取締法（昭和23年法律第82号）に基づく  

水質汚濁性農薬の指定，農薬登録保留基準及び農薬使  

用方法の見直し等に必要な基礎資料を得る目的で実施  

された．当年度は調査対象農薬をベンチオカーブと  

し，甘木市内の水田を対象として，流入，田面，小河  

川，大河川及び取水口近傍で採水した検体について，  

平成5年5月から9月まで，農薬の残留量を調査し  

た．調査結果は県環境整備局公害課に報告した．  

飲料水，温泉に係る試験検査  

1 水道原水及び浄水の精密検査   

水道原水及び水道法に規定される浄水の精密検査の  

総件数は15であった．その内訳は原水4，浄水11で  

あった．  

2 一般飲料水水質検査   

一般飲料水水質検査の総件数は302であり，そのう  

ち理化学試験における不適合件数は34（不適合率11％）  

であった．  

3 鉱泉分析   

温泉法に係る検査は鉱泉分析4件，小分析4件，ラ  

ジウムエマナチオン試験3件であった．鉱泉分析の結  

果，判明した泉質及びその件数は，単純温泉2件であ  

り，これらのほか，温泉法に裁定する温泉に該当した  

ものが1件，該当しないものが1件であった．  

苦情処理調査  

1 大牟田市堂面川筋保全等整備事業に伴う水質調査   

本調査は，県環境整備局公害課の依頼により，大牟  

田市壁面川筋保全等整備事業に伴う排水を対象に，健  

康項目などの追跡調査のため，平成5年9，10，11，  

12月及び平成6年1，2，3月に実施された．検体数  

は延べ13で，測定項目は，カドミウム，鉛，ヒ素，全  

水銀及びPCBであった．調査絶果は県環境整備局公  

害課に報告した．  

2 魚類のへい死に係る原因調査   

当年度，魚類のへい死に係る原因調査は以下の3件  

であった．1）平成5年5月に浮羽保健所管内の水路で  

発生したナマズ，フナ等のへい死事故については，原  

困は酸欠とアン㌧モニアの相乗作用によるものと推定さ  

れた．2）平成5年7月に遠賀保健所管内の溜池で発生  

したフナのへい死事故については，原因は溜池の富栄  

養化によるものと考えられたが，原因を特定すること  

はできなかった．3）平成5年9月に飯塚保健所管内の  

溜池で発生したフナのへい死事故については，原因は  

油分であった．  

3 その他の苦情処理調査   

住民等の苦情に係る調査は次の3件であった．  

1）京都保健所管内農業用水路排水汚染（平成5年4月）  

2）大和町クリーク金属汚染（平成5年9月，10月，11月）  

3）釣川水系山田川廃油汚染（平成5年11月）  

その他  

1 広川ダム水質調査   

本調査は，アオコの発生が著しい広川ダム湖の水質  

の現況把握を目的として実施された．   

調査対象は，ダム湖表層水（3地点），流入河川水（1  

地点）及びダム湖近傍のため池表層水（1地点）であり，  

平成4年4月から平成5年3月の間に毎月1回測定を  

実施した．測定項目はpH，透視度，電気伝導率，DO，  

BOD，COD，SS，全窒素，全リン，アンモニア性窒素，  

亜硝酸性窒素，硝酸性窒素，リン酸態リンであった．  

調査結果については県環境整備局公害課に報告した，  

2 GEMS／WATER事業   

WHOが実施している事業で，目的として，世界的  

な水質監視網の確立及び水質変化の状況把握等があげ  

られている．当県では筑後川の瀬の下において毎月1  

回採水，分析し，県環境整備局公害課を通して環境庁  

へ報告した．  
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3 環境測定分析統一精度管理調査   

本調査は，環境測定分析に関する信頼性の確保と精  

度の向上に必要な基礎資料を得ることを目的として都  

道府県，政令市及び一部民間の分析機閑において実施  

された．当課では，分析対象項目のうち，選択試料の  

シマジン，チオペンカルブ，ヒ素，カドミウム及び鉛  

を担当した．  

4 木炭及び竹炭の有効利用   

木炭の多孔性を生かした新たな用途を開発し木炭の  

需用拡大を図る県水産林務部林政課の“木炭等需用拡  

大実証事業”に協力し，木炭を河川水質浄化に利用し  

た実験を平成6年1月より3月にかけて飯塚市の熊添  

川で実施した．  

5 酸性物質の生態系に与える影響に関する調査   

当研究は国立環境研究所の委託で行っているもので  

あり，当県の場合は当課及び環境生物課が共同で調査  

研究を実施した．   

当課では∴酸性物質の起源について研究を実施し  

た．九州山岳地帯では冬季に酸性の樹氷が認められて  

おり，酸性物質の長距離移流が示唆されている．そこ  

で，福岡県内山間部を中心に樹氷及び大気粉じんを採  

取，分析し，酸性物質の起源を明らかにすることを目  

的とした．  

6 兼アジア圏における大気汚染賞の長距離移流に関   

する研究一樹氷に含まれる酸性物質の起源一   

九州山岳地帯の樹氷に含まれる物質を指標に東アジ  

ア圏における大気汚染物質の動態を明らかにする．な  

お，本研究は日本生命財団の研究助成を受けている．  
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廃 棄 物 課   

平成5年度の当課の業務は，行政調査では廃棄物の処理及び清掃に関する法律に基づいた産業廃棄物の  

最終処分場に係る監視調査，水質汚濁防止法に基づいたトリクロロエチレン等に係る地下水調査，ゴルフ  

場使用農薬に係る農薬調査であり，また，公害対策基本法第9条に基づく土壌汚染に係る環境基準の設定  

に伴う土壌汚染調査を実施した．その他の調査では，県水産林務部の委託による松くい虫防除に伴うフェ  

ニトロチオンの地下水調査を実施した．特記すべき行政調査では，県南地域の地下水からヒ素が検出され  

たことによる調査で，年度末からその原因究明を実施しているところである．   

それら業務の項目別分析件数は7946であり，その詳紳は表43に示したとおりである．また，研究業務で  

は，埋立処分に係る調査研究及び農薬，テトラクロロエチレンなど微量化学物質の動態に関する研究を実  

施し，当年度に誌上発表及び学会発表を行った調査研究はそれぞれ5編及び3題であった．以下にこれら  

業務の概要を述べる．  

に県内最終処分場6施設の浸出水及び埋立廃棄物につ  

いての調査を行った．浸出水についての測定項目は，  

pH，COD，SS，n－ヘキサン抽出物質，シアン，全水  

銀，カドミウム，鉛，ヒ素，六価クロム，有機リン，  

PCB，トリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，  

1，1，1－トリクロロエタンであった．埋立廃棄物につい  

ては，溶出後浸出水と同じ項目（COD，SSを除く）に  

ついて分析を行った．調査結果は，県環境整備局整備  

課に報告した．  

3・2 油不法投棄の用水路の水質に係る調査   

平成5年4月に糸島保健所管内の用水路に油が不法  

投棄されたため，用水路の水質調査を行った．測定項  

目は，pH，シアン，全水銀，カドミウム，鉛，ヒ素，  

六価クロムであり，調査結果は，県環境整備局整備課  

に報告した．  

3・3 放置汚泥に係る調査   

粕屋保健所管内の造成地にメッキ汚泥が以前から放  

置されていたため，平成5年6月に汚泥の溶出試験を  

行った．測定項目は，pH，シアン，全水銀，カドミウ  

ム，鉛，六価クロムであり，調査結果は，県環境整備  

局整備課に報告した．  

3・4 土壌改良材溶出試験   

朝倉保健所管内の産業廃棄物を原料とした土壌改良  

材製造所について周辺住民から苦情が寄せられたた  

め，平成5年8月に土壌改良材の溶出試験を行った．  

測定項目は，pH，シアン，全水銀，カドミウム，鉛，  

ヒ素，六価クロム，有機リン，トリクロロエチレン，  

テトラクロロエチレン，1，1，1－トリクロロエタンで  

あった．調査結果は，県環境整備局整備課に報告し  

た．  

3・5 産業廃棄物最終処分場近辺の湧水に係る調査   

直方保健所管内の産業廃棄物最終処分場近辺の湧水  

廃棄物関係  

1 産業廃棄物最終処分場浸出水等の調査   

平成5年6月，9月及び12月に，県下の産業廃棄物  

処理業者が設置する管理型及び安定型最終処分場計36  

施設の浸出水34検体及び埋立廃棄物11検体の調査を実  

施した．浸出水の測定項目は，pH，COD，SS，n－ヘ  

キサン抽出物質，シアン，全水銀，カドミウム，鉛，  

ヒ素，六価クロム，有機リン，PCB，トリクロロエチ  

レン，テトラクロロエチレン，1，1，トトリクロロエタ  

ンであり，埋立廃棄物については溶出後，浸出水と同  

じ項目（COD，SSを除く）について分析を行った．調  

査結果は，県環境整備局整備課に報告した．  

2 産業廃棄物の不適正保管に係る周辺井戸水等の調   

査   

官田保健所管内にある産業廃棄物処理業者の保管施  

設に係る周辺井戸水及び農業用ため池の水並びにため  

池底泥について昭和63年から継続して調査を行ってお  

り，平成5年5月及び10月に周辺井戸水42検体，ため  

池の水2検体，ため池底泥6検体の調査を実施した．  

井戸水の測定項目は，pH，トリクロロエチレン，テト  

ラクロロエチレン，1，1，1－トリクロロエタンであっ  

た．ため池の水の測定項目は，pH，COD，SS，n一ヘ  

キサン抽出物質，シアン，全水銀，カドミウム，鉛，  

ヒ素，六価クロム，有機リン，PCB，トリクロロエチ  

レン，テトラクロロエチレン，1，1，1－トリクロロエタ  

ンであり，ため池底泥については溶出後，水と同じ項  

目（COD，SSを除く）について分析を行った．調査結  

果は，県環境整備局整備課に報告した．  

3 廃棄物に係る苦情等調査  

3・1産業廃棄物最終処分場浸出水等に係る調査  

産業廃棄物最終処分場周辺の住民から寄せられた  

苦情に基づき，平成5年6月，12月及び平成6年2月  
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表43 項目別実施件数  

項  目  件数  項  目  

ヒ素   
総水銀   
アルキル水銀   
PCB   

フッ素  
低沸点化合物類   
トリクロロエチレン   

テトラクロロエチレン′  

1，1，1－トリクロロエタン  
1，トジクロロエチレン   
Ci∫－1，2－ジクロロエチレン   
frα那－1，2－ジクロロエチレン   

有機塩素化合物類  
農薬類   
殺虫剤   
除草剤   
殺菌剤  
その他  
合計  

一般項目   
pH   
DO   
電気伝導度   
COD   
SS   
n－ヘキサン抽出物質   

全窒素   
全リン   
色相   
臭気   
流量   
含水率  
有害物質類   
カドミウム   
シ′アン   

有機リソ   
鉛   
六価クロム  

1
0
0
7
7
3
 
 

8
3
7
6
 
 

2
 
 

ご
じ
ご
U
6
5
5
5
4
 
 

5
5
5
3
3
3
4
 
 

6
6
6
 
 

9
0
6
4
ご
U
 
 

9
0
9
3
4
 
 

4
0
0
7
1
9
 
 

7
 
 

について，平成5年11月に水質調査を行った．測定項  

目は，全水銀，カドミウム，鉛，トリクロロエチレ  

ン，テトラクロロエチレン，1，1，1－トリクロロエタン  

であり，調査結果は，県環境整備局整備課に報告し  

た．  

区調査171検体及び定期モニタリング調査250検体であ  

り，概況調査ではトリクロロエチレン等のほかカドミ  

ウム，シアン，鉛卜六価クロム等の有害物質について  

も分析を実施した．調査結果は，県環境整備局公害課  

に報告した．  

2 県南地域における地下水中のヒ素に係る調査   

平成6年3月に三瀦保健所管内の大川市周辺地区の  

地下水からヒ素が検出されたため，地下水中のヒ素の  

調査を行った．調査した14本の井戸のうち，12本の井  

戸でヒ素濃度が，水道水水質基準値0．01mg／Jを超過  

した．なお，この結果の詳細は，県環境整備局公害課  

に報告した．  

3 苦情処理調査   

地下水関係での住民からの苦情に係る調査は次の1  

件であり，調査結果は，県環境整備局公害課に報告し  

た．1）平成5年4月田川保健所管内の田川市夏吉地区  

における地下水及び工場排水の調査（トリクロロエチ  

レン，テトラクロロエチレン，1，1，1－トリクロロエタ  

ン2件）  

農薬関係  

1 ゴルフ場農薬環境影響調査   

ゴルフ場に散布された農薬が周辺の環境へ与える影  

響を把握するため，県内10か所のゴルフ場において，  

調整池，排水口，下流河川，井戸等で採水した計68検  

体について，殺虫剤7成分，殺菌剤12成分，除草剤12  

成分の計31の農薬成分及びTN，T－P等の一般項目の  

調査を実施した．調査は平成5年7－8月及び10－11月の  

2回に分けて実施した．調査結果は，県環境整備局公  

害課に報告した．   

土壌関係  

1 土壌環項基準適合状況調査   

公害対策基本法の規定に基づき土壌の環境基準が定  

められた（平成3年8月）ため，環境庁の補助事業とし  

て，県有地の土壌汚染実態を把握するために調査を実  

施した．調査地点は15地点で，1地点当たり約5カ所  

で試料を採取し（総検体77件），カドミウム，シアン，  

鉛，六価クロム，全水銀及びアルキル水銀について溶  

出試験及び含有量試験を行った．調査結果は県環境整  

備局公告課に報告した．  

2 テトラクロロエチレン等による地下水汚染に係る   

土壌調査   

平成5年7月及び8月にE事業所跡地の汚染土壌を  

撤去するための予備調査として，敷地内の地表面を穿  

孔し，孔内ガス及び土壌中に含まれるテトラクロロエ  

チレン等を調査した．分析検体数は，孔内ガス44件，  

土壌18件であった．調査結果は，県環境整備局公害課  

に報告した．  

地下水関係  

1 地下水調査   

水質汚濁防止法に基づき，地下水の水質汚染監視の  

ための水質調査を，環境庁の補助事業として実施し  

た．分析検体数は，概況調査99検体，汚染井戸周辺地  
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生活雑排水対策による調理排水負荷の削減効果  

馬場義輝・桜木建治・永淵義孝・北森成治  

高橋洋子＊・仙波佳宣＊＊  

公共用水域の水質汚濁の主要な原因は生活難排水からの汚濁負荷である．そのため生活雑排水対策を行  

う必要がある．ここでは，生活雑排水対策，特に調理排水対策とその効果について検討した．調理排水負荷  

を低く押さえる台所対策は次のとおりである．①三角コーナーとストレーナーで水切り袋を使用する．②米  

のとぎ汁を流さない．③キッチンペーパーやへらで鍋や皿の汚れを取り除く．④残り汁や油を廃油吸収袋で  

回収する．台所対策を行うことによりBODで42～83％，SSで38～90％，CODで38～81％，油分で55～93％，  

T－Nで32～76％及びT－Pで50～86％の汚濁負荷の削減効果が認められた．また，使用された水の量は台所対  

策を行うことにより削減される傾向にあった．  

［キーワード：生活難排水，台所，BOD，キッチン・ペーパー］  

として処分できるようにしたものである．  

2・3 エコ・クッキンゲのメ＝ユー   

A，B，C，Dの4種類のメニューで実施した．ま  

た，これに何れも米飯が付いている．A，Bは新吉富  

村で，C，Dは太宰府市で実施した．なお，メニュー  

BはメニューAに比較して油など汚濁負荷の大きい素  

材の使用を抑えた献立になっている．  

A．いわし団子のトマトソース煮，人参のラー油醤油  

かけ，ごぼうサラダ， フルーツヨーグルト  

B．野菜のはさみトンカツ風，ジャガイモのホイル焼  

き，わかめ入りサラダ，残り野菜の味噌汁  

C．えびとブロッコリーの炒め物，肉団子と春雨の  

スープ，もやしのナムル風，さつまいも団子のご  

ま揚  

D．鳴門豚肉，野菜のポタージュ，大豆のサラダ，フ  

ルーツババロア  

2・4 台所対策による調理排水負荷の削減の評価   

2・3のメニューについてそれぞれ，台所対策ありの  

グループと台所対策なしのグループをつくった．各々  

4人分調理を行い，各メニューについて調理及び後  

片付けの全排水を回収した．各排水について水質測定  

を行い台所対策を行った場合と行わなかった場合につ  

いて発生する汚濁負荷量を比較した．また，米（4人  

分；160g）のとぎ汁（3回洗いまで）については別に回  

収し水質測定を行った．なお，米のとぎ汁の負荷量の  

測定は1回のみである．  

2・5水質測定項目と測定方法  

水質測定は生物化学的酸素消費量（BOD），化学的酸   

1 はじめに   

都市部の中小河川の水質は，未処理の生活雑排水に  

より改善の傾向が見られない．このため生活雑排水か  

らの負荷を抑えることが，水質改善上必要である．   

福岡県では生活難排水対策の一環として「ェコ・ク  

ッキング教室」を開催した．エコ・クッキングの趣旨  

は料理作りを通して環境に余分な負荷をかけない生活  

様式を考えるものである．エコ・クッキングの中で，  

台所から排出する調理排水の負荷を低く抑える種々の  

工夫が，台所対策として提案されている1）．生活難排  

水の負荷を低減させるためには，数多くの人々が台所  

対策を実践する必要がある．しかし，台所対策の負荷  

削減効果について定量的に検討した例は少ない2）．こ  

こでは台所対策による汚濁負荷削減の有効性を詳細に  

検討した．  

2 調査方法  

2・1エコ・クッキンゲ教室開催地区   

築上郡新吉富村の成恒地区，安曇地区及び太宰府市  

の内山地区の主婦を対象としてェコ・クッキング教室  

を実施した．  

2・2 台所対策   

調理の過程から排出する負荷を抑える台所対策とし  

て，次の4対策が提案されている．①三角コーナーと  

ストレーナーで水切り袋を使用する．②米のとぎ汁を  

流さない．（卦キッチンペーパーやへらで鍋や皿の汚れ  

を取り除く．④残り汁や油を廃油吸収袋で回収する．  

廃油吸収袋は，袋に再生パルプで作った吸収剤が入っ  

ており，吸収剤に残り汁や油を吸収させ，燃えるゴミ  

福岡県保健環境研究所 （〒818－01太宰府市大字向佐野字向迎田39）  
＊福岡県環境整備局公害課（〒812 福岡市博多区東公園7－7）  
＊＊福岡県保健環境部薬務課（〒812 福岡市博多「東東公園7－7）  
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た．台所対策を行わなかった場合のBOD負荷量はメ  

ニューA，B，C，Dの順に112．5，56．8，53．6，  

39．Ogであり，メニューにより大きな違いが認められ  

た．メニュー C，Dの負荷量に対してメニューA，B  

の負荷量の方が大きいのは材料の状態の違いが一国と  

考えられる．メニューA，Bはごぼうやじゃがいも等  

泥の付いた材料が多かったのに対してメニューC，D  

の材料はパック詰めのきれいなものが使用された．ま  

た，このことはSSの量の違いにも表れている．SSの  

量は台所対策なしのメニューA，Bがそれぞれ34．5  

g，46．3gと高い値なのに対して，メニューC，Dで  

は，それぞれ1臥2g，7．6gと低い値となっている．   

油分の量は台所対策なしのメニューAでは23．5g，  

メニューBで8．8gと大きく異なっている．この結果  

はメニューBがメニューAに対して油などの汚濁負荷  

の大きい素材の使用量を抑え，さらにホイルに包んで  

焼くなど汚濁負荷の発生を抑える配慮がなされていた  

ためと思われる．  

3・3 個々の台所対策の効果   

この調査では台所対策として4対策をあげた．三角   

コーナーとストレーナーで水切り袋を使用するとい  

う対策は主にSSの除去に有効と思われるが，このこ  

とは表2のメニューA，Bの台所対策の有無による負  

荷量の違いに表れている．メニューAでは，SSが台所  

対策を行うことにより34．5gから4．7gへと86％削減  

され，メニューBでは46．3gから4．7gへと90％削減  

されていた．この様に，水切り袋の使用は素材につい  

た泥等のSSが多い時に，特に有効である．   

米のとぎ汁を流さないという対策については，米の  

とぎ汁の負荷量を測定した．その結果を表3に示した．  

この値は3回洗いまでの米のとぎ汁の負荷量の合計で  

ある．台所対策を行わない場合に排出される負荷量に  

表3 米のとぎ汁の汚濁負荷量  

素消費量（COD），懸濁物質（SS），全窒素（T－N），全り  

ん（T－P）及び油分（n－Hex抽出物質）について行った．  

BOD，COD，SS，T－N及び油分はJISKOlO2により測  

定した．T－Pについては海洋観測指針に従った．  

3 結果及び考察  

3・1排水量及び水質   

表1に各メニューごとに，台所対策を行った場合と  

行わなかった場合の排水量及び水質を示した．調理及  

び後片付けに使用する水の量は，メニューA，B，  

C，では台所対策を行った方が少なくなる傾向にはあ  

るが，メニューDについては逆の結果が得られた．  

台所対策を行った場合，キッチンペーパーやへらで鍋  

や皿の汚れを取り除くため，水を使っての洗いが少な  

くてすむことが考えられたが，必ずしも一様の結果は  

得られなかった．これはメニューにより台所対策のあ  

り，なしの差の出やすいものとそうでないものがあ  

る，あるいは調理を担当する人の水の使用の習慣の違  

い等が考えられた．しかしながら，台所対策は水の節  

約という点からも有効な対策であると思われる．   

メニューA，B，Dに基づく調理排水の水質は，台  

所対策を行った方が何れの水質項目についても低い値  

であった．一方，メニューCでは台所対策の有無にか  

かわらずほぼ等しい値であった．この様に，水質だけ  

を比較しても台所対策を行った方が水質測定値が低い  

傾向にあった．  

3・2 調理から発生する汚濁負荷量   

メニューごとに，発生する汚濁負荷量を表2に示し  

表1 排水量及び水質  

メニュー 台所対策 排水量 BOD SS COD  P
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4人分調理した場合   

表2 各メニューからの発生する汚濁負荷量  

負荷量  2．8  1．6 1．2  0．25  0．05  0．0柑  

注）単位；g   
4人分（米160g）の3回洗いまでのとぎ汁  

表4 米のとぎ汁由来の負荷量の割合  
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注）単位；g  
4人分を調理した場合  

注）単位；％   
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メニューA  メニューB  

メニューD  メニューC  

筐＝ 各メニューの台所対策による汚濁負荷削減率  

＝台所対策なし／台所対策なし  ○－○台所対策あり／台所対策なし  

占める米のとぎ汁由来の負荷量の割合を表4に示し  

た．BODで2．4％～7．2％とメニューによりばらつきが  

大きいが，平均して汚濁負荷量の約5％を占めている  

ものと思われた．   

料理に使用される醤油，みりん，てんぷら油の  

BbDは，それぞれ176000，383000，816000mg／Jであ  

り，また，使用済みの揚油廃油になると2204000mg／J  

になると報告されている1）．これらの調味料や油は少  

量でも排出されると排水の水質に大きく影響すること  

になる．このことを考えると，台所対策のうちキッチ  

ンペーパー やへらで鍋や皿の汚れを取り除くことや残  

り汁や油を廃油回収袋で回収することが汚濁負荷の削  

減に有効なことは明らかである．  

3・4 台所対策による調理排水負荷の削減効果   

台所対策による汚濁負荷の削減率を図1に示した．  

BOD負荷の削減率は42～83％，SSで38～90％，COD  

で38～81％，油分で55～93％，T－Nで32～76％及び  

T－Pで50～86％であった．調理メニューにより削減率  

が大きく異なっていたが，高い削減効果が認められ  

た．また，削減効果の傾向としては，特定の項目だけ  

削減されるのではなく，いずれの項目も同様の傾向で  

削減されていた．   

静岡県生活環境部はハンバーグ，ミックスフライ，  

煮込みうどん等の単品の台所対策による汚濁負荷の削  

減効果を調査したZ）．また，その結果に基づき台所対  

策による調理排水の汚濁負荷削減率をBODで64．   

4％，SSで64．8％，T－Pで60．8％，T－Nで62．7％と予  

想していた．今回の調査で得られた結果はその予想値  

を含むものではあるが，調理メニューにより変動の大  

きいものであった．   

台所対策は河川の浄化対策として有効であることは  

本調査からも明らかである ．しかしながら，台所対策  

は各家庭で行われるものであり，その成否は，地域住  

民の理解と協力に大きく影響される．ここで得られた  

台所対策の有効性に関する知見は，今後の人々の意識  

啓発のための一つの資料となるものと考えられる．  

4 ま と め   

台所対策による汚濁負荷削減の有効性を検討した．  

4種類のメニューについて台所対策を行うことによる  

汚濁負荷量の削減効果を調べたところ，BOD負荷の  

削減率は42～83％，SSで38～90％，CODで38～81％，  

油分で55～93％，T－Nで32～76％及びT－Pで50～86％  

であった．また，台所対策を行うことにより使用され  

る水量も減少することが期待できることが明らかと  

なった．  

付記   

本研究は副島善美子栄養士，立川由美子栄養士，新  

吉富村住民課及び太宰府市環境課の協力により行っ  

た．   

なお，本研究の概要は第41回福岡県公衆衛生学会  

（福岡市，1994年5月20日）において発表した．  
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文献  

1）環境庁水質保全局：生活難排水対策推進指導指針  2）環境庁水質保全局：生活難排水対策マニュアル  
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Effect of the Countermeasures for GrayWater from Kitchens  

Yoshiteru BABA，KenjiSAKURAGI，Yoshitaka NAGAFUCHI，SigejiKITAMORI，  

Yoko TAKAHASHIand Yoshinobu SENBA  

ダ批点〟0烏αJ乃∫f言古〟fe oJ〟eαJfんαmゴ且乃びfro花∽β乃fαJぶciβ花Cβ∫，  

39〟㍑烏αfzα乃0，βαZαげ祝，ダ批点祝0烏αβJβ一∂J，Jα夕α乃．  

The pollution of public waters，eSpeCia11y urban surface watersis becoming more serious mainly due to  

increased discharge of graywater．Itis necessary to take steps to remove the pollutantload from gray water．  

This paper deals with countermeasures for gray water from kitchens andits effects．The followingincludes  

countermeasures①use of a net on a strainer and drainer，②stopping discarding of rinsed rice－Water，③  

wiping the pans and dishes with kitchen paper towelor spatula，and ④gathering wash and oilwith  

absorbentpaper．These steps were found to remove42～83％BOD，38～90％SS，38～81％COD，55～93％oil，  

32～76％T－N and50～86％T－P of gray water from the kitchen．Quantity of used water tended to decrease  

When these steps were followed．  

［Keywords：GrayWater，Kitchen，BOD，Kitchen paper towel］  
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福岡県保健環境研究所年報第21号，70－75，1994  

ゴルフ場使用農薬の流出実態調査   

大野健治・石黒靖尚・鳥羽峰樹・田中義人・北森成治   

ゴルフ場で使用される農薬の周辺環境への汚染実態の把握のため，1990年5月から12月にかけて福岡県  

内の2ゴルフ場において，農薬の流出状況を調査した，その結果，殺菌剤ではフルトラニル及びイソプロ  

チオランが，両ゴルフ場とも調整池及び排水口で長期間にわたり検出されたが，他の殺菌剤はほとんど検  

出されなかった．除草剤ではシマジン，テルブカルブ（以下MBPMCと略す）及びプロピザミド，殺虫剤で  

はダイアジノンが，調整池や排水口でかなりの濃度で検出された．河川下流では，ゴルフ場から洗出した  

農薬の影響はほとんどみられなかったが，近傍の水田で使用された農薬の流入が認められた．また，肥料  

による河川下流への富栄養化の影響は顕著ではなかった．いずれのゴルフ場においても，農薬濃度が排水  

の指針値を超えたものはなく，ゴルフ場の排水が流入する河川においても水道水の水質目標値以上の値を  

示したものはなかった．ゴルフ場で使用された農薬が，水道原水へ及ぼす影響は少ないと考えられた．  

［キーワード：農薬，ゴルフ場，水質汚濁，河川水，シマジン］   

ゴルフ場で使用される農薬が水環境へ流出すること  

による河川の水生生物への影響や水道水源への汚濁の  

影響が懸念されたため，1990年から1991年にかけて，  

厚生省は水道水の暫定水質目標を，また，環境庁は水  

質汚濁の防止に係る暫定指導指針を合計30種類の農薬  

について定めた1）2）．これらを受けて各地方自治体で  

は，ゴルフ場農薬安全使用要綱等を定め，ゴルフ場の  

指導を行っている．しかし，ゴルフ場の自主検査や行  

政検査は年間に数回しか行われず，それのみでは農薬  

の流出実態は必ずしも的確に把握できないと考えられ  

た．そこで，ゴルフ場使用農薬の周辺公共用水域への  

流出実態を詳細に把握するためには，定期的に採水を  

行い調査回数を増やすことが必要と考え，県下2か所  

のゴルフ場及びその周辺地域で農薬の流出実態調査を  

行ったのでその結果を報告する．  

1 調査方法  

1・1対象ゴルフ場の概要及び試料採取地点   

対象としたAゴルフ場は，標高約400mの山間部に  

位置し，周囲は山林で，排水口の下流1kmには農地  

と集落が広がっている．ゴルフ場からの排水は，排水  

口から2km下流で河川本流へ流入する．Bゴルフ場  

は，標高約100mの丘陵地にあり，ゴルフ場周辺は農  

地と住宅地が混在している．調整池からの排水は，400  

m下流で小河川へ流入している．対象ゴルフ場の規模  

等を表1に示す．   

試料採取は，Aゴルフ場では調整池（Al），排水口  

（A2），山間を流れる谷川（A3），河川本流への流入ロ  

（A4），河川上流（A5），及び河川下流（A6）の6地点，  

Bゴルフ場では調整池（Bl，B2），調整池Blの排水  

口（B3），河川上流（B4）及び河川下流（B5）の5地点  

で行った（図1）．A4とA5及びA6は約70m，B3  

とB4及びB5は約30mの距離であった．A2ではA  

lからの排水のほか，フェアウエイ等からの浸出水が  

合流して場外へ排出される．また，BlからB3まで  

の間には小面積の水田があり，一部農業用水が流入し  

ていた．1990年11月の時点で，A4の流量は6300mソ  

日，A6は62000mソ日，B5は3600mソ日であった．  

表1 対象ゴルフ場の概要  
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注：＊は4月から12月までの雨量  

Aゴルフ場  

区＝ 試料採取地点  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市大字向佐野39）  
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表2 農薬の散布状況  

A（山地）  B（平地）  
農 薬 名   

回数  散布総量＊  
（回）  （k）  

回数  散布総量＊  
（回）   （kg）  
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クロルピリホス  

江：＊は4月から12月までに散布された総量   

ト2 調査期間及び対象農薬  

1990年5月から同年12月にかけて，Aゴルフ場では  

毎月2回，Bゴルフ場では毎月1回試料を採取した．   

調査対象のゴルフ場で散布が予定されていた農薬の  

中から，各ゴルフ場で9種類ずつ計13種類の農薬を選  

択した．対象農薬の散布状況を表2に示す．この期間  

に散布された農薬製剤総量に対し，対象とした農薬の  

製剤が占める割合は，Aゴルフ場で71％，Bゴルフ場  

で62％であった．  

1・3 分析方法  

1・3・1農薬の定量   

水質試料11に塩化ナトリウム50gを加え，ジクロロ  

メタン100mJ及び50mJで2回抽出した．抽出液は硫酸  

ナトリウムで脱水し，濃縮乾国後，内部標準物質のア  

セトン溶液（2〃g／mJ）1mJに溶解し試料液とした．内  

部標準物質にはアセナフテンーdlO，フェナントレンー  

dlO，p一夕ーフェニルーd14の3物質を用いた．ダイ  

アジノン，ブタミホスの分析にはGC／FPD，トリフル  

ミゾールの分析にはGC／FTD，その他の農薬の分析に  

はGC／MSを使用し，次の条件で測定した．なお，定  

量下限値はイブロジオンで0．3〃g／J，他のものは0．1  

〃g／Jであった．  

1）GC／FPD   

使用機器：島津 GC－7A   

カラム ：0V－1（2％）（2mx3．Omm）   

温度 ：カラム 210℃  

注入口及び検出器 240℃   

2）GC／FTD   

使用機器：島津 GC，7AG   

カラム ：DEGS（5％）（1mx3．Omm）   

温度 ：カラム 210℃  

注入口及び検出器 250℃   

3）GC／MS   

使用機器：バリアン3400LGC，フィニガンITDL800   

カラム ：DB－1（15mxO．25mmxO．25FLm）  

プレカラム（1mxO．53mm）   

温度 ：カラム  

20℃／分10℃／分  

40℃（1分）→180℃ →250℃（2分）  

注入口及び検出器 250℃   

注入法：スプリットレス（1分）  

ト3・2 一般項目の定量   

化学的酸素要求量（COD），総窒素（T－N），総リン  

（T－P）の分析法は，JISの工場排水試験方法3）によっ  

た．  

2 結果及び考察  

2・1殺菌剤   

殺菌剤ほ，主にグリーンで5月から11月にかけて頻  

繁に散布されていた．調査した6種類の殺菌剤では，  

フルトラニル，イソプロチオランが両ゴルフ場とも調  

整池，排水口等で継続的に検出されたが，イブロジオ  

ン，クロロネブ，トリフルミゾール，クロロタロニル  

はほとんど検出されなかった．  

2・1・1 フルトラ＝ル   

Aゴルフ場ではフルトラニルは，イソプロチオラン  

との複合剤あるいは単剤で，調査開始前の3月に1  

回，調査期間中に5回散布された．6月中旬から梅雨  

期の降雨が始まると，調整池でフルトラニルの濃度は  

若干上昇したが，その後8月にかけて徐々に減少し  

た．9月中旬の降雨後には急激に濃度が上昇し，調整  

池で最高9．2／ノg／Jを示し，排水口でも最高2．5／Jg／Jま  

で上昇した後，12月にかけて徐々に減少した（図2）．  

この間の農薬散布状況及び降雨状況から判断すると，  

1回当りの農薬散布量は6月と7月の3回の散布時は  
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他の2回の散布時のおよそ1／2と少なく，梅雨期の多  

量の降雨（総雨量620mm）で調整池に滞留することな  

く速やかに場外へ洗出したため，調整池や排水口での  

濃度上昇があまり観測されなかったのに対し，7月下  

旬から9月上旬までははとんど降雨がなく，7月下旬  

から8月に散布されたフルトラニルは，9月中旬のま  

とまった降雨（総雨量140mm）で一度に調整池へ流入  

し滞留したため，9月下旬に調整池や排水口で濃度上  

昇を示したと考えられる．河川下流では，7月に1回  

0．2／Jg／Jの濃度でフルトラニルが検出されたが，この  

時ゴルフ場の排水口では0．4〃g／J，谷川でほ0．2  

〃g／J，河川への流入口では0．9〃g／上の濃度であり，河  

川の上流では検出されなかった．従って，流入口付近  

の水田で紋枯病予防のため使用されたフルトラニルが  

同時に流入したものと推定される．   

Bゴルフ場においても，フルトラニルはイソプロチ  

オランとの複合剤で5回散布された．6－7月の降雨（総  

雨量460mm）後、調整池（B2）で最高1．4／ノg／Jまで上  

昇したが，それ以降少雨であったため8月の調査時に  

は，Bl，B2いずれにおいてもフルトラニル濃度は  

大幅に低下した．9月中旬の降雨（総雨量80mm）後，  

再度調整池（B2）では上昇したが，10月以降は検出さ  

れなかった（囲3）．調整池BlとB2でフルトラニル  

の濃度変化の傾向が若干異なるが，これはグリーンに  

全面散布を行った第3回目の散布時を除き，それ以外  

の散布時にはグリーンにスポット的に散布したため調  

整池間で差が生じたものと考えられる．また，調整池  

BlとB2の面積はほぼ同じであるが，集水域にある  

グリーン面積ではBlはB2の約1／4であったため，  

フルトラニルの濃度は調整池B2の方が全般的に高い  

値を示した．7月に調整池（Bl）より，排水口での濃  

度が高い原因は，調整池から排水口までの間にある水  

田でフルトラニルが使用されたためと推定される．し  

かし，排水口でフルトラニルが検出された場合でも，  

その水量は河川水量に比較して少いため希釈され，河  

川下流では全く検出されなかった．  

2・ト2 イソプロチオラン   

Aゴルフ場では，イソプロチオランはフルトラニル  

との複合剤として4回散布された．イソプロチオラン  

の濃度は，6月中旬の降雨後調整池で1．7／ノg／ほで上  

昇した後，12月にかけて徐々に減少した．排水口では  

6月から12月まで0．ト0．5〃g／上の濃度範囲で検出され  

た（図2）．同時に散布されたフルトラニルが調整池で  

9月一10月に高濃度で検出されたのに対し，イソプロ  

チオランはこの期間に顕著な濃度上昇を示さなかっ  

た．その原因は，分解性等の物性の違いによるものと  

考えられるが明らかではない．河川下流では5月に  

0，3／ノg／J検出されたが，この時にはゴルフ場排水口か  

らは検出されなかったものの，河ノIlへの流入口からは  

2．0〃g／上の濃度で検出されたことから，流入口付近の  

水田で，いもち病予防のため使用されたイソプロチオ  

ランが流入したものと推定される．   

Bゴルフ場でもイソプロチオランはフルトラニルと  

の複合剤で5回散布されており，フルトラニルと類似  
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図2 フルトラニル，イソプロチオランの経時変化（Aゴルフ場）  
一○－：調整池（StAl） △：流入ロ（StA4）  
－●－：排水口（St－A2） ▲：河川下流（St－A6）  

図3 フルトラニル，イソプロチオランの経時変化（Bゴルフ場）  

○：調整池（SトBl）口ー：調整池（StB2）  
●－：排水口（St－B3） ▲：河川下流（St－B5）   
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との複合剤として4月末に散布された．シマジンは5  

月の調査開始時から調整池で5．8〟g／g，排水口で3．8  

〃g／Jの濃度で検出されたが，その後徐々に減少し，  

8月末には排水口では検出されなくなった．10月に秋  

期分が散布されると再度調整池等で濃度が上昇し，河  

川への流入口でも最高0．5J上g／Jの濃度で検出された  

（図4）．しかし，河川下流では希釈され，シマジンは  

どの調査時点にも検出されなかった．   

Bゴルフ場でもシマジンは，MBPMCとの複合剤で  

春期分が4月初旬に散布されていた．調査開始時から  

Bl，B2の両調整池で7J上g／J以上の高い濃度であ  

り，調整池Blの排水口でも4．7／Jg／Jを検出した（図  

5）．シマジンは半減期が長い4）5）ため，Aゴルフ場  

と同様に調整池に長期間残留する傾向があった．河川  

では，シマジンは0．2〃g／Jの濃度で1回検出された．  

2・2・2 M旧PMC   

Aゴルフ場ではMBPMCは，春期にシマジンとの複  

合剤で，秋期には単剤で散布された．MBPMCはシマ  

ジンと類似の挙動を示し，5月の調査開始当初から調整  

池で13．7J上g／J，排水口で5．6〃g／Jが検出されたが，そ  

の後徐々に減少し，秋期の散布後再度上昇した．河川  

への流入口でもMBPMCは頻繁に検出され，河川下流  

においても最高0．7〃g／Jの濃度で検出された（図4）．   

Bゴルフ場では，4月にシマジンとの複合剤で多量  

（成分として140kg）に散布され，調整池Blで最高47．2  

の挙動を示した（図3）．8月に河川下流で0．6〃g／J検  

出されたが，この時河川上流でもほぼ同濃度で検出さ  

れており，河川上流部にある水田でイソプロチオラン  

が使用されたものと推定される．  

2・1・3 その他の殺菌剤   

イプロジオンはオキシソ鋼との複合剤としてAゴル  

フ場で5回散布され，Bゴルフ場では単剤で2回散布  

されたが，いずれの地点からもイブロジオンは検出さ  

れなかった．クロロネブは，Aゴルフ場で6－8月に3  

回散布されたが，調整池で10月に0．1JJg／Jの濃度で1  

回検出されただけであった．トリフルミゾールは，B  

ゴルフ場で2回散布されたが，調整池や排水口では全  

く検出されなかった．しかし，河川では3回（最高1．4  

〃g／J）検出された．これは，河川上流部の農地でうど  

ん粉病等の予防のため使用されたトリフルミゾール  

が，河川へ流入したものと推定される．クロロタロニ  

ルは，Bゴルフ場では2回散布されたが，このものは  

生分解を受け易く4），環境水中では速やかに分解され  

るため，いずれの地点からも検出されなかった．  

2・2 除草剤   

除草剤は春期と秋期に散布され，シマジン，MBP－  

MC，プロピザミドが頻繁に検出されたが，ペンディメ  

タリン，ブタミホスははとんど検出されなかった．  

2・2・1 シマジン   

Aゴルフ場ではシマジンは，単剤あるいはMBPMC  
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図4 シマジン ，MBPMCの経時変化（Aゴルフ場）  

○：調整池（SトAl） △：流入口（StA4）  
－●－：排水口（StLA2） ▲：河）”下流（St－A6）  

5ノ皇9  ‘パー   丁〃4    8／28  I／Z5    日／－j  】l／㍑  

図5 シマジン，MBPMCの経時変化（Bゴルフ場）  
一○：調整池（StBl）一口ー：調整池（St－B2）  
－●－：排水口（St－B3） ▲：河川下流（St－B5）  
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〃g／～，調整池B2で最高73．0〃g／Jを検出した．調整  

池Blの排水口では最高39．6JJg／J，河川下流でも最  

高2．4FLg／lを検出し，散布されたMBPMCは調整池を  

経由して河川に長期間継続的に流入していた（図5）．  

2・2・3 プロピザミド   

Aゴルフ場ではプロピザミドは前年秋期に散布され，  

散布から半年以上経過した調査開始時にも残留してい  

たが，残留分は夏期にかけて徐々に減少し検出されな  

くなった．しかし，10月に再度散布されると，調整池  

で最高11．2〃g／J，排水口でも2．3〃g／Jと急激に上昇  

し，11月には河川下流でも0．2〃g／上が検出された．  

2・2・4 その他の除草剤   

ペソディメタリソほAゴルフ場で4月に散布されて  

おり，5月に調整池で2回（最高0．2JJg／J）検出された  

が，排水口では検出されなかった．ブタミホスはBゴ  

ルフ場で10月に散布されたが，調整池B2で2回（最  

高0．4〃g／J）検出されたのみであった．  

2・3 殺虫剤   

殺虫剤は，Aゴルフ場ではダイアジノン，Bゴルフ  

場ではクロルピリホスを調査した．ダイアジノンは，  

9回散布され，8月末に調整池で最高1．3〃g／J，排水  

口で最高0．2〃g／J検出されたが，その後徐々に減少し  

た．谷川の水でも数回検出されたが，河川への流入口  

に到達する間に希釈され，河川下流では全く検出され  

なかった．調整池におけるダイアジノンの濃度変化を  

みると，散布後に必ずしも濃度上昇を示さなかった．  

ダイアジノンの土壌中での半減期は7－14日5），池水中  

表3  

での半減期は14日程度8）であり，このような半減期が  

短い農薬でほ2回／月程度の調査回数ではその濃度変  

化が十分に把握できていない可能性が考えられた．ク  

ロルピリホスは5－9月に3回散布されていたが，微生物  

による分解を受け易い4）ため，どの地点でも全く検出  

されなかった．  

2・4 肥料の影響  

ゴルフ場においては，芝の維持のため多量の肥料が  

使用され，これらの一部ほ排水に溶解し場外へ排出さ  

れる．Aゴルフ場では，4月にフェアウエイとラフに  

化学肥料が20t施肥され，その他グリーン等に施肥さ  

れたものと合計すると窒素3．1t，リン1．6t，カリ  

2．6tが散布されていた．また，Bゴルフ場でほ，窒素  

2．2t，リソ1．7t，カリ1．8tが散布されていた．Aゴ  

ルフ場では河川（A類型）への流入口においては，T－N  

は平均で0．81mg／l，TLPほ0．05mg／lであり，河川上  

流部よりも排水流入後の下流部の方が若干高い値を示  

した（表3）．Bゴルフ場下流の河川は，上流の住宅地  

からの生活排水が流入し，T－N，T－Pほやや高いレベ  

ルにあり，ゴルフ場排水の流入によりさらに水質が悪  

化することはなかった．なお，ゴルフ場の排水口にお  

けるCOD，T－N，T－Pの平均水質は，国松らの報告7）  

と同様のレベルであり，ゴルフ場からのこれら汚濁物  

質の流出ほ水田と同程度と考えられた．  

2・5 農薬の環境への影響  

調査期間中の，各ゴルフ場排水口及び河川下流にお  

ける農薬の最高検出濃度を表4に示す．ゴルフ場から   

肥料の影響  

A（山地）  B（平地）  

排水 口  河川上流  河川下流  排水 口  河川上流  河川下流  

COD（mg／り  4．5  2．2  2．3  6．0  3．9  3．9  
T－N（mg／り  1．78  0．53  0．61  1．48  3．75  3．69  
T－P（mg／り  0．07  0．02  0．03  0．16  0．27  0．26  

注：7－15回の測定値の平均  

表4 農薬の最高検出濃度  

A（山地）  8（平地）  排水の 水道水の  
農 薬 名  

排水 口  河川下流  排水口  河川下流  指針値  目標値  

フルトラニル  2．5（9月）  
イソプロチオラン  0．5（10月）  
イブロジオン  ＜0．3  

クロロネブ  ＜0．1  
トリフルミゾール  
クロロタロニル  

0．2＊  

0．3＊  

＜0．3  

＜0．1  
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の排水では，A，Bゴルフ場とも排出水の指針値を超  

えたものはなく，最大でもMBPMCが指針値の1／5で  

あった．ゴルフ場からの排水が流入する河川において  

も水道水の水質目標値以上の値を示したものはなく，  

水質目標値よりはるかに低濃度であった．対象とした  

農薬13種類中トリフルミゾールは厚生省及び環境庁が  

指定した30種類の農薬には含まれておらず，目標値に  

よる直接の評価はできないが，他の農薬の水質目標値  

及び農薬登録保留基準を参考にすると検出されたレベ  

ルでは問題ないものと考えられる．Aゴルフ場の排水  

口から約7kmの下流地点及びBゴルフ場の排水口の  

約25kmの下流地点には上水道の取水口がある．これ  

らの水道原水の取水口は水量が豊富な地点に立地して  

おり，A及びBゴルフ場で使用された農薬は，取水口  

に到達する間に河川水で希釈され，水道原水に及ぼす  

影響ははとんどないと考えられる．しかし，ゴルフ場  

が1水系の集水域に集中している場合あるいはゴルフ  

場と取水口が近接している場合などでは水道原水中の  

農薬濃度が高くなることも考えられ，これらについて  

は個別に調査し，対策を講じる必要があると考えられ  

る．  

3 ま と め   

今回のゴルフ場使用農薬の環境への流出実態調査で  

は，以下のことが判明した．  

1） ゴルフ場使用農薬のうち殺菌剤ではフルトラニ  

ル，イソプロチオラン，除草剤ではシマジン，MBPMC，  

プロピザミド，殺虫剤ではダイアジノンが，ゴルフ場  

内の調整池や排水口で継続的に検出された．ゴルフ場  

からの排水が流入する河川下流では，除草剤が比較的  

多く検出され，特に，MBPMCは頻繁に検出された．  

また，農地で使用されたと推定される農薬がその使用  

時期には，河川で短期間であるが検出された．   

2）ゴルフ場の排水口で排水の指針値を超えたもの  

はなく，河川においても水道水の目標値以上の値を示  

した農薬はなかった．   

3）ゴルフ場で使用された肥料による河川の富栄養  

化の傾向はほとんど認められなかった．  
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Water Po11ution by Pesticidesin and around the Golf Links  

KenjiOHNO，YasuhisaISHIGURO，MinekiTOBA，Yoshito TANAKA，ShigejiKITAMORI  

ダ比丘祝0烏αJ乃∫土豪〟fβOJ〃gαJfんα乃dE乃びfro7‡mg和才αJぶcよg乃Ce∫  

39，〟〟烏αよzα乃0，βαZαげ祉，ダ〟鳥〟0鳥α，βJβ－∂ノノ∠ゆα乃  

Water pollution by pesticides wasexaminedin two golflinksand theirsurroundings at Fukuoka Prefecture  

fromMayto December1990．The fungicides fulutolanilandisoprothiolane were continuously detectedinthe  

pond water and wastewater over the period of investigation．However，Other fungicides were scarcely  

detected．The herbicides simazine，MBPMC，prOpyZamide and pesticide diazinon were detectedatafairlyhigh  

COnCentrationin pond water and wastewater．While the pesticides discharged from the golflinks were hardly  

detected at thelower reaches of the river，the pesticides used at a paddy field were detectedinthe river  

Water．Furthermore，the river water was barely eutrophicated by wastewater from the golflinks．The  

COnCentrations of the pesticidesin wastewater and river water did not exceed the standard values．The  

pesticides usedin the golflinks were considered to scarcelyinfluence the water quality of the clty Water  

SOurCeS．  

［Keywords：Pesticide，Golflink，Water pollution，Riverwater，Simazine］  
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福岡県保健環境研究所年報第21号，76－81，1994  

福岡都市圏における光化学反応シミュレーション  

松本源生・宇都宮 彬   

福岡県においては，春期に光化学オキシダント（0Ⅹ）の高濃度が観測され，各測定点とも環境基準値（0．0  

6ppm以下）を満足していない．   

福岡都市圏を対象地域として0Ⅹ高濃度現象解明のため気流場の解析を行った．また，アメリカ環境保  

護庁で開発された光化学反応ボックスモデル（PBM：photochemicalboxmodel）を用いて0Ⅹ高濃度の出現  

要因について解析を行った．PBMの適用に際しては，NO，NO2，HC等の発生源強度を用いて0Ⅹ濃度のシ  

ミュレーションを行った．   

その結果，海風の内陸部への進入が進むにつれ0Ⅹが内陸部でも高濃度となり，これに上層オゾンが大  

きく寄与していると推定された．  

［キーワード：光化学オキシダント，光化学反応モデル，気流解析モデル］   

福岡県においては，春期から夏期にかけて，高濃度  

の光化学オキシダント（0Ⅹ）が観測され，各測定点と  

も環境基準値（0．06ppm以下）を満たしていない．この  

ため，0Ⅹ高濃度現象の解明は重要な課題の一つと  

なっている．   

低層大気中のOxは，主にNOx，CO，揮発性の有機  

化合物（VOC）などによる光化学反応よりもたらさ  

れ，1日の時間スケールで生成・消滅を繰り返してい  

る．大気中の0Ⅹの挙動は，混合層の発達とそれに伴  

う大気拡散の時間変化，局地風の交換，日射量の変  

化，発生源からの排出状況の変化，大気中の化学反応  

等が複雑に関連している．このような，化学反応によ  

る変質過程を伴う大気汚染の数値シミュレーションモ  

デルとして光化学ボックスモデル（PBM：photo－  

chemicalbox model）が1970年代にアメリカ環境保護  

庁（EPA）で開発され，その反応計算モジュールとして  

の大気反応モデル（例えばCBM：Carbon bond mecha－  

nism）の改良が試みられているl）．主に日変化する大  

気汚染現象は，PBMによりその特徴が精度良く再現  

される2）．   

鵜野ら3）は，PBMを用い冬期のNO2汚染は上層か  

らとりこまれるオゾンによるNOの酸化と光化学反応  

の寄与が大きいことを推定している．一方，若松ら4）  

は，低層大気中における光化学反応モデルの評価を行  

い0Ⅹ濃度の日変化を良く再現できるとしている．   

PBMにより，低層大気中の大気汚染物質の濃度予  

測を行う場合は，反応モデルの他に詳細な発生源デー  

タ，現状を正確に表現する気流場解析が必要である．  

このため，比較的発生源データが蓄積され，気流場の  

把握が容易な福岡都市圏において，0Ⅹ高濃度出現の  

気象要因，窒素酸化物及び有機化合物等の大気汚染物  

質排出量等について検討し，PBMを用いて0Ⅹ濃度変  

動の数値シミュレーションを行い，0Ⅹ汚染の形成要  

因の解析を行ったので報告する．  

1 解析対象   

福岡市から小郡市，久留米市に及ぶ福岡都市圏を解  

析対象地域とした（図1）．内陸の小郡市，久留米市に  

かけて0Ⅹ高濃度が最も多く観測された1987年5月を  

解析対象期間とした．  

図1 福岡県の地形と解析対象地域  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市大字向佐野39）  
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こない精度の高い風向・風速データを作成した．   

図3にマスコンモデルにより推定した5月18日と，  

20日の地上風（地表面より高度6．5mの風）を示す．こ  

れによれば日中の海風の発達に伴い博多湾岸地域から  

内陸に向かう風が把握でき，海風が時間とともに内陸  

に進入し，16時に久留米市まで達していた．  

2 0x高濃度出現日の地上凰   

0Ⅹの高濃度は，一般的に高気圧に覆われた晴天日  

に出現し，海風の生成・発達と密接な関係があると考  

えられるため，内陸部の小郡市，久留米市の0Ⅹ高濃  

度出現目について，地上風の解析を行った．   

0Ⅹ高濃度出現日の一例として，1987年5月18日，20  

日の福岡両局，小郡局，久留米局（以上の局は一般環  

境大気測定局），太宰府（大気汚染測定車）における濃  

度経時変化を図2に示す．これら両日は，0Ⅹ濃度が  

典型的な日変化パターンを示し，福岡市から内陸の小  

郡市，久留米市と南下するに従って最高濃度は高くな  

り，その出現時刻は遅くなっていた．両日とも移動性  

高気圧が九州を通過し，穏やかな晴天で気圧傾度も小  

さく，海風が発達しやすい条件であった．これら両日  

の地上風について，凧糸推定モデルより解析を行った．  

2・1風系推定モデル   

福岡県内の測定局（一般環境大気測定局19地点，ア  

メダス測定局12地点）で得られた風向・風速データを  

基に，緯度方向に2’30”（約5km），経度方向に2’45”  

（約5km）の間隔で分割した格子点上に風向・風速を  

内挿展開した．   

風向・風速の内挿展開に当たっては，まず測定局か  

ら得られた風向・風速を格子点と各測定局の距離の2  

乗の逆数で加重平均し，各格子点における風向・風速  

の一次推定値を求める．次に，地形起伏の影響を組み  

入れるマスコンモデル5）により一次推定値の修正をお  
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図2 光化学0Ⅹ濃度の経時変化  

87年5月18日12時  

図3 マスコンモデルにより推定した地上風  
（上段：19即年5月18日，下段：1987年5月20日）  
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2・2 流跡線解析   

風系推定モデルにより得られた格子単位の風向・風  

速データを用いて，久留米局での最高0Ⅹ濃度出現時  

刻（16時）から遡った汚染気塊の流跡線を図4に示す．  

福岡南局，太宰府，小郡局，久留米局付近を気塊が通  

過する時刻と，図2における各地点の濃度ピーク時刻  

とは，ほぼ一致している．このことから，18日と20日  

における内陸地域の0Ⅹ高濃度現象は，海風の発達に  

伴う汚染大気の移流が寄与していると考えられる．  

久留米局（1987年5月柑日16時）を起点  

スモデルの基本方程式6）を適用して反応成分の濃度を  

求める．  

∂Ci  ∂Ci ∂z、 ∂ci S．   
＝U ＋‾‾‾‾＋‾  

∂t  zt  

＋ Ri（Cl，C2，・・・ ，Cn）  

ここで，  

Ci：汚染質iの濃度  

（i＝1，2，‥・，n；nは反応成分数）（ppm）  

U：領域内の平均風速（m／s）  

z．：混合層高度■（m）  

S．：汚染質iの発生源強度（ppm m／s）  

Ri：反応による汚染質iの生成速度（ppm／s）  

である．基本方程式は，混合層以下を1つのボックス  

として扱い，ボックス内外の水平方向の物質変化を示  

す移流（第1項），上空からの取り込み（第2項），発生  

源（第3項），光化学反応（第4項）を表現している．単  

位時間毎に，各ボックスについて，基本方程式による  

計算を行い，その計算結果をもとに隣接するボックス  

の水平方向の物質の収支を算出し，これを次の単位時  

間のボックスへの移流とすることで，汚染物質の移流  

を組み入れるモデル化を行った．   

光化学ボックスモデルで使用する化学反応モデルと  

しては，CBM－4を適用した．CBMは複雑な光化学反  

応を再現するに当たって，炭素結合構造を基に幾つか  

のグループに分類する．その最新モデルであるCBM▼  

41）では，8種類のグループに分類し，33個の反応成  

分と鋸本の反応式が用いられ，チャンバー実験等によ  

り得られた各成分の反応速度を使って，光化学反応を  

数値計算する．  

図4 流 跡 線  

3 光化学オキシダント濃度の数値計算   

内陸部における0Ⅹ高濃度要因は，海風による物理  

的な輸送過程だけでなく，輸送過程中に生じる化学的  

な反応過程等を考慮しなければならない．そのため，  

光化学ボックスモデルを利用し，福岡都市域の平均的  

な窒素酸化物と炭化水素の発生源強度を用いてOx濃  

度日変化を計算して高濃度要因について解析した．   

福岡都市圏を図5に示すボックスエリアに分割し  

た．以後，福岡南局，太宰府，小郡局，久留米局を含  

むボックスエリアを，各々福岡エリア，太宰府エリ  

ア，小郡エリア，久留米エリアと呼ぶことにする．   

各ボックスエリアに対して以下に示す光化学ボツク  

図5 数値計算対象としたボックス  

3・1数値計算条件の設定   

各ボックスの風向・風速データは，風推定モデルに  

より得られたデータのうち各ボックスエリア中心部に  

あるポイントの風向・風速の1時間値を使用した．   
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表1 炭化水素の発生源排出組成（重量％）9）  表2 PBM計算の初期濃度  

成分・名  自動車排ガス ガソリン蒸気 石油精製 石油化学 塗装  成分名  初期濃度（ppb）  
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ET11  1．8  

FORM  O  

OLE  O．8  

PAIi  37  
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注）ETH：ethane  

FORM：formaldehyde  

OLE：01efinic carbon band  

PAR：paraffin carbon bond  

TOL：tOluene   

‡YL：Xylene   

ぬ払1％  100．1  99．9  100．1  100．0   

●pxylen丘とm－Xyleneの合計  

混合層高度は，反応系の拡散スケールに影響を与え  

るので，混合層高度の時間変化を適切に設定する必要  

がある．南関東大気環境調査7）によると，混合層高度  

（Hm）と積算日射量（Ical／cm2）との関係を次のように  

求めている．  

H ＝ 76．81IO・49g  

なおこの関係式は混合層高度が成長し続ける12時程度  

までが適用限界であるため，12時以降は東京大手町で  

の実測混合層高度の減少割合を利用して推定してい  

る．ここでは，この手法を採用して混合層高度の経時  

変化を推定し，この推定値を福岡管区気象台通報に基  

づくMMD（最大混合層厚）により補正した．   

光化学ボックスモデルは，NO，NO2及びHC各成分  

の1時間毎の排出量を必要とする．福岡市が1992年に  

実施した大気汚染解析調査8）を基に，福岡エリアと太  

宰府エリアの非暖房期における昼間のNOx排出量を  

求めた．排出されたNOx中の成分は，9対1の割合  

でNOとNO2であると仮定し，福岡エリアと太宰府エ  

リアにおけるNO，NO2の非暖房期の昼間の排出量を  

算出した．NOxの主な発生源は自動車と仮定して，福  

岡市における自動車走行台数の経時データを用いて，  

NO，NO2排出量の福岡エリアと太宰府エリアにおけ  

る時間別排出量を推定した．その他のボックスについ  

ては，福岡市との自動車保有台数の比率を乗じてNO，  

NO2の時間別排出量を推定した．   

HC排出量データに対しては，福岡都市圏のNOx，  

HC各成分の排出比率が，関東地方におけるNOx，HC  

各成分の排出比率とはぼ等しいと仮定し，各ボックス  

エリアにおけるNO，NO2の推定排出量より，HC各成  

分の排出量の時間変動を求めた．  

光化学ボックスモデルによる数値計算は5暗から22  

暗までとし，計算開始時点の初期濃度は，1987年5月  

の各測定局における4時～6時のNO，NO2，0Ⅹ，  

HC平均値を用いた．また，HCに対しては蓑1のデー  

タを用い各成分に分解した．表2に計算で用いた初期  

濃度を示す．   

光化学ボックスモデルに必要な上層のオゾン（0。）濃  

度には，解析対象期間である1987年5月における三郡  

山頂での月平均0。濃度（60ppb）10）を，ボックス上面  

の0。濃度として用いた．  

3・2 数値計算の再現性  

19即年5月18日と20日の2パターンの風向・風速  

データを用いて0。濃度を数値計算し，その経時変化  

を図6に示す．図2の0Ⅹ実測値と図6の03計算値を  

比較すると，濃度変化パターンは両日とも実測値と計  

算値の変動ははぼ相似形をなし，内陸部にゆくに従っ  

て最高03濃度出現時刻は遅くなり，その濃度レベル  

は高くなるという現象が良好に再現された．しかし，  

03ほ0Ⅹの主成分11）であるにもかかわらず，最高濃度  

は，18日（久留米において，0Ⅹ実測値は93ppb，03計  

算値は63ppb），20日（久留米において，0Ⅹ実測値は76  

ppb，0，計算値は66ppb）とも03計算値のはうがより  

低い値となった．更に，計算値は20時以降の0Ⅹ濃度  

の減少速度が小さく，特に久留米エリアにおいてその  

傾向が顕著に現れていた．19時までの実測値と計算値  

の相関係数は0．79と高く，19時までの再現性は優れて  

いた，   

この数値計算で用いた混合層高度の推定法は，日射  

がある時間帯は良いが，日没後（19時過ぎ）の混合層  

高度の急激な変化をうまくシミュレートできない．そ   
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0。濃度は，都市部から排出された汚染物質が内陸部に  

移流する過程で生成する0。だけでなく，移流時に上  

層大気から混合層内に取り込まれる上層0。の影響も  

大きいことが示唆される．更に，数値計算結果から久  

留米エリアにおける0。中の50％が上層大気中の0。に  

由来すると考えられた．   

福岡県においては，0Ⅹ高濃度は夏期よりも春期に  

頻繁に観察される．三郡山頂の実測0。濃度は，5月に  

おいては平均60ppbであり，一方8月においては平均  

28ppbと約半分になる10）．上層0。を50％削減する  

ケースの計算結果は夏期の上層0。濃度に対応すると  

考えられる．1987年8月の小郡局における実測0Ⅹ1  

時間値の最高値は57ppbであり，5月の85ppbに比べ  

約30％減少していた．数値計算は，夏期の0Ⅹ実測濃  

度減少率をも良好に再現していた．  
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図6 数値計算による各オゾン濃度の経時変化  

のため，20時以降の数値計算の再現性が悪くなってい  

ると思われる．また，数値計算において，最高濃度が  

実測より低くなる傾向は，排出量推定値や各HC成分  

濃度の推定値に主な原因があると考えられる．  

4 0x高濃度現象とパ・ソクグラウンドオゾン濃度   

先の流跡線解析において，一次汚染質の排出の少な  

い内陸部において0Ⅹが高濃度となる現象と，海風の  

内陸部への進入との関連が示唆された．ここでは，本  

数値計算モデルを用いて，高濃度0Ⅹに対するバック  

グラウンド0。の寄与について，本光化学ボックスモ  

デルを用いて解析を行った．   

5月18日のシミュレーションパターン（controlrun）  

において上層03の設定値のみを変更し，上層0。の寄  

与を推定を行った．すなわち，上層0。の設定値を30  

ppb（controlrunの50％）と設定するケース（casel）と，  

Oppbと設定するケース（case2）を計算した．その結  

果，最高0。濃度出現時刻は福岡エリア，太宰府エリ  

ア，小郡エリア，久留米エリアの4エリアでcontrol  

runと同じであった．しかし，最高濃度は図7に示す  

ように，CaSelでは25％前後の低下，CaSe2では50％  

前後の低下がみられた．   

都市部からの汚染質の移流，汚染物質排出量等の条  

件は同じであるが，上層03が低下するだけで，各エリ  

アにおいて03濃度が減少したことより，各エリアの   

（
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掛
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福岡エリア  太宰府エリア  小郡エげ  久留米工叩   

上層03を低下させたケースの最大03濃度の減少率  7
卜
 
 

図
 
 減少率＝100 ×  

COntrOlrunでの最大03濃度一減少ケースでの最大03濃度  

COntrOlrunでの最大03濃度  

5 ま と め   

春期の内陸部における0Ⅹ高濃度現象の解明のた  

め，マスコソモデルにより推定した風データより流跡  

線を求め，海風の進入経路に沿って都市部から内陸部  

への汚染物質の移流が生じていることを確認した．さ  

らに，0Ⅹ高濃度現象について光化学ボックスモデル  

を用いて，上層0。の寄与の推定計算をおこなった．   

その結果，1987年5月の高濃度0Ⅹ出現日において  

は，海風は久留米エリアにまでおよび，久留米エリア  

においても0Ⅹ高濃度が観察された．また，福岡都市  

圏における春期の高濃度は上層0。の寄与が大きく，  

海風の内陸部への進入が進むにつれ上層0。の取り込  

み量が大きくなると推定された．  

本研究で使用した光化学ボックスモデル（PBM：  

pho－tOChemicalboxmodel）は，アメリカ合衆国環境保   
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環境研究所鵜野伊津志氏が修正したものを利用した．  

このモデルを提供していただいた同氏に感謝します．  

また，発生源データを提供していただいた福岡市環境  

局環境保全部大気課に感謝します．なお，福岡市及び  

福岡県の常時監視測定局及びアメダス測定局のデータ  

を利用した．  
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3）鵜野伊津志，若松伸司：冬期の高濃度NO2汚染の  

光化学ボックスモデルによる解析，大気汚染学会  

誌，VOl．27，246－257，1992．  

Simulation of photochemicaloxidantsin the Fukuoka urban area using the photochemicalbox model  

GenseiMATSUMOTO and Akira UTSUNOMIYA  

ダ〟尾錠0烏αJ乃∫fif祝fgoJ〃βα上土んα乃d且乃γよro乃mefαJ5cよg〝Cg∫，  

凡才加点αizd乃039，βαZαげれ－∫んi，ダ加点祝0烏dβJβ－（〃Jαタα乃  

In Fukuoka prefecture，highconcentrations of photochemicaloxidants（Ox）frequently exceeding the hourly  

Ox standard（0．06ppm）are detectedin spring．   

The wind field was analyzed according to the data of the FukuokaurbanareausingtheMasconmodel，and  

the high concentrations of Ox were calculated using the photochemicalbox model（PBM）which was  

developed by the U．S．EnvironmentalProtection Agency．Application of PBM was conducted using the  

emission data on NO，NO2and HC．   

The Ox concentration at theinlandincreased over O．06ppmwith the extended sea breeze．The simulation  

results suggested that the background O，affected the high concentration of Ox on the ground．  

［key words：photochemicaloxidants，photochemicalmodeling，Wind field modeling］  
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福岡県下の河川における大型底生動物相  

－ 4．那珂川・御笠川  

杉 泰昭・緒方 健・山崎正敏   

博多湾に流入する那珂川，御斐川において，1993年5月－1994年1月まで4季節，大型底生生物を調査  

した．那珂川では，都市域で底生動物相がやや貧弱であること，中一上流域で有機汚濁によると思われる  

兆候が一部に見られたが，全流程を通じて生物学的にほぼ良好な水域であると考えられた．   

御笠川の中・下流域では底生生物相，水質調査結果とも，有機汚濁が進んでいることを示しており，生  

物学的に良好な水域ではないと考えられた．  

［キーワード：大型底生動物相，有機汚濁，那珂川，御笠川］   

著者らは，県下における河川の底生動物の分布に関  

する詳細な情報を蓄積，整備し，リストとして残して  

おくことが必要と考え，1992年度から福岡県下主要河  

川についての大型底生動物相の調査を行っている．第  

2年次である当年度は5河川について調査を実施した．   

本報では博多湾に流入する那珂川及び御笠川の調査  

結果を報告する．  

1 方  法   

採集方法，水質測定方法，分類・同定方法及び底生  

動物による水域環境の評価法（ASPT値の算出方法）は  

杉ら1）と同様である．  

1・1調査対象河川及び地点   

那珂川は，背振山（1055m）の山頂近くに源を発し，  

那珂川町，福岡市を貫流，博多湾に流入する全長約30  

kmの二級河川である．調査は図1に示す4地点で実  

施した．St．1（警弥郷橋）は福岡市都市部の住宅地の  

近くに，St．2（橋本橋）は山裾に開けた水田や住宅の  

近くに，St．3（赤坂橋）は南畑ダムと背振ダムに挟ま  

れる山間に開けた台地（高度500m）のスギ．ヒノキ植  

林地に，St．4（那珂川源流）は山頂直下の夏緑林（高度  

約800m）の中に位置する（表1）．なお，St．4の冬期調  

査では積雪・道路凍結のため調査地点に到達できず，  

St．4の約0．75km下流のスギ・ヒノキ植林地（高度650  

m）内で調査を実施した．   

御笠川は，宝満山（標高829m）の北山麓に源を発し，  

博多湾に至る全長約24kmの二級河川である．調査は  

図1に示す3地点で実施した．St．1（東光寺堰）は福  

岡市博多区の都心部の多数の工場及び住宅地に，St．  

2（第2久保田堰）は水田地帯に，St．3（北谷）は水田，  

スギ・ヒノキ植林地に位置する（表1）．なお，St．1の  

すくい上流には下水処理場からの放水口があり，St，2  

とSt．3の間には人口約6万人の太宰府市がある．  

1・2 調査月日  

御笠川  

1993年5月18日  

1993年7月21日  

1993年10月20日  

1994年1月24日   

那珂川   

春期   1993年5月17日   

夏期   1993年7月16日   

秋期   1993年10月18日   

冬期   1994年1月28日  

2 結果及び考察  

水質の3季節平均値を表2に，両河川の瀬サンプル  

の結果を表3－1から3－5に，岸サンプルの結果を表3－6  

から3－9に，底生動物による水域環境評価値（ASPT  

値）を表4に示した．  

図1 那珂川及び御笠川における調査地点の位置  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市向佐野39）  
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表1 那珂川・御豊川の概況  

源流からの  川幅（Ⅲ）   周辺環境  
距離（km） （）内は流水部 （cm）  （cm／秒）  

水深＊   流速＊  河川形態＝  

住宅地   
住宅地   
樹林   
樹林   

住宅・工場地  
水田・住宅地  
水田・樹林地  

4
 
5
 
0
 
0
 
 

1
 
3
 
n
U
 
O
 
 

5
 
8
 
 

流
 
 

橋
 
 
源
 
 

郷
橋
橋
川
 
 

弥
本
坂
珂
 
 

警
橋
赤
那
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
 

85（79）  20  38．2  Bc   5
 
2
 
5
 
1
 
 
 

3
 
6
 
3
 
0
 
 

2
 
1
 
 31（25）  30  81．4  

48．5（18．5）  24  59．4   

5（1）  9  64．5  

65（12）  33  97．4   

37（7）  16  62．0   
2（2）  15  28．4  

St．1東光寺堰  7  

St．2 第2久保田堰 26  
St．3 北谷  190  

御笠川  5
 
5
 
2
 
 
 

鎗
じ
 
史
U
 
O
 
 

l
 
 

＊水深・流速は瀬サンプル地点の平均  
＊＊可児2）に従った  

表2 那珂川・御笠川の水質  

河川名  地点名  pH   DO  EC  

（mg／g）   （〃S／cm）  

流
 
 

橋
 
 
源
 
 

郷
橋
橋
川
 
 

弥
木
坂
珂
 
 

警
橋
赤
那
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
 

0．029  

0．020  
0．027  
0．012   

0．690  
0．226  
0．018   

8
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2
 
3
 
 
 

0
 
0
 
1
 
0
 
 

3
 
0
 
4
 
7
 
 

9
 
7
 
4
 
4
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

9
 
0
 
2
 
9
 
 
 

6
 
7
 
7
 
6
 
 

9．5  149．5  
10．2  108．0  

10．2  80．7  
10．1  76．2   

8．1  66臥0  

10．1  424．7  
10．7  103．6  

御笠川  St．1東光 寺堰  
St．2 第 2 久保 田 堰  
St．3 北 谷  
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1
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0
 
 
 

7
 
7
 
7
 
 

2
 
7
 
3
 
 

3
 
4
 
0
 
 

が増加した．また，マダラカグロウ科の種類・個体数  

も増加した．トビケラ目でSt．1で多かったヒメトビ  

ケラ属は当地点で採集されず∴逝にウルマーシマトビ  

ケラ〃ッdro♪∫ツCんgorig乃fαgi∫（瀬），ヒロアクマナガレ  

トビケラ尺んッαCOタんfJα占rg〃iceやんαJα，ヤマトピケラ属  

Cわ∫∫0∫0タ乃αSpp．（以上瀬の冬）が新たに出現，あるい  

は個体数が増加した．またユスリカ科，ナミウズムシ，  

イトミミズ科（以上瀬），ミズミ ミズ科（岸）の個体数は  

激減した．St．1では僅か1個体が採集された好清水  

性のカワゲラ目Plecopteraは，種類数，採集個体数と  

も当地点の瀬で急増した．また，好清水性であるヘビ  

トンボProわんgr〝1g∫grα′di∫も瀬で新たに出現した．   

ただし，St．1では全く採集されなかった汚濁の指  

標種と言われている腹鯉を持つユスリカ科がSt．2の  

岸の春・秋・冬のサンプルに多かった．   

St．3：St．2とSt．3では主要構成種に大きな変化は  

見られないが，瀬，岸両サンプルとも，個体数の増減  

に若干の変化が認められた．すなわちやや汚濁の進ん  

だ水域を好むHコカグロウはSt．2よりもSt．3で多  

く，特に瀬の秋サンプルで最高個体数を記録，一方で  

好清水性のオナシカワゲラ属〃gmo祝rαSpp．の個体数  

は急増，その他のカワゲラ目の種類数・個体数とも増  

加，同様に好清水性のヨコエビG（‡∽mdr㍑∫乃よ♪タ0一  

花g乃∫よ∫の個体数の増加，サワガニ Ggofんg抄ん祝∫d  

（ゎんαα乃iの出現など矛盾した憤向がみられた．  

那珂川   

水質項目のうち，電気伝導率（EC），全窒素（T－N）お  

よび全リン（T－P）値は流程を下るにしたがって高くな  

る傾向が見られたが，生物化学的酸素要求量（BOD）は上  

流部に位置するSt．3で最も高かった（BOD＝1．2mg／l）．   

各調査地点の代表的なあるいは特徴的な種煩は以下  

のとおりであった．   

St．1：ユスリカ科（腹鯉なし）は瀬・岸の全季節サ  

ンプルに，サホコカゲロウβαgfg∫∫αんog乃∫g∫は瀬の夏  

・秋サンプルおよび岸の秋サンプルに，ヒメトビケラ  

属〃ッdr坤ffJαSpp．は瀬・岸の春・秋サンプルに，ナ  

ミウズムシβ祝gg∫よαノα♪0乃よcdは瀬の春・夏サンプル  

に特に多かった．またHコカゲロウ，B．sp．Hは瀬  

に，Gコカグロウ，B．sp．Gは岸に，イト ミ ミズ  

Tubificidae spp．は瀬の春・秋サンプル，ミズミ ミズ  

Naididae spp．は岸の春サンプルに多かった．   

その他1個体ながらゲンジボタルん祝CioJαCr〟Ciαfα  

の幼虫が瀬の夏に採集された．   

St．2：底生動物相は瀬，岸両サンプルとも，St．1  

のそれと大きく変化した．カグロウ目のうち，St．1で  

多かったサホコカグロウ，Hコカグロウは減少，シロ  

ハラコカグロウ 且 fんg”乃ic祝∫，フタバコカグロウ  

P∫g祝docJogo乃ノαタ0′Zicα，エルモンヒラタカグロウ  

旦夕gor祝∫JdfげoJよ祝m，シロタニガワカグロウ且cめ′0一  

乃祝r祝∫ツ0∫fdαg（以上瀬）が新たに出現あるいは個体数  
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表4 那珂川・御笠川の各調査地点のASPT値  

春  夏  秋  冬  平均  
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1
 
2
 
3
 
4
 
 

S
 
S
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S
 
 

那 珂 川  5．7  6．1  5．4  5．6  
6．3  6．4  6．4  6．4  
6．9  6．6  6．7  6．8  

6．8  7．2  7．1  7．0   

3．5  2．3  2．4  3．0  
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BOD，EC，T－NおよびT－P値等の水質項目は流程  

を下るにしたがって高くなる傾向が見られたが，  

BOD値はSt．2で最も高かった（BOD＝4．7）．また，St．  

1およびSt．2におけるT－NおよびT－Pの各値は高  

く，特にSt－1におけるそれは1992年以降著者らが調  

査してきた河川で最も高かった大牟田川のSt．1（勝  

立）のそれのほぼ2倍に達する1）3）4）．この原因の一部  

は下水処理場からの放出水による影響と考えられる．   

各調査地点の代表的なあるいは特徴的な種類は以下  

のとおりであった．   

St．1：底生生物相はきわめて貧弱で，全季節を通  

して出現したのは瀬，岸とも腹鯉を持つユスリカ科，  

腹鯉を持たないユスリカ科およびイトミミズ科とミズ  

ミミズ科のみであった．そのほかヒルの仲間が夏・秋  

・冬の瀬サンプルに，また好汚濁性種であるサホコカ  

グロウ，H コカグロウなどが夏の瀬サンプル，Gコカ  

グロウおよびイトトンボ科2種（アオモンイトトンボ  

ナ∫Cん乃眈r（王∫g乃eg（ZJg乃∫f∫およびクロイトトンボCgrcio乃  

cαJαmOr〟m）が夏の岸サンプルで比較的多数採集され  

たのみであった．   

St．2：本地点の種類構成はSt．1のそれとほとんど  

変わりないが，採集個体数が増加した点，St．1では夏  

のサンプルにのみ採集されたサホコカグロウ，Hコカ  

グロウが瀬の全季節で，岸の夏サンプルにのみ採集さ  

れたGコカグロウが本地点の岸の全季節のサンプルに  

採集された点で異なる．このはか瀬ではシロハラコカ  

グロウが本地点で出現した．   

St．3：底生生物相は瀬，岸双方ともSt．1やSt．2の  

それらと明らかに異なり，St．2で多かった好汚濁性  

の指標種であるサホコカグロウ，Hコカグロウ、ユス  

リカ科（腹鯉あり）は出現せず，ユミモンヒラタカグロ  

ウ旦夕βOr祝∫C祝rtノαfれJ祝∫，キブネタニガワカグロウ  

Ec（ゴッ07‡祝rα∫烏iあ祝乃g乃∫言∫，オナシカワゲラ属，ヨコエ  

ビ，サワガニ等の好清水性の種が多くなった．   

御笠川における底生生物相は，下流域のSt．1およ  

び中流域のSt．2でははとんど好汚濁性の種類であっ  

たが，上流域のSt．3では大部分好清水性の種類に  

St．4：科別に見た場合の種類構成はSt．2－3とSt．4  

で大差ないが，幾つかの目内での種の交代あるいは新  

たな種の出現は明瞭でその傾向は岸サンプルよりも瀬  

サンプルで特に顕著であった．すなわち，カグロウ目  

のうち，St．2－3で出現あるいは個体数の多かったサホ  

コカグロウ，Hコカグロウ，フタバコカグロウ，シロタ  

ニガワカグロウ，クロマダラカグロウC宣乃Cf言co∫fgJgα  

乃なrα，アカマダラカグロウぴr‘才Cα和才んgJgαr祝Jαは  

St．4では出現せず，代わってオビカグロウβggタfれ∫  

Jα∫Cfd亡祝∫，キイロヒラタカグロウガタgor祝∫αg∫C祝J眈∫，  

クロタニガワカグロウ且c（ゴッ0乃祝「壬l∫わぁiiro和宣∫，フタマ  

タマダラカグロウβr〟乃eJJdぁげ〟rCdfdなどが出現し  

た，また，カワゲラ目，トビケラ日でもSt．2－3とSt．4  

の間で同様の種類の交代がみられ，特に源流域に生息  

するミヤマシマトビケラ属の一種βi〆gcけ07ZαSp．  

DCがSt．4ではじめて出現した．   

那珂川での底生生物相は下流から上流に行くにした  

がって，好汚濁性の種から好清水性の種へとおき代  

わっていった．このことは底生生物による水域環境の  

総合的な評価であるASPT値が5．6から7．0へと増加  

していることと良く一致している．ただし，最下流  

St．1で好汚濁性種の比率が高いが，他河川の都市域  

の同様な地点のそれに比べれば1）3）4）5）なお良好であ  

り，全流程にわたって比較的水質が良好な河川と言え  

る．ただし，次の2点において留意すべき点がある．  

1）St．2の瀬サンプルには少数ながら好汚濁性のH  

コカグロウが，岸サンプルには好汚濁指標種である腹  

鯉を持つユスリカ煩が採集されている．調査地点の周  

囲に有機汚濁源は見当たらず，また水質測定結果も比  

較的良好なので，一時的現象とも思われるが今後の経  

過が注目される．2）St．3（赤坂橋）での底生動物は大  

部分好清水性の種であった（ASPT＝6．8）が，好汚濁性  

のHコカグロウが多数個体採集された．また，BOD値  

は全流程を通じてSt．3で最も高く（BOD＝1．2），微量  

ながら長期にわたる当水域への有機汚濁の負荷の影響  

が考えられ，今後の経過が注目される，   

御笠川  

一93－   



よって構成されていた．底生生物による水域環境の総  

合的指標であるASPT値もSt．3では6．9で，他河川上  

流部の値1）3）4）5） と大差ないが，St．1およびSt．2で  

はそれぞれ3．0および3．7であり，これまで最も悪かっ  

た大牟田川のSt．1（勝立）および堂面川のSt．1（御幸  

返橋）4）の4．0よりも低い．両水域の水質調査結果も強  

い有機汚濁の存在を示しており，生物学的に良好な水  

域ではないと考えられた．  
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Macrobenthic faunain theriversin Fukuoka Prefecture  

－ 4．Naka and Mikasa rivers －  

YasuakiSUGI，TakesiOGATA，MasatoshiYAMASAKI  

ダ加点祝0烏αJ乃∫fff加古βOJ〃gα上古んα乃dβ乃γfro′Zmg乃£αJ5cig乃Cg∫．  

39〟加点dfzd乃0，βdZdげ祝，ダ加点祝0烏α，βJβ－∂J，ノdタα乃．  

The macrobenthic faunaein two streamsin Fukuoka prefecture（Naka river and Mikasa river）werestudied  

in relation to the organic pollution of stream water．Severalstations were arranged throughout the  

watercoursein each stream（4in Naka river and3in Mikasa river）．Sampling was carried outin spring，  

summer and autumn of1993and winter of1994．   

The results of water examinations demonstrated that Naka river attained slight water polution in upper 

reach（BOD＝1．2mg／lat St．3），While Mikasa river showed considerable water pollutioninlower － middle  

reaches（BOD＝3mg／lat St．1and4．2mg／lat St．2）．The macrobenthic communityin Naka river was rich  

（except the fauna at St．1）and was composed mostly ofintolerant taxa（saproxenous taxa）．However，SeVeral  

individuals of tolerant taxa（saprophilous taxa）were foundin middle－upper reaChes（chironomidlarvae with  

blood gillat St．2 and Baetis sp．H at St．3）．These findingsindicate that the water pollutionin the  

SurrOundings of these stationsis slight．Mayfly（Ephemeroptera），StOnefly（Plecoptera）and caddisfly  

（Tricoptera），mOSt Of which wereintolerant，Were nOt Or SCarCely found at St．1and St．20f Mikasa river．The  

lack of saproxenous taxais supposed to be due to the serious water pollutionin thelower－middlereachesof  

this river．  

［Key words：Macrobenthic fauna，Organic pollution of stream water，Naka river，Mikasa river］  
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福岡県保健環境研究所年報第21号，95－107，1994  

福岡県下の河川における大型底生動物相  

－ 5．祓川・遠賀川  

山崎正敏・緒方 健・杉 泰昭   

祓川，遠賀川において1993年度実施した河川大型底生動物相の調査結果を報告する．   

祓川の水質汚濁状況は流星を通して良好であり，生物学的評価値（ASPT値）も下流域に位置するSt．1  

が若干低かった以外は高く，本河川の生物学的状況は流星を通して良好であった．St．1のASPT値が若干  

低い原因は，海水の影響を受ける場所であり底生動物相が他地点と若干異なるためと考えられた．遠賀川  

の下流域に位置するSt．1，2は，水質汚濁程度は軽度であるにもかかわらず，好汚濁性の種類が優占してお  

り，ASPT値は低い値であり，生物学的状況は良好とは言えなかった．一方，上流域に位置するSt．3，4は，  

水質汚濁状況も良好でASPT値も高く，生物学的状況は良好であった．  

［キーワード：大型底生動物，ASPT値，福岡県，祓川，遠賀川］  

1993年度に実施した河川大型底生動物相調査の内，  

祓川，遠賀川における調査結果を報告する．  

1 方  法   

採集方法，水質測定方法，分類・同定方法及び底生  

生物による水域環境評価法（ASPT値の算出方法）は，  

杉ら1）と同様である．  

卜1調査河川及び地点   

調査河川及び地点を図1に，各地点の概況を表1に  

示す．   

祓川は，英彦山（標高1200m）山系に源を発し，周防  

灘に往く、、全長約30kmの二級河川であり，流域には大  

きな市街地，工場地などはない．St．1（鶴井堰）は，海  

岸ちかくの小規模な住宅地帯に位置し，河原にはヨシ  

類などが繁茂していた．調査場所は，堰の下流側であ  

り，満潮時には若干海水の侵入があるようである．  

St．2（皆見）は，住宅が点在する田畑地帯に位置し，河  

原には，ヨシ類などが繁茂していた．St．3（川原田橋）  

は，山麓部の住宅が点在する田畑地帯に位置してい  

た．St．4（鈴尾橋）は，山間部の樹林地帯の山地渓流に  

位置し，源流に近い．なお，これらの地点では，1991  

年度春期にも調査を実施している（緒方ら2））．   

遠賀川は，馬見山（標高978m）に源を発し，筑豊平野  

を貫流し，彦山川，犬鴨川などの支流を合わせ響灘に  

往く－全長約60kmの一級河川である．St．1（知古）は，  

住宅，工場などが密集する市街地に位置し，草地の広  

大な河川敷を有する．St．2（絵田）は，平地部の田畑，  

住宅地の混在する地帯に位置し，かなりの幅の河川敷  

を有する．St．3（桑野）は，山麓部の田畑や林の混在す  

る地帯に位置していた．St．4（市野）は，山間部の樹林  

地帯の渓流に位置し，本河川のはぼ源流部であった．  

なお，St．1とSt．2の中間付近に1992年度，調査を実  

施した彦山川（山崎ら3））の合流点がある．  

ト2 調査年月日  

祓 川  遠賀川  

1993年5月13日   1993年5月14日  

7月15日  7月20日  

10月15日  10月19日  

1994年1月26日   1994年1月25日  

期
期
期
期
 
 

春
夏
秋
冬
 
 

（717m）▲St■4（市野）  

園＝ 遠賀川及び祓川における調査地点の位置  

福岡県保健環境研究所（〒818－01福岡県太宰府市向佐野39）  
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表1 祓川・遠賀川の概況  

標高   源流からの   川幅（m）   水深＊  流速＊  河川形態＊■  周辺環境  
（皿）  距離（k皿）（）内は流水部 （cⅢ） （cm／秒）  

堰
見
橋
橋
 
 

井
 
腎
 
鶴
辟
川
鈴
 
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
 

73（52）  

74（32）  

38（10）   

7（2）   

435（85）  

252（55）  

15（12）  

1（1）  

住宅地  
田畑  
田畑・住宅地  
樹林地   

住宅地・工場  
田畑・住宅地  
田畑・樹林地  
樹林地  

2
 
0
 
0
 
0
 
 

3
 
0
0
 
4
 
 
5
 
 

16  49．7  
20  60．3  
31  111．5  
17  63．7   

21  73．2  
24  86．7  
31  104．8  
14  46．8  

古
田
野
野
 
 

知
胎
桑
市
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
 
 

t
 
t
 
t
 
t
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
 

9
 
8
 
0
 
0
 
 
 
1
 
3
 
0
 
 

2
 
5
 
 

＊：水深・流速は瀬サンプル地点の平均  
＊＊：可児▲）に従った  

表2 祓川・遠賀川の水質   

DO  EC  BOD  T－N  T－P  
（mg／J）   （〃S／cm）   （mg／J）  （mg／J）  （mg／わ  

堰
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橋
橋
 
 

井
 
 

鶴
嘗
州
鈴
 
 

1
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3
 
4
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
 

1
 
4
 
4
 
2
 
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
 

10．0  
10．4  
10．7  
10．4  

7
 
5
 
5
 
2
 
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 

0
 
6
 
8
6
 
 
 
5
 
0
 
0
0
 
0
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7
 
7
 
4
 
 
 
2
 
2
 
2
 
6
 
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
 
 
2
 
2
 
1
 
1
 
 

知
飴
桑
市
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
 

古
田
野
野
 
 

3
 
4
 
5
 
1
 
 
 

7
 
7
 
7
 
7
 
 

3
 
4
 
0
 
0
0
 
 
 

9
 
9
 
1
 
0
 
 

1
 
1
 
 

3
 
1
 
3
 
3
 
 
 

1
 
1
 
0
 
0
 
 

2 結果及び考察   

水質測定結果を表2に，両河川の瀬における採集結  

果（以下瀬サンプル）を衰3－1から3－5に，岸における採  

集結果（以下岸サンプル）を表3－6から3－9に，底生生物  

による水域環境評価値（ASPT値）を表4に示す．   

祓川   

水質汚濁状況は，全地点とも良好で有機汚濁の少な  

い河川であった．なお，St．1でのEC値が高いのは，  

海水の影響と思われる．各地点の生物の概況は以下の  

とおりである．   

St．1：四季節の総種類数は瀬サンプル，岸サンプ  

ルともに，他の3地点に比べかなり少なかった．瀬サ  

ンプルでほ，サホコカグロウβαefi∫∫αんog乃∫～∫，Hコ  

カグロウ且sp．H，P∫g祝docJogoJ‡祝損椚〟乃が夏期に，  

コガタシマトビケラ属C／好況mαねタ∫ツCJばSpp．が秋期  

に，ユスリカ科（腹服なし）が全季節に，ミズミミズ科  

が秋期，冬期に多かった．また，汽水に生息するイシ  

マキガイ C摘ん0′けgけ0〆cf祝∫，ゴカイ類，コップムシ  

科，コロフィウム科及びカニ類などが採集された．な  

お，緒方ら2）の1991年度の春期の調査では，エルモン  

ヒラタカグロウE♪eor祝∫Jdfげ0払m，シロタニガワカ  

グロウEc‘わ0′Z祝rエ‘∫ツ0ざi血g，タニガワカグロウ属の  

一種Ecdッ0，‡〟r祝∫Sp．1，ゴカイ綱，貧毛類，コップム  

シ科などが多く採集されたが，今回の春期の調査では  

極めて少ないか採集されなかった．岸サンプルでは，  

GコカグロウB．sp．Gが夏期に，ユスリカ科（旗艦な  

し）が春期，冬期に，ヌマエビ科が秋期に多かった．ま  

た，本地点は，海岸近くの最下流の地点にもかかわら  

ず，非汚濁性のカグロウ頼も採集された．   

St．2：種類数はSt．1よりかなり多かった．瀬サン  

プルでは，エルモンヒラタカグロウが冬期に，やや清  

水を好む種類であるシロタニガワカグロウが春期，冬  

期に，キイロカワカグロウPofαmα乃‡んodg∫烏α∽0′‡f∫  

が春期，夏期に，ヒラタドロムシ属〟dfαg坤∫坤九祝∫  

Spp．（幼虫）が春期に，カワニナ5g∽f∫祝Jco5やわ・α  

Jfあerfi乃dが夏期に多かった．緒方ら2）の1991年度の春  

期の調査では，エルモンヒラタカゲロウ，ヨシノマダ  

ラカグロウβr祝乃gJJαCrツタわmerfα，オオマダラカゲロ  

ウの近縁種βr祝野上JαSp．2や貧毛類などが多く採集さ  

れたが，今回の春期の調査では極めて少ないか採集さ  

れなかった∴逆に今回の調査では，シロタニガワカグ  

ロウ，キイロカワカゲロウ，ヒラタドロムシ属（幼虫），  

カワニナなどが多かった．岸サンプルでは，ユスリカ  

科（腹腰なし）が秋期に，ミズミミズ科が春期に多かっ  

た他，瀬ではほとんど採集されないGコカグロウが秋  

期に多かった．また，カワゲラ頼も若干採集された．   
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表4 祓川・遠賀川の各調査地点のASPT値＊  

河 川 名  地 点 名  春  夏  秋  冬  平均  

鶴 井 堰  
嘗  見  
川原 田橋  
鈴 尾 橋  

祓  川  S t．1  
S t．2  
S t．3  
S t．4  

5．3  
5．7  
6．2  
6．9  

4．9  
4．4  

6．6  
6．8  

5．5  5．4  
6．0  5．8  
6．6  6．6  
6．5  7．2   

4．4  5．0  
4．3  5．0  

6．6  6．5  
7．0  6．9  

5．5  5．4  
6．1  5．9  
6．7  6．5  
7．5  7．0   

5．0  4．8  
5．1  4．7  

6．9  6．7  
7．1  7．0   

古
田
野
野
 
 

遠 賀 川  知
絵
桑
市
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
 

＊：ASPT値は瀬サンプルの結果から算出した  

St．3：種類数もSt．1，2より多くなり，St．1，2では，  

採集されることが少なかったカワゲラ目，トビケラ目  

も多く採集された．瀬サンプルでは，シロハラコカゲ  

ロウβ．f九gr〝1ic祝∫が冬期に，フタバーコカゲロウ  

P∫g祝docわgo′‡ノα♪0′Zfcαが秋期に，オオクママダラカ  

ゲロウCi乃Cffco∫fgJJα0烏祝∽αiが秋期に，ユスリカ科  

（腹膿なし）が秋期に多かった．緒方ら2）の1991年度の  

春期の調査では，シロハラコカグロウ，エルモンヒラ  

タカゲロウ，シロタニガワカゲロウ，ユスリカ科（腹  

偲なし）などが多く採集されたが，今回の春期の調査  

では極めて少ないか採集されなかった．岸サンプルで  

は，シロハラコカゲロウ，Gコカゲロウ，ブユ科，ユ  

スリカ科（腹腰なし），カワニナが若干多かった．   

St．4：好清水性の種類も多く，ASPT値も4地点  

中最も高かった．瀬サンプルでは，シロハラコカゲロ  

ウが秋期，冬期に，フサオナシカワゲラ属A叫融通一  

肌祝rαSppリ ユスリカ科（腹腰なし）が冬期に，ヨコエ  

ビGα∽∽αr祝∫乃f♪タOW乃∫よ∫が夏期に多く，また，源流  

域に生息するミヤマシマトビケラ属の一種βゆJgcけ0′‡α  

sp．DCが若干採集された．緒方ら2）の1991年度の春期  

の調査では，シロハラコカグロウ，ヨコエビなどが多  

く採集されたが，今回の春期の調査では極めて少ない  

か採集されなかった．   

ASPT値は，St．4の冬期最も高く（7．5），St．1の春  

期最も低く（5．3），いずれの季節も下流ほど低くなっ  

たが，緒方ら2）5）8） ，杉ら1）7），山崎ら3）の調査した  

河川での値と比較すると，St．2－4の値は高く，生物学  

的な環境は良好といえる．St．1が若干低かったのは，  

本地点が海岸に近く，海水の影響を受ける場所であ  

り，生物生息環境が他地点とは異なるためではないか  

と考えられる．このような地点についての生物学的評  

価については，今後検討して行く必要があろう．しか  

し，St．1では，非汚濁性のカゲロウ頼もいくつか採集  

されていることや好汚濁性の代表であるユスリカ科  

（腹膿あり），ミズムシA∫g〟祝∫んfJggdorJれサカマキ  

ガイPんッ∫ααC祝fαが全く採集されていないことから，  

生物学的に見て良好な環境の場所と考えられ，本河川  

は流呈を通して生物学的に良好な河川といえる．  

1991年度の春期の調査と今回の春期調査結果と比較  

すると全般的に今回の方が種類数，個体数も少なく，  

ASPT値も若干低く特にSt．1，2ではこの傾向が顕著で  

あった．1991年度の春期のSt．2及び4のBOD値は0．7  

mg／J8）であり，また，他の水質測定値も大差無く，水  

質の悪化が原因とは考えられない．この1991年度との  

相違が河川周辺環境の変化，水量の変動のような河川  

環境の変化，単なる生物の発生の変動によるものか現  

時点では不明であり，今後継続的に調査して行く必要  

があろう．   

遠賀川   

水質汚濁状況は，St．1，2では若干悪かったが，その  

程度は軽度（BOD：1．3－1．1mg／l，T－N：2．25T2．20  

mg／l）であった．St．3，4は良好であった．   

St．1：全般的に好汚濁性の種類が多かった．瀬サ  

ンプルでは，Hコカグロウが夏期に，コガタシマトビ  

ケラ属が夏期，秋期，冬期に，ユスリカ科（腹腰なし）  

が春期，秋期，冬期に，ミズミ ミズ科が春期，冬期に，  

ミズムシが春期，冬期に多かった．岸サンプルでほ，  

Gコカゲロウ，Hコカグロウが秋期に，ユスリカ科  

（腹腰なし）が秋期に，ミズミ ミズ科が冬期に多かっ  

た．   

St．2：瀬サンプルでは，シロハラコカグロウが冬  

期に，ユスリカ科（旗艦なし）が春期，秋期，冬期に，  

ミズミミズ科が秋期，冬期に，ミズムシが春期に多  

かった．岸サンプルでほ，Gコカゲロウが夏期に，ユ  

スリカ科（腹腰なし）が秋期に，ミズミミズ科が秋期，  

冬期に多かった．   

St．3：種類数も多く，清水域に生息するカワゲラ，  

トビケラ類も出現し，ASPT値もSt．1，2に比べかなり  

高かった．瀬サンプルでは，シロハラコカグロウが冬  

期に，フタバコカグロウが秋期に，ヨシノマダラカゲ   
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ロウが春期，夏期に，ブユ科が秋期に多かった．岸サ  

ンプルでは，オオクママダラカグロウが秋期に，ミズ  

ミミズ科が冬期に多かった．   

St．4：瀬サンプル，岸サンプルとも種類数はSt．3  

と類似していたが，ヨコエビが多かった以外は，際  

立って多い種類はなかった．なお，源流域に生息する  

オビカグロウβJ（やf祝∫Jα∫Cfαf祝∫，ミヤマシマトビケラ  

属の一種が季節を通して採集された．   

ASPT値は，St．4の冬期最も高く（7．1），St．2の夏  

期最も低かった（4．3）．四季節の平均で見ると，St．1，2  

は，同程度に低く，St．3－4は高かった．緒方ら2）5）6），  

杉ら1）7），山崎ら3）の調査した河川での値と比較する  

と，St．3－4の値は高く，生物学的な環境は良好と言え  

るが，St．1，2の値は低く，生物学的な環境は余り良好  

とは言えない．1992年度に山崎ら3）が調査した彦山川  

のSt．1，2，中元寺川のSt．1は遠賀川のSt．1，2と同一水  

系であり，また地形的に同じ平野部の同地域に位置す  

る（図1）．しかし，遠賀川のSt．1，2のASPT値はそれ  

ぞれ4．8，4．7（BOD値は1．3，1．1mg／l），彦山川のSt．  

1，2のASPT値はそれぞれ5．3，5．3（BOD値は1，8，2．O  

mg／l），中元寺川St．1のASPT値は4．8（BOD値は4．7  

mg／l）であった．このように同地域でもASPT値は異  

なりノ今後，生物学的環境に関与する要因について解  

析して行く必要があろう．  

謝辞   

神奈川県環境科学センターの野崎隆夫，石綿進一の  

両氏には，トビケラ，カグロウ類の同定で大変お世話  

になり，ここに厚くお礼申し上げる．  
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Macrobenthic faunain the riversin Fukuoka Prefecture．  

－ 5．Haraiand Onga rivers －  

MasatoshiYAMASAKI，TakeshiOGATA，YasuakiSUGI  

ダ〟烏批）烏αよ乃∫fよf祝fgoJ〃βαJ亡んα乃d且乃びよro7Zmg花王αJぶcよe乃Ce∫，  

39Aオ〟烏αよzα花0，βdZαげ机ダ祝烏〟0烏α，βJβ－βJ，Jα♪d乃．  

The macrobenthic faunaat4stationsin Haraiand Onga RiversinFukuoka Prefecture wasexamined atall  

fourseasons．From the upper tolower reachinHarairiver，the biologlCalconditions of the river environment  

determined from theriver water quality and ASPT（average score per taxon）values were good．In Onga  

river，atlower reaches（St．1，2），the biologicalconditionsoftheriverenvironmentdetermined fromASPTvalue  

tended to be poor，althoughthe water quality was good．On the other hand，at upper reaChes（St．3，4），the  

biologicalconditions of theriver environment determined from river water quality and ASPT values was  

good．  

［Keywords：Macrobenthic fauna，Fukuoka Prefecture，Harairiver，Onga river］  
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福岡県保健環境研究所年報第21号，108－116，1994  

福岡県下の河川における大型底生動物相  

－ 6．矢部川  

緒方 健・杉 泰昭・山崎正敏  

1993年度に欠部川で大型底生動物相を調査した結果を報告した．水質およびASPT値で見る限り，矢  

部川は下流域まで良好な環境を保っていると言える．当年度の調査は夏期の長雨のために，夏期の調査時  

の個体数および種類数が減少したり，上流の種が流下するなどの影響が認められた．またダムの影響で流  

量が減少した地点でも周辺環境から予想されるよりも種類数が少なかった．  

［キーワード：大型底生動物相，ASPT値，矢部川，福岡県］  

1993年度に実施した大型底生動物相調査の内，矢部  

川の結果を報告する．  

1 方  法   

採集方法，水質測定方法，分類・同定方法及び底生  

動物による水域環境の評価方法（ASPT値の算出方法）  

は杉ら1）と同様である．  

1・1調査河川及び地点   

調査河川は図1に示した矢部川で福岡県，熊本県，  

大分県の県境にある三国山（標高994m）に源を発し，  

有明海に流入する一級河川で，流域面積620km2であ  

る．   

調査地点は5地点で調査地点の概況は表1に示し  

た．このうちSt．1は1991年度の春期にも調査を行っ  

ている（緒方ら3））．St．2のすぐ上流で筑後川の支流  

である花宗川が分流しており，さらにその上流で最大  

の支流星野川が合流している．また，St．3とSt．4の  

間に日向神ダムがある．St．5はスギの植林地帯の中  

である．  

1・2 調査年月日  

春期   1993年5月12日  

夏期  7月19日  

秋期  10月21日  

冬期   1994年1月31日   

なおSt．3では，夏期に増水のために採集できな  

かった．  

2 結果及び考察   

水質測定結果を表2に，大型底生動物の瀬における  

採集結果（以下瀬サンプル）を衰3－1から3－3に，岸にお  

ける採集結果（以下岸サンプル）を表3－4から3－6に，各  

調査地点の底生動物による水域環境評価値（ASPT値）  

を表4に示す．   

水質は今回測定した項目については，T－NがSt．1，2  

でやや高かった以外は，流程にともなう大きな差は認  

められず，顕著な汚濁は認められなかった．ASPT値  

は上流から下流へ向かって徐々に低下していたが，  

St．1でも比較的良好な値ということができる．  

図1 矢部川における調査地点の位置  

福岡県保健環境研究所（〒糾8－01福岡県太宰府市向佐野39）  
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表1 矢部川の概況  

河川形態＊＊  周辺環境   標高  源流からの  州幅（m）  水深＊  

（m）  距離（km）  （）内は流水部 （cm）  

地
 
地
地
 
 

脚
Ⅷ
 
 

水
 
住
住
 
 

橋
 
 
川
 
 
橋
 
 
 

部
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郷
矢
淵
庵
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本
新
大
紫
八
 
 
 

1
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3
 
4
 
5
 
 

S
 
S
 
S
 
S
 
S
 
 

180（60）  

94（31）  

60（20）  

23（15）  

11（2）  

0
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0
 
0
 
n
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2
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2
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n
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O
O
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2
 
0
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3
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3
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1
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5
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2
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2
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B
 
 

C
 
C
 
一
 
a
 
a
 
B
 
B
 
a
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八
・
八
 
 

・
A
＝
 
 

＊水深・流速は瀬サンプル地点の平均  
＊＊可児2）に従った  

表2 矢部川の水質  

地点名   DO  EC  

（mg／わ  （〃S／cm）   

橋
 
 
 

川
 
 
橋
 
 

郷
部
淵
庵
山
 
 
 

矢
 
 
知
 
 

本
新
大
紫
八
 
 

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
 
 

・
◆
・
L
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t
 
t
 
・
・
T
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S
 
S
 
S
 
S
 
 

0．027  
0．023  
0．028  
0．012  
0．022   
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7
 
7
 
2
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9
 
6
 
交
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亡
U
 
O
O
 
 
 

l
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0
 
0
 
 

9
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亡
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7
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7
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9
 
7
 
3
 
 
 

9
 
0
 
1
 
0
 
0
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
 

182．2  
149．4  
117．1  
198．0  
136．9  

5
 
5
 
3
 
3
 
2
 
 
 

0
 
0
 
0
 
0
 
n
U
 
 

Fが採集されたが，これらの種は本来上流域に生息す  

る種で，夏期の増水により支流より流下してきた個体  

が一時的に定着していたものと考えられる．   

St．3（大淵）：種類数及び個体数は水質，標高，周辺  

環境などから予想されるよりもずっと少なかった．夏  

期のサンプルが欠けているために，単純な比較は出来  

ないが，瀬サンプル，岸サンプル及び地点全体での総  

種類数は調査した5地点の中で最低であった．当地点  

が日向神ダムすく－下流にあり，ダムのために水量が減  

少し流れも緩やかになったためと考えられる．流れが  

緩やかな河川や止水域などに生息するフタバカグロウ  

Cわgo7‡dゆfgr祝乃が岸サンプルで得られた．   

St．4（紫庵）：種類数は今回調査した矢部川の5地  

点の中で最も多かった．瀬サンプルではシロノ＼ラコカ  

ゲロウが4季節を通じて多数採集された．冬期にはク  

ロマダラカゲロウCi乃Cffco∫fβJ′α乃igrαやフサオナシ  

カワゲラ属A〝ゆんよ乃gm〟rαSpp．が多数採集された．   

St．5（八知山橋）：4季節を通してシロハラコカグ  

ロウが優占種であったほか，冬期にはフサオナシカワ  

ゲラ属が多数採集された．夏期には礫が流され岩盤が  

直接露出し底生生物の生息に適した場所が少なくなっ  

ていたが，冬期にはかなり回復していた．   

今回の調査河川はSt．1の瀬サンプルと夏期に調査  

できなかったSt．3を除いていずれの地点でも夏期に  

おいて，種類数，個体数ともに最も少なかった．この  

ことは底生動物の生活史によるものに加えて，夏期の  

雨による増水で川床の石が洗われたためと考えられ  

る．さらに，St．2の秋期のサンプルには増水により上  

流より流下してきたものと考えられるような個体が含  

各調査地点の生物の出現状況の概況は以下のとおり  

である．   

St．1（本郷）：春期，夏期の調査時の流速（平均63．4  

cm／秒）と比べると，秋期，冬期の調査時の流速（平  

均19．9cm／秒）は著しく遅くなっていた．Jコカグロ  

ウβαβff∫Sp．J，P∫g〟doceo乃祝損∽祝mなどが春期，夏  

期には多数採集されたものの秋期，冬期には全く採集  

されなかったが，この理由としては，流速の変化が考  

えられる．DカグロウB．sp．Dは1992年度，1993年度  

の調査を通じて本地点でのみ採集されている．春期に  

岸サンプルで採集されたヨコミゾドロムシ⊥ゆfβJmよ∫  

grαCiJi∫はレッドデータブック4）で絶滅危倶種とされ  

ている種である．その他にも今回の調査対象生物では  

ないが，レッドデータブック5）で希少種とされた魚の  

オヤニラミCorg（ゆr“‡烏dひαmg占αriが岸サンプル採集  

中にDネットに入ったこともあり，本地点の川岸の抽  

水植物の生育状況がこのような生物の生存のために適  

していると考えられる．春期の調査結果を1991年度の  

結果と比較するとASPT値（1991年度，5．5）では変化  

は認められなかったが，1991年度に優占種であったア  

カマダラカグロウぴrc（才乃fんβJJαr祝Jα，エラブタマダラ  

カグロウrorJgッαノ亡ゆ0乃icαなどは今回あまり採集さ  

れなかった．   

St．2（新矢部川橋）：瀬サンプルでは4季節を通し  

てシロノ＼ラコカグロウβ．亡んgr〝1fc祝∫やシロタニガワ  

カグロウ且c（抄0乃祝r祝∫ツ0∫揖dαgなどが優占種であっ  

たが冬期にはアカマダラカグロウが最優占種であっ  

た．秋期の瀬サンプルでキブネタニガワカグロウ且  

烏よあ祝乃e乃∫よ∫が，また岸サンプルでFコカグロウβ．sp．  
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表4 矢部川の各調査地点のASPT値＊  は（1）流れが緩やかになり流速の速い場所にすむ生物  

が減少する（2）川床の岩石が多数露出し，流量が減少  

したことと併せて太陽熱による水温の変動が大きくな  

る（3）平常時と放水時の流量の差が大きく川床が不安  

定になる，ことなどが予測される．  
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＊ASPT値ほ瀬サンプルの結果より算出した   

まれており，今回の矢部川の調査は夏期の雨の影響を  

かなり受けているということができる．   

ダムのすぐ下流に当たるSt．3では，底生動物は種  

類数，個体数ともに少なかった．Wrightら6）はイギリ  

スの河川で川幅，水深，標高，河川勾配などの物理的  

河川環境と水質などから，そこに生息している生物の  

予測が可能であることを示している．福岡県ではまだ  

同様なデータの解析は行っていないが，St．3の標高，  

周辺環境，水質等を他の同程度の河川と比較した場合  

には，70－80種近くの生息は予想される．しかしなが  

ら，実際に採集された種類数はかなり少なく，ダムの  

影響が考えられる．河川の生物相に対するダムの影響  

としてはWard7）により表層水または深層水を放出し  

た場合の水温等の違いについて記されており，内田8）  

は多摩川でダムの放水による水温の低下がカワゲラの  

分布に影響を与えていることを示唆している．今回調  

査したSt．3では水温よりも水量の減少が最も大きな  

影響を与えているものと考えられる．その影響として  

Macrobenthic faunain the riversin Fukuoka Prefecture  

－ 6．Yaberiver －  

TakeshiOGATA，YasuakiSUGI，MasatoshiYAMASAKI  

ダ加点祝0鳥dJ乃∫め祝fg oJ〃gαJfんα乃dβ乃びiro7‡me乃fαJ5cig乃Cg∫，  

39Aオ〟烏αizα乃0，βαZαげ〟，ダ〟烏〟0ゑd，βJβ一仇Lノ叫如鳳  

The macrobenthic faunain Yaberiver was examinedin allfour seasons．Judging from the water quality  

and the ASPT（average score per taxon）value，the biologicalcondition of Yabe river was good from upper  

reach tolower reach．The numbers ofindividuals and speciesin the samplein summer wereless than those  

in the other samples，and the drift of the macroinvertebrates from upper tolower reach was recognized．This  

is probably because of the heavy raininthe summer season．At the directlylower reach from the dam，the  

flow of the river was reduced and the number of species was less than the number estimated from the 

altitude，Water quality and the terrestrialconditions of the river．  

【Key words：Macrobenthic fauna，ASPT value，Yabe river，Fukuoka Prefecture］  
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誌上発表論文抄録  

3 地下水質管理システムの構築  

岩本某＝・鳥羽峰桐・高橋洋子：全国公幸研会誌，18  

（3），135－140，1993．   

地下水質に関する調査は年々その数が増加してきて  

おり，従来の処理方法では十分に対応しきれなくなっ  

てきたため，これらのデータを有効，迅速に利用でき  

るようにデータ処理システムを構築した．ハードは当  

所の汎用コンピュータを使用し，本庁と研究所で相互  

から該当項目を入力する構成となっている．本システ  

ムにより，分析依頼書，成績書等の文書の発行が容易  

になり，また，年に一度の環境庁報告も一括して短時  

間でおこなえるようになった．このような日常的な  

データの入力により，データベースの構築とそれを基  

にした汚染の多様な解析が可能となった．  

4 浮遊粒子状物質の高濃度における気象要因との関  

係一福岡県内3都市の比較から一  

岩本真二・下原孝幸：大気汚染学会誌，28（6），330－  

340，1993．   

わが国における浮遊粒子状物質（SPM）の環境基準  

達成率は，依然，改善されていない．SPMについては  

発生源の増大による影響とともに，気象的な要困によ  

る濃度上昇も大きなウエートを占めている．そこで，  

SPM高濃度に対する気象の影響について，SPMの環  

境基準達成率が大きく異なった89年度と90年度に福岡  

県の3都市でのデータを基に考察した．年間の気圧配  

置の出現割合とSPM濃度との関係では，移動性高気  

圧の通過による濃度の上昇，南高北低の夏型の気圧配  

置による上昇が観察された．環境基準を超えるような  

高濃度を2年間で抽出したところ，その気象的な違い  

により，黄砂型，夏型，移動性高気圧型の3つに分類  

でき，その中でも移動性高気圧型が最も大きな寄与を  

示していた．これらの高濃度時の成分濃度は，夏型で  

は硫酸塩が増加し，一方，移動性高気圧型では炭素成  

分や硫酸塩が平均して増加していた．これは，夏型に  

は光化学反応の影響が，移動性高気圧型では逆転層に  

よる影響がそれぞれ大きく関与していることが推察さ  

れた．  

1 A§§○¢ia朋On botw00n bl00d p01y¢hlorinatod  

biphenyl concentration and serum triglyceride 

Jevelin chronic”Yu＄ho”（P01ychlorinated biphenyl  

POi§Oning）pationts  

Yo＄hio Hirota＊，Kyoichiro Kataoka，Shoji  

Tokunaga＊，Tomio Hirohata＊，SMro SMnohara，  

and Hiro＄M Tokiwa：lnternationalArchjves of  

OccupationaIEnvironmentaIHealth，65，221－  

225．1993．   

油症患者の血中PCBと血清中性脂肪との関連  

1988年の検診に訪れた油症患者259人について，血  

中PCBと血清中性脂肪との関連について調べた．  

PCBの幾何平均値及び中性脂肪の算術平均値はそれ  

ぞれ3．84ppb（95％信頼区間：3．54－4．17）及び114．3  

mg／dl（106．6－122．6）であった．4分割したPCB濃度  

（＜2．7，2．7＋，4．1＋，6．1十）と年齢，性を調整した中性脂  

肪の平均値（98．36，117．78，117．84及び127．65mg／dJ）  

との間には漸増傾向があった．第1レベルと第2レベ  

ルの中性脂肪の平均値との間の差（P＝0．088）及び第1  

レベルと第3レベルとの差（P＝0．066）は限界すれすれ  

であり，第1レベルと第4レベルとの差（P＝0．021）は  

統計的な有意差があった．すなわち，油症発生から20  

年経た今なお，PCB及び中性脂肪とも正常範囲にある  

が，PCBと中性脂肪との間には弱いながらも統計的に  

有意な関連が認められた．  

＊ 九州大学医学部  

2 浮遊粒子状物質と気象  

岩本真二：気象利用研究，（6），4－7，1993．   

浮遊粒子状物質（SPM）の挙動と気象状況との関係  

について，過去の調査例をもとにまとめた．福岡市お  

よびその近郊の調査では，一酸化窒素などのガス状汚  

染物質が大気中での光化学反応によって硝酸のような  

粒子となる様子が観察されている．また，気象の作用  

によって，粒子が長距離に輸送される黄砂現象や火山  

（桜島）からの噴煙について，その観察例を示してい  

る．さらに，SPMが高濃度となる気象の条件につい  

て，気圧配置型によって3つのパターン（黄砂型，夏  

型，移動性高気圧型）に分類し，最も影響の大きな移  

動性高気圧型について詳しく解析した．  
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5 福岡県地理環境傾嘲システムの機能と衛星リモー  

トセンシング情報の活用  

大久保彰人・東 公一＊・前浜三四郎＝・安岡善文  

＝＊：GIS一理論と応用－，2，151－157，1994．   

福岡県地理環境情報システム（GIS）は，環境保全行  

政を支援するために，エンジニアリングワークステー  

ション（EWS）のハードウエア環境のもとで稼働中の  

環境情報システムである．このGISは，地形図，衛星  

画像を背景図として，ベクトル・クラスター・メッ  

シュの図形情報を組み合わせて表現でき，かつ，数  

値，文字及び画像を属性情報として持っている．この  

システム構築の事例報告として，ユーザインタフェー  

ス，GISの汎用的な機能（空間検索，オーバレイ），  

データベースの内容，図形データのメンテナンス，日  

常業務の支援，衛星リモートセンシソグ（RS）解析等  

の面からその内容を述べた．特に，RSの環境モニタ  

リングとGISの位置情報とを連結して，住宅地造成エ  

リアにおける植生活力度の経年変化解析例を示した．  

また，GIS導入時に考慮すべき事項として，背景図の  

精度，データ更新，ハードウエア，操作性等を挙げ  

て，その解決方法の選択理由を述べた．  

＊  環境整備局環境保全課  
＊＊ ㈱社会調査研究所  
…＊ 環境庁国立環境研究所  

6 Toxi¢ OValuation of PCDD§，PCDF§ and  

¢OPlanar PCB§in broa＄t－fod babio＄ Of Yuさho  

and healthy mother＄  

Takahiko Mat＄ueda． Taka0 1ida， Hironori  

Hirakawa．Kaz：uITliFukarnachi．Hiro＄hiTokiwa  

andJyunya11agayama＊：ChomoさPhoro，27（1－  

3），187－1941993．   

2名の油症患者及び9名の健常者より採取した母乳  

についてPCDDs，PCDFs及びコプラナーPCBsを測  

定し，授乳に対する乳児へのリスクを比較検討した．  

油症患者の母乳には一般健常者のそれと比較して油症  

の主要な原因物質と考えられている2，3，4，7，8－  

PeCDF，1，2，3，4，7，8－HxCDF及び1，2，3，6，7，8－  

HxCDFなどの化合物が母乳中でも高いことから，母  

乳のTEQレベルは健常者のそれより10－50倍高い値を  

示し，TEQ値による一日摂取量は油症患者の場合，乳  

児の一日摂取量は506－2200pg／kg／dayであり，油症の  

最低発症量のおよそ1／20－1／10のレベルであることが  

確認された．この値はADI（10pg／kg／day）の220倍に  

も達する値であった．一方，健常者の乳児の場合97－1  

97pg／kg／dayで油症患者の乳児の約1／10であった．  

＊ 九州大学 医学部 医療技術短期大学  

7 GC／M引こよる環境試料中のネライストキシン及  

びチオシクラムの定t  

松枝隆雇・高田 智・中村又善・黒川陽一・久音啓次  

・深町和美：環境化学，4（1），19－27，1994．   

河川水，海水，底質及び生物等の環境試料中のネラ  

イストキシソ及びチオシクラムの分析法を開発した．  

水質試料を塩酸酸性下でジクロロメタン洗浄した後，  

アルカリ性でジクロロメタン抽出し，脱水・濃縮後，  

GC／MSで定量した。底質試料はアルカリ性メタノー  

ル，生物試料は酸性メタノールでそれぞれ抽出後，水  

質試料と同様の前処理を行い，GC／MSで定量した．  

ネライストキシソの検出限界は水質試料については  

0．13FLg／l，底質及び生物試料については3．3FLg／kgで  

あった．チオシクラムの検出限界は水質試料について  

は0．09／Jg／～，底質及び生物試料については4，1－4．8／J  

g／kgであった．河川水及び海水等の水質試料につい  

ては両物質とも良好な回収率が得られたが，底質及び  

生物においては回収率の低下が認められた．これは添  

加したネライストキシソ又はチオシクラムの分解が起  

こるためであることが分かった．環境試料中における  

ネライストキシソ関連化合物の挙動についても検討し  

た．  

8 大気中のコプラナーPCBの濃度と特性  

黒川陽一・松枝隆彦・大崎靖彦・中村又善・高田 智  

・深町和美：環境化学，4（り，29－38，1994．   

大気中の3種のnonTOrthocoplanarPCBs（Co－PCBs）  

の濃度を測定した。大気試料は，1990年と1992年の夏  

期と冬期に福岡県の6～7地点にて，ノ、イポリウムエ  

アーサンプラーにより補集した．大気中のCo－PCBs  

濃度は，1990年では，3，3’，4，4’－TCB，3，3’，4，4’，5－  

PeCB及び3，3’，4，4’，5，5’－HxCBについて，それぞれ  

N．n（＜0．01）～2．03、0．04～0．63及び0．02～0．42  

pg／m3であり，また1992年では，それぞれ0．07～2．3，  

0．01～0．51及びN．D．（＜0．01）～0．18pg／m3であった．  

3，3’，4，4’－TCBは，夏期に，3，3’，4，4’，5－PeCB及び  

3，3’，4，4’，5，5’－HxCBは，冬期に，それぞれ濃度が高  

い傾向にあった．3，3’，4，4’，5－PeCBと3，3’，4，4’，5，  

5’－HxCBの間に高い相関性があったが，これらと3，  

3’，4，4’－TCBとの間に相関性は見られなかった．2，  

3，7，8－TCDD毒性等価換算濃度（TEQ）は，1990年で  

は，0．005～0．086pg（TEQ）／m3，平均0．036pg（TEQ）  

／m3，1992年では，0．002～0．074pg（TEQ）／m3，平均0．0  

32pg（TEQ）／m3であった．全TEQに占める割合は，3，  

3’，4，4’，5－PeCBが最も高く約62％であった．   
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9 油症患者及び対照者の母乳中のPCDD＄，PCDFき  

及び¢OPlanar PCB5漉度の比較  

松枝陸産・飯田隆雄・平川博仙・深町和美・常盤 寛  

・長山淳哉＊：福岡医学雑誌，84（5），263－272，1993．   

2名の油症患者及び9名の健常者より採取した母乳  

中のPCDDs，PCDFs及びコプラナーPCBsを測定し，  

両者の濃度レベルを比較検討した．PCDDsについて  

は前者の方が，1，2，3，6，7，8－HxCDDについて4－8倍高  

かったが，それ以外の2，3，7，8－TCDD等の異性体は両  

者に殆ど差は認められなかった．PCDFsについては  

2，3，4，7，8－PeCDFが36及び88倍，1，2，3，4，7，8－  

HxCDF及び1，2，3，6，7，8－HxCDFが，それぞれ29－98  

倍及び17－51倍，1，2，3，4，6，7，8－HpCDFが3－17倍高い  

値を示した．しかし，2，3，7，8－TCDF等他の異性体は  

両者に殆ど差は認められなかった．油症患者の母乳に  

は一般健常者のそれと比較して油症の主要な原困物質  

と考えられている2，3，4，7，8，PeCDF，1，2，3，4，7，8－  

HxCDF及び1，2，3，6，7，8－HxCDFなどの化合物が母乳  

中でも高いことが確認された．なお健常者の濃度レベ  

ルは世界各国での調査結果［10－20pg／g（fat）］と比較し  

て大差ないレベルであった．  

＊ 九州大学 医療技術短期大学部環境医学研究室  

10 2－メチルビリジン，3－メチルビリジン，4－メチル  

ビリジンの分析法  

黒川陽一・中村又書・松枝隆彦・高田 智・深町和  

美：平成5年度化学物質分析法開発調査報告書，P．13  

2－143，1994．   

環境試料（水質，底質及び生物試料）中の2－メチルビ  

リジン，3－メチルビリジン，4－メチルビリジンの分析  

法を確立した．水質試料については，2－メチルビリジ  

ンーd7の内部標準を加え，塩酸酸性とし，ジクロロメ  

タン洗浄した後，中和し，pH8とした後ジクロロメタ  

ン抽出する，また，底質，生物試料については，内部  

標準添加後，10％水酸化ナトリウム溶液，精製水を加  

え，蒸留を行う，吸収液には2N塩酸溶液を用い，こ  

の留出液について水質試料と同様な操作を行い，  

GC／MSで定量した．水質試料500ml，底質50g，及び  

生物試料20gを採り，本分析法により検出限界を求め  

たとろ，それぞれ2－メチルビリジンについて，0．065  

〃g／J，1．01／ノg／kg及び1．62〃g／kg，3－メチルビリジ  

ンについて，0．085／上g／J，1．14〃g／kg及び1．98〃  

g／kg，4－メチルビリジンについて0．077〃g／J，1．12〃  

g／kg及び1，34／Jg／kgであった．   

動係数は，すべての試料について10％以下であっ  

た．  

11 Gonotk toxi¢0logy and¢ar¢inogoni¢ity of  

mono－and dinitrofluoranthono＄  

日計OShi Tokiwa， Kazumi Horikawa and  

YoshinariOhnishi＊：Mutation Re＄．，297．181－  

195，1993．   

モノ及びジニトロフルオランテンの遺伝毒性及び発  

がん性について   

モノ及びジニトロフルオランテンの遺伝毒性及び発  

がん性について次のような内容で概説した．モノ及び  

ジニトロフルオランテンの各異性体の生成（1）及び環  

境分布（2），UDSテスト，小核試験及びSCEテストに  

よる遺伝毒性（3），細菌及び培養細胞に対する変異原  

性（4），マウス及びラットに対する発がん性（5）に関す  

る我々及び他研究者の知見を紹介した．また，3－ニト  

ロフルオランテンの代謝産物の生体内での生成，3－ニ  

トロフルオランテンのf乃γたroでの代謝及びDNA  

adductの生成，3－ニトロフルオランテンによるラット  

肝チトクロームP－450及びarylhydrocarbon hydroxy，  

1aseの誘導（6）について紹介した．  

＊ 徳島大学医学部  

12 Car¢inogonidty of Dinitrobonzo（a）pyronos  

and Dinitrofluoranthenesin F344Rat＄  

T（azumi Horikawa．Nobuyuk；Sera．KoMcM  

Murakami，Take＄hiOtofuji．HiroshiTokjwa．  

Koi＄uk0lzumi＊ and Hisa＄hiOt＄uka＊：Ro¢Ont  

Advan¢OS Of Chemistry andlM010¢ular Bi010gy  

in Can¢Or Rosoar¢h，319－325，1993．   

ジニトロベンゾ（a）ビレン及びジニトロフルオラン  

テンのF344ラットに対する発がん性   

3，6－ジニトロベンゾ（a）ビレソ（DNBP）及び3，7，ジ  

ニトロフルオランテン（DNF）のジニトロ誘導体は他の  

誘導体に比べ変異原性が高く，サルモネラTA98株  

（－S9）に対してnmol当たり105revertantsを示した．一  

方，3，7一及び3，9rDNF及び3－NFについて肺内接種実  

験を行った結果，3，7一及び3，9－DNFが肺発がん性を  

示し，3，7－DNFがBPとはぼ同程度，3，9－DNFがBP  

の約2倍の発がん性があることが分かった．3，6一及び  

1，6qDNBPについて皮下接種実験を行った結果，3，6－  

DNBPがBPと同程度の発がん性があることが分かっ  

た．   

＊ 徳島大学医学部   
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13 環境発がん物質に対する生薬の抗腫瘍効果に関す  

る研究  

堀川和美・毛利隆美・田中義人：㈲大同生命厚生事業  

団第19回医学研究助成報告集（平成4年虔），15，135－  

136，1993．   

本研究では，がんの治療及び延命療法において生薬  

が処方されていることに着目し，生薬の突然変異抑制  

効果をスクリーニングし，玩＝品川で抗腫瘍性を示す  

有望な生薬を検索することを目的とした．スクリーニ  

ングの結果，夏枯草，大黄，何首烏，仙鶴草，麻黄，  

抵当湯の6種の生薬が既知発がん物質ベンゾ（a）ビレ  

ソのサルモネラに対する突然変異を抑制することが分  

かった．そこで，これら6種の生薬についてラットを  

用いた抗腫瘍実験を行った．即ち，ベンゾ（a）ビレン  

を背部肩甲骨間皮下に接種し，生薬は熱抽出し，水の  

替わりに実験期間中常に自由摂取させた．50週間の観  

察の結果，何首烏投与群に有意な抗腫瘍効果が認めら  

れた．  

15 簡易気体暴露法による揮発性化合物の変異原性検  

出の試み－テトラクロロエチレンを用いて一  

村上光一・鳥羽峰樹・松枝陸産・世良嶋之・堀川和  

美：水環境学会誌，17，197－202，1994．   

Ames試験の従来法に工夫を加え，揮発性物質に対  

応できるプレート内気体暴露法を開発した．本法を用  

いて高純度のテトラクロロエチレンのサンプルと，低  

純度のテトラクロロエチレンのサンプルの変異原性を  

比較した．用いた菌株はネズミチフス菌TAlOO，TA1  

535，TAlO2，TAlO4並びにTA98であり，必要に応じ  

てCDlマウス，SDラット，BALB／cマウスまたはシ  

リアンハムスターのそれぞれの雌雄の肝S9mix存在  

下，非存在下について検討した．その結果，純度の低  

いサンプルでは，TAlOO，TA1535，TAlO2，並びに  

TAlO4の各菌株で，変異原性を認めた．しかし，純度  

の高いサンプルでは変異原性は認められなかった．な  

お，純度の低いサンプルにはェピクロロヒドリソなど  

の不純物が含まれていた．以上の点より，テトラクロ  

ロエチレンはAmes試験におけるNon－mutagenic  

CarCinogenであると考えられた．  

16 Thepresenceofmutagen／carcinogenjnthe  

OXeisodlung and analy＄is oflung eaneor  

induetion  

Hiroshj Tokiwa＊，Nobuyuki Sera．Kazumi  

Horikawa，Yoi¢hiNakanishi＊＊ and lヽobuaki  

Shigomatu＊＊：Car¢inogonosis，14，1933－1938．  

1993．   

摘出肺中の変異原物質及び発がん物質の残留と肺が  

ん誘発の解析   

日本人137例及び中国人21例の計158例の非喫煙肺が  

ん患者から，外科的に摘出された肺組織中に含まれる  

変異原物質及び発がん物質の定量分析を行った．その  

結果，日本人試料はYGlO24株（S9mix非添加系）で高  

い変異原性を示し，1－ニトロビレンが高濃度で検出さ  

れた．一方，中国人試料はYGlO29株（S9mix添加系）  

で高い変異原性を示し，ベンゾ（a）ビレンが170－1765  

pg／g（肺乾燥重量当たり）検出され，両地域で暴露汚染  

源の相違によると思われる巌著な差異が認められた．  

＊ 九州女子大学  
＊＊ 九州大学医学部胸部疾患研究施設  

14 行政検査における遺伝子診断法の導入  

堀川和美：福岡県獣医師会報，第22号，10－13，1994．   

行政検査特に細菌検査部門における遺伝子診断技術  

は，現在ポリメラーゼ・チェーソ・リアクション  

（PCR）とハイプリダイゼーション法の2法に大別され  

る．行政検査は迅速かつ簡便で正確性を要求される．  

これまでの細菌検査は細菌を培養することによって，  

菌を検出・分離同定し，血清学的に分類することが主  

流であった．しかし，これらの方法のみによる検査で  

は菌の表現型が培地や手法によって異なることが多  

く，さらに培養時間が長時間必要である．遺伝子診断  

法は各々の性質を菌そのものの遺伝子で確認すること  

によって診断する．PCR法では必要な遺伝子部位を特  

異的に増幅することが可能である．そこで，PCR法の  

必要性について次のような内容で概説した．1．行政  

細菌検査部門にまでどのような経過で普及したか？  

2．実際どのような項目について利用され，従来法に比  

較して利点があるか？3．現在ルーチソワークで利用  

されている手技はどのようなものか？また，略語や用  

語の解説を付記した．  
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T9 福岡県において1982年－1g91年の10年間に手足口  

病，ヘルパンギーナ，不明発疹症から分離されたウイ  

ルスの血清型別  

梶原淳睦・石橋哲也・松本源生・福音成典：福岡県保  

健環境研究所年報，20，53－57，19g3．  

1982年－1991年の10年間に，手足口病，ヘルパン  

ギーナ及びェソテロウイルスが原因と思われる不明発  

疹症の3つの疾病より分離されたウイルスの血清型別  

を明らかにし，これら疾病とその流行を引き起こした  

ウイルスの血清型別の関係について考察を行った．そ  

の結果は，次のとおりであった．1）手足口病からは，  

主にェソテロ71型とコクサッキーA16型が分離され，  

大流行時にはこれら2種類のウイルスが同時に分離さ  

れた．  

2）ヘルパンギーナの病因ウイルスは数種のコクサッ  

キーA群ウイルス（主に2，4，5，6型）であり，毎年この  

うちのト3種が分離された．  

3）不明発疹症からは主にエコー9，11，18型が分離され  

たが，このうちエコー9，11型はその年の無菌性髄膜炎  

からも分離された．  

20 福岡県におけるHIV感染の遺伝子血清疫学的研究  

千々和勝己・甲斐麻美子・石橋哲也・福吉成典・柏木  

征三郎＊：厚生科学研究，HIVの疫学と対策に関する  

研究，平成4年度研究朝告書，P．211－213，1gg3．   

福岡県におけるHIV感染について，血清・分子疫  

学的解析を行うために，HIV感染者からのウイルス分  

離及び各種血清学的検査を行った．ウイルス分離は，  

12名の感染者から採取した末梢血リンパ球169検体に  

ついて行い，6名から34株のHIVの分離に成功した．  

また，血清中のHIVp24抗原は，検査を行った9名中  

3名が陽性であった．次に，HIV感染者4名の経時的  

に採取した血清について，HIVⅢB株に対する中和抗  

体価を測定したところ，中和抗体を全く持たない例が  

1例，経時的に中和抗体価が変動していた例が3例確  

認された．今後は，HIV分離株の分子疫学的解析を行  

うとともに，ウイルス分離方法の検討，中和抗体価の  

変動の意味について詳しい解析を行っていきたい．  

■ 九州大学医学部  

17 Doto¢tion of nitro－aZabonzo（a）pyrono do－  

r弓vativesin the semiv01atile FIhase originating  

from airborne particulatematter，dieseland  

gaき01ino vohi¢l05  

NobuyukiSora，Kiyo§hi Fukuhara＊，Naoki  

Hiyata＊and川r05hiTokiwa＝：Mutagonos弓＄，9，  

47－52，1994．   

大気粒子状物質，ディーゼル及びガソリン自動車を  

汚染源とするガス状物質中に存在するニトローアザベ  

ンゾ（a）ビレソ誘導体の検出   

ベンゾ（a）ビレンの誘導体7種，アザベンゾ（a）ビレ  

ンの誘導体4種について，環境中濃度及びその汚染源  

について検討した．その結果，一般に芳香族炭化水素  

のニトロ誘導体が粒子状物質に含まれるのに対し，ニ  

トロアザベンゾ（a）ビレソは主にディーゼル自動車の  

排ガスを主な発生源とするガス状物質中に含まれ，そ  

の濃度は0．03－0．11pg／m3であった．  

＊ 国立衛生試験所  
＊＊ 九州女子大学   

18 エイズ医薬品候補スクリー＝ング研究 Ⅳ．19gl  

年度報告  

小林伸好＊1・野口有三＊1・松山雅子＊2・秋吉京子＊2・野呂  

新一＊3・佐藤上土朗＊3・桜田敦夫＊3・藤田宜哉＊l・石崎徹  

＊一・神村紀子■一・吉田幸雄＊一・小野哲郎＊5・大友信也＊5・  

森下高行■6・小林慎一＊6・三宅恭司＊8・石原佑式＊6・磯村  

思天■6・斉藤隆行＝り小田和正■丁・松崎 稔＊丁・関根大正  

■8・大王奈穂美＊8・貞升健志＊8・太田健爾＊8・三木 隆＊8  

・大竹徹＊9・森 治代＊9・森本素子＊9・上羽 昇■9・千々  

和勝己・甲斐麻美子・常盤 寛・三瀬勝利＊川・牛島廣治  

＊＝・清水博之■1－・国貞孝夫＊＝・山崎修道＊‖：衛生試験  

所報告，第111号，100－102，1993．   

昭和63年度に厚生省とヒューマンサイエンス振興財  

団が中心となり発足した当研究班では，平成3年度も  

引き続きエイズ医薬品候補物質のスクリーニングを実  

施した．今年度は，医薬品メーカーから154のサンプ  

ルが提出され，MT－4細胞のHIV－1感染による細胞障  

害の抑制を指標とした試験法では，9サンプルに抗  

HIV活性が認められた．これら9サンプルの内訳は，  

薬用植物抽出物が2件，含硫多糖体が2件，合成化合  

物が1件，放線菌生産物が1件，及び既知物質が3件  

であった．  
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23 ヒトリンパ球の姉妹染色分体交換誘発性に対する  

有機塩素系化学物質の作用  

長山淳哉＊・長山真弓■・和田健一＊・飯田隆捷・平川  

博仙・松枝陸産・増田義人：福岡医学雑誌，82（5），  

221－227，1ggl．   

姉妹染色分体交換（SCEs）は環境変異原物質及び環  

境病原物質への人間の暴露を評価するための極めて鋭  

敏な細胞遺伝学的方法である．この実験系に7，8－  

benzoflavone（ANF）を添加するとさらに感度を上げる  

ことができる ．ヒト末梢血リンパ球全血培養法を用い  

て人体を汚染している有機塩素系化学物質混合溶液  

（PCB，PCQ，PCDF及びCoplanar PCB）の遺伝毒性作  

用をSCEs誘発性を指標として研究した．その結果，  

これらの化学物質の混合溶液は通常のSCEs実験系で  

は量・反応関係が認められなかったが，この系に  

ANFを加えることにより，良好な正の量・反応関係  

が得られた．ANFを加えたSCEs実験系において有機  

塩素系化学物質が現在の人体汚染の20倍高いレベルで  

有意（P＜0．01）に高いSCEs誘発性が観察された．  

■ 九州大学医療技術短期大学部環境医学研究室  

21地域におけるHIV疫学調査 本邦における各地  

域の状況：福岡  

千々和勝己・福吉成典：臨床とウイルス，21（5），313  

－315，1g93．   

平成5年4月末現在で，全国のAIDS患者及び  

HIV感染者の報告数は1181名（血液製剤による患者・  

感染者は除く）であるが，九州・沖縄地区の報告数は  

31名（2．6％）に過ぎない．しかし，平成3年末の報告  

数に比べると，約2倍になっており，この増加率は，  

報告数の最も多い関東地区とほぼ同じである．また，  

九州・沖縄地区では，福岡県が13名と最も報告数が多  

い．福岡県内の感染症サーベイランス事業によると，  

異性間性的接触におけるHIV感染と感染パターンが  

類似している陰部クラミジア感染症は，患者報告数が  

微増傾向にある．このことは，今後増加が予想される  

STDとしてのHIV感染に対して，危険性の高い性行  

動をとるグループがなお存在していることを示唆して  

いる．このグループに一旦HIV感染が拡大すると，急  

激な感染者の増加が起こる可能性があり，今後も啓発  

活動など予防対策に努力する必要がある．  

22 ラットにおける食物繊維のPCDF及びPCDD排  

泄促進効果  

森田邦正・平川博仙・松枝陸産・飯田隆捷・常盤 寛  

：福岡医学雑誌，84（5），273－281，1g93．   

油症患者の体内に残留する原因物質を糞便を通じて  

体外へ排出することが根本的な治療につながると考  

え，油症原因ライスオイルを経口投与したラットに米  

ぬかファイバー等の食物繊維を与え，PCDF及び  

PCDDの糞中排泄について検討した．10％米ぬかファ  

イバー＋5％コレスチラミン食はコントロール食に比  

べて，小腸管脛内のPCDF分布量及び分布割合を増加  

させ，再吸収を阻止することにより，糞中のPCDF排  

泄量を増加させた．各々10％の米ぬか，コーン，ゴボ  

ウ，大豆ファイバーはコントロール食に比べて，  

PCDF及びPCDD排泄量の有意な増加が認められた．  

特に，米ぬかファイバー食に顕著な排泄促進効果がみ  

られ，その効果はコレスチラミン食に匹敵した．ま  

た，吸収が比較的容易なPCDF及びPCDD異性体は  

ど，再吸収抑制による排泄促進効果が高かった．  

24 油症患者における米ぬか繊維とコレスチラミンの  

併用投与による P01y¢hlorinatod Dibonzofuran  

（PCDF）の糞便中への排泄促進の試み  

飯田隆雄・平川博仙・松枝陸産・中川礼子・森田邦正  

・常盤 寛：福岡医学雑誌，84（5），85－90，1993．   

食物繊維含量50％の米ぬか繊維とコレスチラミソの  

1週間連続の併用投与によって油症患者4名の臨床例  

のうち3例でPnCDF（2，3，4，7，8－pentaChloro diben，  

ZOfuran）及びHxCDF（1，2，3，4，7，8一及び1，2，3，6，7，8－  

pentachlorodibenzofuran）の糞便中排泄が，それぞれ，  

42－88％及び7－47％促進された．食物繊維含量85％の  

精製米ぬか繊維とコレスチラミソの2週間連続の併用  

投与によって油症患者4名の臨床例のうち2例で  

PnCDF及びHxCDFの糞便中排泄が，それぞれ，31－69  

％及び23－80％促進された，即ち，米ぬか繊維とコレ  

スチラミソの併用投与でPCDFの糞便中への排泄が促  

進されることが示唆された．しかし，両実験は治療例  

数がともに4例と少なく，また，それぞれ，1例及び  

2例でPCDFの排泄促進が認められなかった．今後，  

例数を増やして排泄促進効果の確認を行うと共に，長  

期投与を可能にするため米ぬか織維を服用しやすくす  

ることが必要である．  
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27 大気中の火山噴出成分の動態と沈着評価（1）  

一薄膜法による火山噴出成分の沈着評価一  

下原孝幸・大石興弘・右田 譲＊・宝来俊一＊：大気汚  

染学会誌，28（5），295－307，1g93．   

火山噴出成分が環境へ及ぼす影響を評価するため  

に，Cu薄膜及びニトロン，BaC12，AgNO，薄膜を鹿児  

島県一帯の環境大気下に半日間および1日間毎暴露  

し，短期的な腐食評価を実施した．桜島火山から噴出  

される火山灰やエアロゾル，ガス成分の中で，どの成  

分が地表へ沈着し腐食に強く影響を与えるのかを調査  

した．その結果，次のことが明らかとなった．   

薄膜に沈着したSO42‾は二次粒子のSO42としては  

観察されず，そのほとんどが火山灰中の硫酸塩として  

観察された．Cu薄膜はこれらSO42【や海塩成分の沈着  

よりもむしろ，HCIガスやCrの沈着により強く腐食  

された．また，Cu薄膜の暴藩時間を半日間と短くした  

場合，1日間暴露よりも腐食が著しく進む期間が観察  

された．このことから，塩素系成分は一部，酸として  

地表へ沈着し，大気中のNH。ガスにより徐々に中和さ  

れていく現象が推定された．  

＊ 鹿児島県環境センター  

28 山岳地域自然林の土壌特性と酸性降下物  

宇都宮彬・大石典弘・浜村研吾・須田隆一・石橋龍吾・  

溝口次夫＊：大気汚染学会誌，28（3），15g－167，1gg3．   

福岡県の中央を南北に走る三郡山地のモミ自然林に  

おいて，大気降下物，渓流水，土壌の観測を実施し，  

大気降下物の土壌影響について考察した．   

山間部の主な降雨成分の平均値は，pH4．4，SO42∴  

3．7FLg／ml，NH∴ 0．5FLg／mlであった．渓流水の  

pHは6．3であり，その水質は安定していた．降水中の  

濃度と比渓流水中のCa2十濃度は4．8倍になり，NH∴  

NO3濃度はそれぞれ0．5倍および0．04倍と低くなる．   

山間部モミ周辺土壌のpHは4．1であった．これは降  

水のpHより低く，アルミニウムの緩衝作用を受ける  

pHに近かった．表層土壌の置換性Caおよび置換性  

Mg容量は小さく，塩基置換容量に占める置換性Alの  

割合は大きかった．調査対象土壌は酸性土壌であり，  

酸緩衝能に乏しく，系外からの酸の負荷に弱いと考え  

られた．   

山間部における供給量と流出量とのマスバランスか  

ら，H＋供給過剰量とNH．’から見積ったH＋供給過剰  

量との和はCa2＋流出過剰量とNa＋流出過剰量との和  

にはぼ等しかった．  

＊ 国立公衆衛生院  

25 農薬の塩素処理によるクロロホルム生成と農薬の  

分解特性について  

中川礼子・石黒婿尚・大野健治・鳥羽峰樹・田中義人  

・近藤紘之：水道協会雑誌，62，（10），39－45，1993．   

ゴルフ場使用農薬30品目及び河川での検出頻度が高  

いベンチオカーブの計31品目の塩素処理によるクロロ  

ホルム生成能及び農薬の分解性を調べた．水道原水  

（TOC：1．0－1．4mg／りのトリハロメタン生成能に対す  

る農薬の寄与を農薬のロホルム生成能を用いて計算し  

た．その結果31農薬が各々1〃g／J含まれると仮定した  

場合での寄与率は0．20－0．35％と低いことが明らかに  

なった．また，農薬の塩素に対する分解特性を考察す  

るために，農薬1モル当たりの塩素消費量Ⅹ（モル）を  

もとに農薬を4群に分類した．サルファイド，チオ  

フォスフェート，チオカーバメート，チオエーテルな  

ど含硫黄農薬は主として高分解性のD群（Ⅹ≧20）また  

はC群（5≦Ⅹ＜20）に、酸アミド，有機塩素，カーバ  

メート，トリアジンを含む農薬は主として低分解性の  

A群（Ⅹ＜2）またはB群（2≦x＜5）に分類された．  

26 Nitrates and Nitrites 

TakamiMohri，En¢y¢lopaoda of F00d S¢ioneo，  

F00d Techn0logy and Nutrition，Academic  

Pross，London，5，3240－3244，1993．   

硝酸，亜硝酸の生活環境中での挙動，人への摂取及  

び健康への影響を知ることは興味のあることである．  

硝酸，亜硝酸の過剰摂取による生体影響の一つとし  

て，メトヘモグロビン血症が良く知られているが，最  

近，硝酸，亜硝酸が食品中のアミン，アミド等と反応  

してN岬ニトロソ化合物を生成し，これらのN－ニトロ  

ソ化合物ほ発ガンに関与する可能性があると考えられ  

ている．そこで，硝酸，亜硝酸の生活環境におけるか  

かわり合い，特に食物及び飲料水からの摂二取，生体影  

響，毒性，N－ニトロソ化合物の生成メカニズム，測定  

方法等について述べた．  
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29 福岡県における大気降下物の地域特性  

大石典弘・書開勝也＊－・肥山俊一朗■2・中村哲郎－i・  

野村 博■4・西国巧宏＊5：福岡県保健環境研究所年  

報，20，58－64，1993．   

福岡県における大気降下物の実態を把握するため  

に，県内6地点（田川，糸島，八女，京都，添田の各保  

健所及び当研究所）において，1991年4月から1993年  

3月までろ過式採取器により通年の大気降下物調査を  

実施し，pH，成分濃度及び降下物量の地域特性を検討  

した．県東部の京都，田川のpHは5以上と高いのに  

対し，南部の八女は4．5の低い値で，その他の地点に  

ついては4．7の平均的な値であった．6地点における  

pHの年平均値は4．5－5．3の範囲にあり，全平均値は4．  

8であった．各地点のNO3L／nss－SO．2‾当量濃度比は0．2  

1－0．50の範囲にあり平均値0．35であった．また，酸性  

成分（nss－SO42＋NO，一）に対するNH．十及びnss－Ca2＋の  

割合はそれぞれ0．35－0．69，0．20－0．74の範囲にあり，  

特にnss－Ca2＋比は八女が0．2と小さいのに対して田川  

は0．74と高くなっており地点間の違いが見られた．主  

な成分の平均年間降下物量はSO▲2‾：4．56，NO。「：1．8  

6，NH▲＋：1．03，Ca2十：0．96g／m2／年で，降下物量は京都  

で多く，土壌・陸水等の酸性化に関与するH十降下量  

は八女で多かった．  

＊1田川保健所  
＊2 糸島保健所  
＊3 八女保健所  
書4 京都保健所  
＊5 添田保健所  

30 行橋市における降下ばいじんの調査  

地浦太荘：大気汚染学会誌，29（1），32－40，1994．   

デポジットゲージ法による降下ばいじんの調査を，  

1974年4月より1990年3月までの16年間，行橋市内8  

か所において実施した．その結果，水溶性成分降下量  

は調査開始以来おおむね低下憤向にあり，各測定点の  

調査期間前半の平均値は2．77－3．49（t／km2／月）の範囲  

に，調査期間後半は1．69－2．52（t／km2／月）の範囲に  

あった．また，不溶性成分の降下量は調査開始以来お  

おむね横ばいの状況にあり，各測定点の1985年度迄の  

平均値は1．27－1．51（t／kmソ月）の範囲であった．   

調査期間中の貯留水pHの最低値は3．35，最高値は  

8．11であり，調査期間前半の8地点平均値は4．67，調  

査期間後半は4．29で，どの季節も調査開始以来酸性化  

の傾向を示していることが分かった．また，冬季の行  

橋市は降雨量が少なく乾燥しており西寄りの季節風が  

卓越するために，採掘現場やセメント工場等で発生し  

た粉塵が行橋市まで到達し，酸性の貯留水をある程度  

中和するためにpHが他の季節と比べて高くなること  

が示唆された．  

31福岡県における酸性雨及び森林植生影響に関する  

調査結果  

大石異弘・須田隆一・宇都宮彬・松浦聴朗・石橋龍音  

・浅村研吾・山崎正敏・杉泰昭・笹尾敦子：環境保全  

基金報告書，P．ト66，1993．   

本調査は，福岡県における酸性雨の実態を把握する  

とともに，県内各地における森林衰退の現状の把握及  

び三郡山地におけるモミ枯損状況等の調査を行い，酸  

性雨現象が森林生態系に及ぼす影響について原因等を  

把握することを目的として実施しているもので，調査  

結果の概要は以下のとおりである．1）降雨，土壌等に  

関する調査について（D県内6地点のpHの年平均値  

は4．4－5．5の範囲にあった．②山間部における雲水の  

pHは3．6－5．6で樹木に直接影響を及ぼすと言われる  

pH3より高い値であった．③山間部の林内雨，樹幹流  

のpH，成分濃度に樹種（モミ，アカガシ，ブナ）による  

違いが見られた．④宝満山一三郡山における表層土壌  

はpH3．9－4．2と酸性化しており，塩基飽和度も低い値  

であった．2）森林枯損状況及び植生に関する調査につ  

いて ①宝満山一三郡山のモミのうち，約30％が枯損  

程度の大きいものであった．②山地部9地域の森林枯  

損状況を調査した結果，衰退度大・枯死と評価された  

樹木は15％以下であり，顕著な森林枯損は見られな  

かった．  

32 河川水におけるトリハロメタン生成能の予測指療  

永淵義孝・松尾 宏：福岡県保健環境研究所年報，20，  

65－69，1993．   

水道原水中のトリハロメタン（THM）前駆物質の含  

有量を常に的確に把握し，その変化を監視，予測する  

ことは塩素処理の適正化を図るうえで必要である．  

THM前駆物質には多数の有機物が関与しており，  

THM前駆物質を直接定量することはできない．その  

ため検水を一定条件で塩素処理したときに生成する  

THM量，すなわち，THM生成能（THMFP）をTHM  

前駆物質量とする方法が用いられている．しかし，こ  

のTHMFPの分析法は長時間を要するため，水質の変  

化に即応できない欠陥がある．このため，THMFPと  

迅速分析のできる水質項目の間に相関があれば，これ  

らの水質項目の数値から，THM前駆物質量の予測が  

可能となる．そこで，県内の河川水について，  

THMFPと他の水質項目〔全有機炭素及び波長260nm  

における紫外線吸光度（UV2帥）等〕の相関を調査し，こ  

れらの水質項目がTHM前駆物質量の予測指標となり  

得るか否かを検討した．THMFPとUV26。との間には  

高い相関があり，UV26。は，THM前駆物質量の予測指  

標として十分に利用できることが分かった．  
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35 樹氷中の溶解成分による大気環境評価の試み  

永淵 修・田上四郎・石橋哲也・村上光一・須田隆一  

：地球化学，27（2），65－72，1993．   

樹氷中の溶解成分の組成による大気環境評価の可能  

性について検討した．その結果，樹氷は局所的な大気  

汚染を直接反映していた．市房山の例で示すと北西の  

季節風を直接受ける地点と受けない地点では組成が異  

なることが観察され，樹氷のイオン濃度および組成は  

雪に比較して狭い範囲で変動することが明らかになっ  

た．このように樹氷は，雪に比較してその場の局所的  

な大気環境が反映されていた．したがって，大気環境  

を評価する場合，樹氷は有用な指標となると考えられ  

る．  

33 急速に富栄養化が進行したダム湖の水質  

松尾 宏・笹屋敦子・大久保彰人：福岡県保健環境研  

究所年報，20，70－75，1993．   

筑後地方のHダム湖は，春季から秋季に常時アオコ  

の発生が観察されるようになったため，Hダム湖の水  

質の現況把握と富栄養化進行の要困について調査を  

行った．Hダム湖のアオコは〟．αgr〟gf乃0∫αのブルー  

ム形成によるものであり，1980－1981年と1992－1993年  

のCOD年平均値は3．8mg／lから17．7mg／lに増加して  

いることがわかった．県内の他のダム湖の流入河川の  

水質と比較して，Hダム湖流入河川の年平均水質は  

TNが2mg／～と約2倍以上に高くなっていることが特  

徴であった．N／P比はほぼ100を示し，〟．αer祝gi乃0∫α  

の増殖に適した条件になっていると考えられた．Hダ  

ム湖のNT，TPの外部負荷はそれぞれ30－2090mgN  

／m2／日，0．2－43．9mgP／m2／日で，夏季に増加した．  

NT外部負荷の増大の要因として，集水域の土地利用  

形態が林地から畑地に変化したことに伴う畑地での施  

肥の影響が考えられた．  

34  Levels，feature＄ and a source of non－  

Orthocoplanar poLychlorinated bjphenylsin＄Oil  

Ya＄uhik0 0h＄aki and Takahiko Mat＄ueda：  

Chomosphero，28，47－56，1994．   

コプラナーPCB（Co－PCB）による環境汚染状況を把  

握するために，土壌中のCo－PCBs，PCDDs及び  

PCDFs濃度を測定した．次いで，これらの相関関係，  

Co－PCBs濃度と土壌の深さとの関係，及びCo－PCBs  

濃度と土壌中有機物との相関関係等を検討した．その  

結果，土壌中のCo－PCBsとPCDDs及びPCDFsとの間  

には有意の相関は認められなかった．土壌中の  

Co－PCBsの濃度は表土が最も高く，深くなるにつれて  

漸次減少傾向にあった．また，土壌中のCo－PCBsの濃  

度は土壌中の有機物量と比較的良好な比例関係にあっ  

た．  

36 長距離移流物質による大気汚染の解析一樹氷に含  

まれる酸性物質の起源一  

永淵 修・須田隆一・石橋哲也・村上光一・下原孝章  

：日本化学会誌，6，788－791，1993．   

樹氷中に含まれるエアロゾルについて電子顕微鏡に  

よる解析およびICP／MS分析を行ない，樹氷中に含ま  

れる酸性物質の起源を推定した．樹氷中には粒径1／上皿  

前後のTiを含む球形粒子が多く存在した．これらの  

粒子についてⅩ線分析による組成評価を行なった．そ  

の結果，石炭燃焼粒子である可能性が明らかになっ  

た．また，ICP／MS分析の結果，樹氷中エアロゾルの  

Pb／Zn比は日本のエアロゾル比と異なり，ソウルの値  

と同程度であった．したがって，樹氷中エアロゾルは  

近傍汚染というより，その大部分は長距離移流により  

運ばれた大陸由来の石炭燃焼粒子であることが考えら  

れた．これら石炭燃焼にともない発生するエアロゾル  

は，硝酸，硫酸成分などの汚染質とともに，冬から春  

の偏西風により日本へ移流し，特に，山岳上層部へ強  

い酸性成分として沈着することが示唆された．  
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37 堂面川水系生活排水対策推進計画  

永淵 修・岩本真ニ・田上四郎・北森成治，大牟田市  

生活排水対策推進計画書，P．1－102，19g3．   

壁面川水系堂面川の新堂面橋ではBODの環境基準  

が達成されておらず，望ましい水質を保全していると  

は言い難い．このような水質汚濁の現状に対処するた  

めには，生活排水対策を中心とした河川浄化の推進が  

急務となっている．このような観点から堂面川流域が  

生活排水対策重点地域に指定され，これを受けて堂面  

川水系の水環境を保全していくという計画である“堂  

面川水系生活排水対策推進計画”を策定するものであ  

る．   

この計画書は，種々のソフト事業および下水道を始  

めとする排水処理施設の整備等のハード事業などの総  

合的な排水対策を講じ，10年間で環境基準を達成しよ  

うとするものである．  

38 寺内ダム湖の湖沼類型指定のための報告書  

永淵 修・坂本竜一＊，P．ト，1993．   

前年度に引き続き湖沼の類型指定のための報告書を  

作成した．今年度の報告書ではダム湖の将来水質につ  

いてシュミレーショソを行なった．予測モデルは，過  

去の調査データのみを利用するため簡易モデルを用い  

た．最初にリソについて現況水質を再現し，流域の汚  

濁削減計画を用いて将来水質を予測した．CODにつ  

いてはリンの結果を用いて将来水質を予測した．  

＊ 環境整備局公害課  

39 福岡県内ダム湖の類型指定見直しのための報告書  

永淵 修・平古場朗＊，P．1－，1992．   

福岡県内には環境基準の規定に照らしてみると，そ  

の条件を満たしているダム湖が6ヶ所ある．しかし，  

湖沼の類型指定を受けているのは日向神ダム湖のみで  

ある．近年，湖沼の環境基準達成率が横ばい傾向にあ  

ること等から閉鎖性水系の水質汚濁を改善するにはそ  

れぞれの水系に適した環境基準の類型指定をするべき  

である．このような観点から，過去の水質データおよ  

び集水域の発生汚濁負荷量等の計算結果から，日向神  

ダムについてはリンのみ，他の5ダム湖については一  

般項目およびリソについて湖沼の類型指定を行った．  

＊ 建築都市部下水道課  

4・0 生活排水対策推進計画  

田上四郎・岩本真＝・永淵 修・北森成治：福間町生  

活排水対策推進計画書，P．1－111，1993．   

平成2年9月に水質汚濁防止法等の一部を改正する  

法律が施行され，これをうけて西郷川水系を流域とす  

る福間町は平成4年3月31日に福岡県から「生活排水  

対策重点地域」に指定された．福間町ほ福岡市と北九  

州市の2つの政令指定都市のはぼ中間に位置してお  

り，昭和40年代から人口が急増し，都市化にともなっ  

て，生活排水による西郷川の汚濁を招いている．福間  

町は西郷川を水道水源としており，また環境基準点で  

ある浜田橋におけるBODの環境基準は達成されてい  

ない．これらのことから，西郷川の水質浄化のための  

生活排水対策等が緊急の課題であるので，本計画を策  

定した．この計画書は，公共下水道をはじめとする処  

理施設の整備等のノへ・－－ド事業と各種のソフト事業を，  

住民と行政が一体となって総合的に推進し，14年間で  

環境基準を達成しようとするものである．   
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43 農薬残留対策調査（ゴルフ場使用農薬に係る調査）  

大野健治・石黒靖尚・鳥羽峰樹・永瀬 誠・近藤紘之  

：平成4年度環境庁委託業務結果報告書 農薬残留対  

策調査（ゴルフ場使用農薬に係る調査），P．1－48，1993．   

ゴルフ場で使用される農薬の周辺環境への影響を把  

握し流出機構を解明するための基礎資料を得るため，  

ゴルフ場の調整池水及び場外への排水を対象に農薬の  

流出状況を調査し，調整池間で農薬濃度差の生じる要  

因等を考察した．その結果，降雨時の芝地からの表面  

流出水等は，一旦調整池に流入すると，調整池がもつ  

希釈効果や分解能力で農薬濃度は著しく減少したが，  

調整池を経由しないで直接場外へ排出される排水で  

は，農薬散布後の降雨時には農薬がかなりの濃度で洗  

出し，環境庁が定めた指針値を超える場合もあること  

が分かった．また，各調整池での農薬濃度は，農薬の  

流出率が把握できればある程度推定できることが分  

かった．河川敷のゴルフ場で行った調査では，農薬の  

種類によっては降雨時に排水中に数十〃g／上の濃度で  

農薬が洗出しているのが観測され，最強降雨時におけ  

る排水中の農薬濃度の推定を行った．  

41Levels of MicrocystinsinJapane＄e Lake＄．  

Yoshito Tanaka．ShigeyukiTakenaka．Hiroshi  

Matsuo，ShigejiKitamori，and HiroshiTokiwa＊：  

Toxic0loglCal EnvironmentalChemistry，39，  

21－27，1993．  

湖沼におけるマイクロシスチン濃度   

福岡県内の湖沼におけるマイクロシスチソLR及び  

RR濃度を調査した．検査方法は，試料をガラスフィ  

ルターでろ過後，Sep－PakC18でマイクロシスチソを濃  

縮し，60％メタノール水溶液で溶出，フォトダイオー  

ドアレイ検出器付きHPLCで分析を行った．また，過  

マンガン酸でマイクロシスチソを 2rmethyl－3－  

methoxy－4－phenylbutyric acidとし，BF3－MEOHでメ  

チル化後，GC／MSで同定確認を行った．その結果，  

調査した6湖沼のうち2湖沼の表層水からマイクロシ  

スチンを検出し，最高濃度はマイクロシスチソRR8．8  

〃g／J，マイクロシスチソLRl．5〃g／Jであった．さら  

に，マイクロシスチンが検出された湖沼については，  

6月から10月まで継続して調査し，1湖沼では毎月  

8．8～0．4〃g／上のマイクロシスRRが検出された．しか  

し，マイクロシスチソLRは調査期間中6月の1回し  

か検出されなかった．  

＊ 九州女子大学  

44 福岡県のテトラクロロエチレン等による地下水汚  

染  

鳥羽峰樹・北森成治・石黒靖尚・近藤紘之：全国公害  

研会誌，19（1），40－44，1994．  

1984年度から1991年度までの地卜水調査の結果か  

ら，福岡県における低沸点有機塩素化合物による地下  

水汚染のほとんどは，主にクリーニソグ業等で使用さ  

れるテトラクロロエチレンによる汚染であり，その最  

高濃度は1200〃g／Jであった．また，基準値10〃g／Jを  

超えた汚染地卜水は全体の約15％であった．   

また，K町の汚染例では汚染土壌の除去，汚染地卜  

水の揚水ばっ気処理を行っており，その後のモニタリ  

ング調査の結果，他の汚染例に比較して汚染期間の短  

縮，汚染範囲拡散の抑制等の効果が現れている．これ  

らの汚染は1985年以前に起きたものが多く，現在と  

なっては汚染源を特定することは困難であるが，K町  

のような対策を行うためにも，周辺調査等によって汚  

染源を特定することが重要であると考えられる．  

42 Determination oftributyltinandtriphenyJtin  

COmPOundsinfish bygaschromat09raPhywith  

flame photometric detection  

Makoto Nagaso，KiyoshiHasobo＊：Analytical  

Sd厄ncos，9，517－522，1993．   

炎光光度検出器付ガスクロマトグラフを用いた魚類  

中のトリプチルスズ及びトリフェニルスズ化合物の定  

量   

炎光光度検出器付きガスクロマトグラフを用いた，  

魚類中のトリプチルスズ化合物（TBT）及びトリフェ  

ニルスズ化合物（TPT）の定量法を開発した．試料を加  

水分解後，分解溶液中のTBT及びTPTをトルエンで  

抽出した．抽出液を濃縮後，陰イオン及び陽イオン交  

換樹脂カートリッジカラムを用い，不純物を除去し，  

プロビル化後，定量した．加水分解温度60℃，加水分  

解時間90分間の時，試料は十分に加水分解され，ま  

た，TBT及びTPTは分解することなく回収された．  

回収率は，TBTが添加量1／上gの時84．1％，TPTが添  

加量2／Jgの時91．3％であった．検出限界値は，TBTが  

6ng／g，TPTが10ng／gであった．  

＊ 北海道大学大学院地球環境科学研究科  
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45 制水過程における農薬等化学物質の動態及び分解  

生成物に関する研究  

近藤紘之・石黒靖尚・大野健治・永瀬 誠・鳥羽峰樹  

：平成4年度環犠保全研究成果集（Ⅰ），21－2－2ト25，  

1993．   

除草剤テルブカルブ及びジチオピルの物理化学的分  

解性及び微生物分解性を検討した．その結果，オゾン  

との反応ではいずれの物質も1時間で約80％以上が分  

解した．一方，塩素との反応で，ジチオピルは塩素濃  

度が低い場合は全く分解せず，高い場合に，11日後に  

分解率が約70％と徐々に分解した．しかし，テルブカ  

ルブは全く分解しなかった．この結果から，塩素によ  

るジチオピルの分解は，塩素化による分解ではなく酸  

化による分解であろうと推定された．その他pH，湿  

度及び光による分解を検討したが，いずれの物質も分  

解は認められなかった．また，River－die－aWay法によ  

る微生物分解も検討したが，分解は全く認められな  

かった．  

47 生活騒音に関する住民意識調査－一戸建て住宅団  

地と集合住宅団地の比較一  

木本行雄・坂本 靖＊・小野秀人＊・藤本信治＊：全国  

公幸研会誌，19（り，50－54，1994．   

一戸建て住宅団地（全世帯数697戸，回収率72．3％）  

と集合住宅団地（全世帯数273戸，回収率50．9％）にお  

いて生活騒音に関する住民意識調査を行った．その結  

果，生活騒音で迷惑を受けたことが“ある’’と回答し  

た人の割合は一戸建て住宅で50．8％，集合住宅では  

74．1％であった．その迷惑音源として最も多かったの  

は，一戸建て住宅では“犬等のペットの鳴き声’’31．0  

％，集合住宅では“テレビ，ステレオ等の音’’20．4％  

であった．迷惑を受けたときの対応については，両団  

地とも約80％の人が“何もしなかった”と回答してい  

る．また，自宅から出している音で他人に迷惑をかけ  

ているのではないかという加害感を持っている人の割  

合は，一戸建て住宅では49．6％，集合住宅では76．3％  

であった．その音源としては，一戸建て住宅では“犬  

等のペットの鳴き声”24．3％，集合住宅では“室内，  

廊下，階段での足音”27．6％が最も多かった．  

＊ 福岡県環境整備局公害課  

48 環境中アスベストの光学顕微錦法及び電子顕微鏡  

法の比較一  

高尾真一・田上四郎・櫻井利彦・瀬山春彦＊・相馬悠  

子＊・相馬光之＊：国立環境研究所研究報告，131，37－  

48，1993．   

大気中に浮遊するアスベスト粉じんを光学顕微鏡法  

（光顕法）及び電子顕微鏡法（間接法並びに直接法）によ  

り定量し比較検討した．間接法及び直接法によるアス  

ベスト濃度は，光顕法による濃度に比べてそれぞれ5－  

14倍及び4－13倍高くなり，ばらつきも大きかった∴繊  

維の構造形態をみると，直接法ではマトリックス状の  

織維が多く，束状の織維が少なかった∴繊維幅0．25／川  

以上に限定して，光顕法の計測判定基準をあてはめた  

場合，間接法及び直接法によるアスベスト濃度は，光  

顔法による濃度に比べて，それぞれ2．4－3．8倍及び1．5  

－1．8倍になり，直接法による濃度は光学顕微鏡法によ  

る濃度レベルに近い値となった．直接法では，（1）試  

料の作製が簡易で迅速に行える，（2）TEM像及び背景  

が明瞭で観察し易い，（3）織椎葉合体の構造が単一あ  

るいは束状等に変化しないといった利点を有し，大気  

中のアスベストを評価する上で有効であった．  

＊ 国立環境研究所  

46 飲料水中の各種化学物質の健康影響評価（Ⅲ 農  

薬）一健康に関する勧告集一  

近藤紘之：日本水道協会，518－561，1994．   

厚生省の特別研究班に参画しているが，研究の一環  

として，米国環境保護庁編の“飲料水中の各種化学物  

質の健康影響評価一健康に関する勧告集－”（Health  

Advisory）の和訳に携わった．この勧告集は，各種化  

学物質の物性，毒性やその結果としての勧告値，分析  

法，処理方法などの既存の文献を集大成したものであ  

る．訳者は，プロナミド，プロパクロール，プロパジ  

ン，プロ パムの4物質の章を和訳した．  
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49 クリソタイルアスベストへの蛍光色素吸着とアス  

ベスト分析法への応用  

相馬悠子＊・瀬山春彦＊・相馬光之＊・高尾真一・櫻井  

利彦・田上四郎・中村叉善：国立碍填研究所研究報  

告，131，25－35，1993．   

アスベストの計測法である光学顕微鏡法と電子顕微  

鏡法の測定値間には，両者の分解能等の違いによるズ  

レがあることが分かっている．今回，光学顕微鏡法の  

アスベストに対する選択性を向上させるために，大気  

粉じん中のクリソタイルアスベストを蛍光顕微鏡法で  

計測することを試みた．クリソタイルに選択的に吸着  

する蛍光色素としてカルポキシル基や水酸基を持つキ  

サテン色素の蛍光強度が強いことを見いだした．ま  

た，吸着量がキサテン色素の10倍以上になるウンベリ  

フェロンは，水酸基のプロトンがとれた形で吸着して  

おり，クリソタイルのMgに陰イオンとして吸着して  

いることが推定された．これらの蛍光色素をメソブラ  

ンフィルター上に揃集した大気粉じん中のクリソタイ  

ルに吸着させて，蛍光顕微鏡で観察する操作法を考案  

した．  

＊ 国立環境研究所  

50 未規制大気汚染物質（アスベスト）モ＝タリンゲ調  

査  

樺井利彦・新谷俊二・楢崎幸範・木本行雄・小河 幸  

：環境庁委託業務報告書，卜37，1994．   

アスベストは法規制を受けている施設以外にも建築  

物などに大量に使用されており，建築物の改修や解体  

工事等が不適切に行われた場合には，アスベストが大  

気中に飛散すると予想される．このため，アスベスト  

製品等製造工場以外から排出されるアスベストによる  

大気汚染を防止するため，継続的なモニタリング調査  

を実施することが重要である．本県では，アスベスト  

を含んでいる蛇紋岩地域にある採石場周辺及び農業地  

域のアスベスト濃度を測定した．蛇紋岩地域のアスベ  

スト濃度は，農業地域のアスベスト濃度と比較しても  

大きな濃度レベルの差はなかった．  

51福岡県下の河川における大型底生動物相 －1．岩  

岳川一  

杉 泰昭・緒方 健・山崎正敏：福岡県保健環境研究  

所年報，20，82－90，1993．   

豊前海に流入する岩岳川において1992年4月－1993年  

2月まで4季節おこなった大型底生動物調査結果につ  

いて報告した．生物の生息状況からみた水質は，最上  

流部で有機汚濁によると思われる徴侯が一部に見られ  

た他は全流星を通じてほぼ良好であった．中流以上の  

清浄な水域に出現するコカクツツトビケラ Gogrodg∫  

ノαタ0，‡ic祝∫及びヨコエビGαmmαrエlぶ乃よ押0′Zg耶i∫が最  

下流部で多数採集されたことは，この河川の下流部で  

もなお，水質が良好であることを示唆する．  

52 福岡県下の河川における大型底生動物相 －2．彦  

山川・中元寺川一  

山崎正敏・緒方 健・杉 泰昭：福岡県保健環境研究  

所年報，20，9卜102，1993．   

遠賀川水系の彦山川，中元寺川において1992年度実  

施した大型底生動物相の調査結果を報告した．両河川  

とも，上・中流域は水質測定結果，大型底生動物相及  

び生物学的評価値（ASPT値）から判断して生物にとっ  

て良好な水域環境であった．しかし，下流域は両河川  

とも若干の水質汚濁の進行，生物学的評価値の悪化が  

伺えたが，比較的清浄な水域に生息する種類も採集さ  

れており，それらの程度は軽度であると考えられた．  
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53 福岡県下の河川における大型底生動物相 －3．大  

牟田川・堂面川・釣川一  

緒方 健・杉 泰昭・山崎正敏：福岡県保健環項研究  

所年報，20，103－‖0，1993．  

1992年度に大牟田川，堂面川，釣川で年4回大型底  

生動物を調査した結果を報告した．調査した河川ほい  

ずれの調査地点でも出現種類数は50種以下で，ASPT  

値も最高で5．1であり，水環境はあまり良好なもので  

はなかった．この原因としては大牟田川，堂面川の  

St．1では有機汚濁の増加が最大の原因と考えられる  

が，その他の地点では河川の規模，流量，水温等の要  

因についても考えていく必要があるものと考えられ  

る．  

54 富栄養化が進行したダム湖における植物プランク  

トンの季節消長  

笹尾敦子・松尾 宏：福岡県保健環境研究所年報，20，  

76－81，1993．   

平成4年4月から平成5年3月の1年間，集水域が  

類似しているHダム湖と近接のため池の植物プランク  

トン及びクロロフィルa量を調べた．その結果，植物  

プランクトンは，ため池では年間を通じて出現種類数  

（属）が多かった．一方，Hダム湖ではAオicr（フCツ∫fよ∫  

dgr〟gf乃0∫αによるアオコが夏季から秋季にかけ長期  

間発生するため，その間の出現種類数が少なく，2老  

の植物ブランクトン相は異なっていた．クロロフィル  

a量はHダム湖では6，8，10月にはかなり高かった（500  

mg／m3以上）が，7月は調査前の降雨（4日間で100  

mm以上）のため低かった．クロロフィルa量の高い  

夏季から秋季は，〟．αgr祝gf乃0∫αによるアオコの発生  

時期と一致した．ため池のクロロフィルa量は最も高  

い月で100mg／m3（7月）であった．これらの結果から  

Hダム湖では流入河川による栄養塩類の負荷が大き  

く，富栄養化がかなり進行していることが明らかに  

なった．  

55 宝満山，大山のモミ枯れ  

須田隆一：酸性雨の科学と対策（溝口次夫編，日本環  

境測定分析協会），44－61，1994．   

宝満山及び神奈川県丹沢大山におけるモミの枯損状  

況及び降水成分，土壌成分等の現状について概説し  

た．宝満山では胸高直径20cm以上のモミの約30％が  

衰退度の高い個体であること，調査地点により枯損の  

程度に違いが見られることが明らかになった．また，  

降水及び土壌調査の結果，モミ林内では，降雨は林外  

より酸性化しており成分濃度も高いこと，表層土壌  

pHも4．0前後と比較的低い値であることが明らかに  

なった．しかし，降水や土壌の酸性化の程度は調査地  

点間で大きな違いが認められず，地点による枯損状況  

の差異は，降水や土壌の酸性化だけでは説明できな  

かった．大山ではモミの32％が衰退度大であるという  

調査結果が報告されており，枯損の原因として高濃度  

大気汚染物質が影響している可能性が指摘されてい  

る．一方，表層土壌pHは5．5を超えていることから，  

枯損の原因として土壌酸性化の影響は考え難いとの指  

摘がある．大山における調査は，継続実施される予定  

であり，今後も多くの知見が得られることが期待され  

る．   
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学会・研究発表等  

10 衛星リモートセソシソグによる福岡県域の土地被  

覆変化パターンの試算  

大久保彰人・東 公一＊・安岡善文＊＊：日本リモート  

センシング学会第1回研究発表会，福岡市，平成5年  

12月10日  

＊ 環境整備局環境保全課  
掴 環境庁国立環境研究所   

‖ 地域に密着した地理情報システムの現状  

大久保彰人：平成5年度地球観測データ利用自治体セ  

ミナー，福岡市，平成6年3月1日  

12 大気中の化学物質の植物による濃縮（2）  

一植物の菓中のダイオキシン類濃度の経時変化一  

松枝隆彦・黒川陽一・平川博仙・須田隆一・飯田隆雄  

：第2回環境化学討論会，東京都，平成5年6月3日  

13 大気中のダイオキシン類およびコプラナPCB類  

について  

黒川陽一・松枝隆彦・大崎靖彦：第2回環境化学討論  

会，東京都，平成5年6月3日  

14 HRGC／HRMSによる環境水中の農薬類の分析  

松枝隆彦・中村又善・高田 智・黒川陽一・深町和美  

・永渕修：第28回水環境学会，宇都宮市，平成6年3  

月18日  

15 白色腐朽菌の優れた有害化学物質分解能  

高田 智：福岡県バイオテクノロジー研修会，久留米  

市，平成6年3月23日  

16 上永試験法におけるMMO－MUG法とLB－BGLB  

法の比較  

竹中重幸・大津隆一・常盤 寛：第40回福岡県公衆衛  

生学会，福岡市，平成5年5月18日  

17 ブルーレーヨンキットを用いた河川水変異原性モ  

ニタリング  

阪本 博＊・堀川和美・田中義人・常盤 寛＊＊・早津  

彦哉＊：日本環境変異原学会第22回大会，東京都，平  

成5年11月24日  

＊ 岡山大学薬学部  
榊 九州女子大学  

1福岡県地域がん登録システムの機能と入力系の問  

題点  

片岡恭一郎・篠原志郎：第7回公衆衛生情報研究協議  

会，大阪市，平成5年1月28日  

2 人口動態統計からみた福岡県における高齢者死亡  

の実態（第2報：市区町村別死国分析）  

片岡恭一郎・今村由貴子・篠原志郎：第40回福岡県公  

衆衛生学会，福岡市，平成5年5月18日  

3 衛生リモートセソシソグによる土地被覆変化と水  

質汚濁との関係  

大久保彰人・松尾 宏・笹尾敦子：第40回福岡県公衆  

衛生学会，福岡市，平成5年5月18日  

4 福岡県における大気汚染の監視体制  

岩本真二：平成5年度気象利用研究会シンポジウム，  

福岡市，平成5年8月  

5 福岡県地理環境情報システムの機能と衛星リモー  

トセンシソグ情報の活用  

大久保彰人・東 公一＊・前浜三四郎＊＊・安岡善文＊＊＊  

：第2回地理情報システム学会研究発表大会，東京  

都，平成5年10月15日  

＊  環境整備局環境保全課  
＊＊ ㈱社会調査研究所  
栂＊ 環境庁国立環境研究所  

6 福岡県における高齢者の市区町村別死亡率分析  

片岡恭一郎・篠原志郎：第52回日本公衆衛生学会総  

会，北九州市，平成5年10月22日  

7 浮遊粒子状物質汚染の現状と課題  

岩本真二：第6回大気汚染研究協会九州支部総会特別  

講演，那覇市，平成5年11月  

8 福岡県域の衛星リモートセンシソグ解析について  

大久保彰人・東 公一＊・安岡善文＊＊：第20回環境保  

全公害防止研究発表会，広島市，平成5年11月16日  

＊ 環境整備局環境保全課 ＊＊  
環境庁国立環境研究所   

9 福岡県における大気環境管理システムの構築  

岩本真二：第33回大気汚染学会，千葉市，平成5年12  

月  
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18 生薬の抗変異原性と抗腫瘍性について  

堀川和美・毛利隆美・田中義人・世良暢之・常盤寛＊  

：第52回日本癌学会総会，仙台市，平成5年10月6日  

■ 九州女子大学  

19 テトラクロロエチレン等の変異原佐   

一Ames試験，小核試験を用いて一  

村上光一・鳥羽峰樹・松枝隆彦・堀川和美・世良暢之  

・常盤 寛＊：第115回日本獣医学会，東京都，平成5  

年4月3日  

＊ 九州女子大学  

20 ニトロアザベンゾ（a）ビレンの変異原性と構造活  

性相関  

世良暢之・福原 潔＊・宮田直樹＊・堀川和美・常盤  

寛＊＊：日本環境変異原学会第22回大会，東京都，平成  

5年11月25日  

■ 国立衛生試験所  
＊■ 九州女子大学   

21ニトロフェナンスレン及びニトロアザフェナンス  

レンの合成，変異原性，還元特性の解析  

福原 潔＊・武居美奈＊・影山晴秋＊・楠開通代＊・世良  

暢之・常盤 寛＊＊宮田直樹＊：日本環境変異原学会第2  

2回大会，東京都，平成5年11月25日  

● 国立衛生試験所  
抽 九州女子大学   

22 肺癌患者肺に残留する変異原物質の測定とその意  

義  

世良暢之・堀川和美・中西洋一＊・重松信昭＊・広田暢  

男＊＊・KirstiSavela†・Joellen Lewtas†・常盤 寛††  

：環境変異原学会第22回大会，東京都，平成5年11月  

25日  

＊ 九州大学医学部胸部疾息研究施設  
＊＊ 国立福岡南病院  
T EPA，USA  
††九州女子大学   

23 ヒト肺試料中に残留する環境汚染物質  

世良暢之・堀川和美・常盤 寛＊・中西洋一＊＊・重松  

信昭＊＊：第34回大気汚染学会，千葉市，平成5年12月  

13日  

■ 九州女子大学  
■＊ 九州大学医学部胸部疾．患研究施設   

24 汚染及び非汚染土凄からのPCE分解菌について  

世良暢之・徳永隆二・永淵義考・田上四郎・北森成治  

：日本農芸化学会1994年慶大会，仙台市，平成6年4  

月3日  

25 地域におけるHIVの疫学調査一本邦における各  

地区の現況（福岡）一  

千々和勝己：第34回日本臨床ウイルス学会，名古屋  

市，平成5年6月3日  

26 ェソテロウイルス難中和性株の同定について  

梶原淳陸・福吉成典：第19回九州衛生公害技術協議  

会，那覇市，平成5年11月25日  

27 シソ科植物由来の生薬における抗HIV作用につ  

いて  

千々和勝己・石橋哲也・毛利隆美：第7回日本エイズ  

学会，東京都，平成5年11月30日  

28 ヒトの臓器におけるPCDDs，PCDDs及びコプラ  

ナーPCIis濃度と分布  

平川博仙・飯田隆雄・松枝隆彦・長山淳哉＊：第63回  

日本衛生学会総会，東京都，平成5年4月7日  

■ 九州大学医僚短大環境医学教室  

29 母乳中のPCDDs，PCDDs及びコプラナーPCBs  

一拍症患者と健常者の比較一  

飯田隆雄・平川博仙・松枝隆彦・長山淳哉＊：第63回  

日本衛生学会総会，東京都，平成5年4月7日  

● 九州大学医僚短大環境医学教室  

30 油症患者におけるPolychlorinated Dibenzo－furan  

（PCDF）の糞中への排泄  

飯田隆雄・平川博仙・松枝隆彦・中川礼子・森田邦正  

・楢崎幸範・深町和美・高橋克己：日本薬学会第110  

年会，札幌市，平成2年8月8日  

31酵素反応による農薬PCPからのダイオキシンの  

生成  

中川礼子・松枝隆彦・平川博仙・飯田隆雄：第40回福  

岡県公衆衛生学会，福岡市，平成5年5月18日  

32 食品中の残留農薬  

中川礼子：生物工学会技術セミナー，福岡市，平成5  

年7月22日  

33 食品を介した有機リソ系及び塩素系農薬の一日摂  

取量の推定  

中川礼子・平川博仙・濱村研吾・飯田隆雄：第30回全  

国衛生化学技術協議会，熊本市，平成5年10月18日  
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34 郊外森林地域への大気汚染質の沈着評価  

下原孝幸・大石興弘：第34回大気汚染学会，千葉市，  

平成5年12月14日  

35 地上及び山岳地域の大気汚染質の濃度推移と沈着  

評価  

下原孝章・松本源生・大石興弘・久冨啓次・宇都宮彬  

：第34回大気汚染学会，千葉市，平成5年12月14日  

36 大気中の亜硝酸イオンの出現と気象状況  

下原孝幸・松本源生・岩本眞二：第34回大気汚染学  

会，千葉市，平成5年12月14日  

37 Sensitive Ozone Sampler  

池浦太荘：大気汚染簡易測定・評価国際セミナー，千  

葉市，平成6年3月3日  

38 山間部及び平野部におけるメタン，フロン，アン  

モニア濃度の経時変化について  

久冨啓次・宇都宮彬・大石興弘・柳川正男：第40回福  

岡県公衆衛生学会，平成5年5月18日  

39 県内中小河川における生活排水汚濁負荷について  

田上四郎・永淵 修・永淵義孝・桜木建治・松尾宏・  

北森成治・平古場朗：第40回福岡県公衆衛生学会，福  

岡市，平成5年5月18日  

40 福岡県内山岳地帯の渓流水の化学的性質  

永淵 修・田上四郎・石橋哲也・村上光一・高田 智  

・須田隆一：第40回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平  

成5年5月18日  

41土壌中のコプラナーPCBの濃度と特性  

大崎靖彦・松枝隆彦・黒川陽一：第2回環境化学討論  

会，東京都，平成5年6月5日  

42 福岡県内湖沼中のマイクロシスチンの検出  

田中義人・竹中垂幸・常盤 寛＊：アオコシンポジウ  

ム，東京都，平成5年7月16日  

＊ 九州女子大学  

43 福岡県下の温泉水中のフッ素濃度  

桜木建治：第46回日本温泉科学大会，城崎町，平成5  

年8月25日  

44 九州山岳地帯の樹氷中微量成分  

永淵 修・須田隆一・原 京子＊・児玉 泰＊：日本地  

球化学会年会，東大阪市，平成5年9月30日  

■ 産業医科大学  

45 汚染土凄から分離したテトラクロロエチレン分解  

菌の分解能  

徳永隆司・永淵義孝・田上四郎・世良暢之・北森成治  

：第4回廃棄物学会，大阪市，平成5年10月13日  

46 福岡県山岳地帯の渓流水の化学的性質  

永淵 修・石橋哲也・村上光一・須田隆一：第52回日  

本公衆衛生学会総会，北九州市，平成5年10月20日  

47 土地利用変化が及ぼすダム湖水質への影響  

松尾 宏・笹尾敦子・大久保彰人：日本陸水学会第58  

回大会，松江市，平成5年11月4－7日  

48 九州山岳地帯の渓流水の微量成分  

永淵 修・須田隆一・児玉 泰＊：日本陸水学会第58  

回大会，松江市，平成5年11月5日  

＊ 産業医科大学  

49 テトラクロロエチレン分解菌について  

徳永隆司・永淵義孝・田上四郎・世良暢之・北森成治  

：第19回九州衛生公害技術協議会，那覇市，平成5年  

11月25日  

50 ダム湖における底泥の粒度分布と栄養塩  

永淵 修：日本水環境学会九州支部，熊本市，平成6  

年1月28日  

51福岡県における降下物負荷量の変動特性とその評  

価  

松尾 宏・桜木建治・永淵修・田上四郎・永淵義孝・  

佐々木垂行＊：水環境学会九州支部セミナー，熊本市，  

平成6年1月28日  

＊ 福岡県林業試験場  

52 テトラクロロエチレン分解菌の汚染及び非汚染土  

凄からの分離と順化  

徳永隆司・永淵義孝・田上四郎・世良暢之・北森成治  

：第9回全国環境・公害研究所交流シンポジウム，筑  

波市，平成6年2月22日  
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53 テトラクロロエチレンの生分解における電子供与  

体としての有機性廃水の利用  

永淵義孝・徳永隆司・田上四郎・世良暢之・北森成治  

：第28回日本水環境学会年会，宇都宮市，平成6年3  

月16日  

54 福岡県内の河川におけるMBAS（陰イオン界面活  

性剤）長期モニタリングデータの評価  

桜木建治・古武家善成＊・天野耕二＊＊：第28回日本水  

環境学会年会，宇都宮市，平成6年3月16日  

＊ 兵庫県公害研究所  
＊韓 国立環境研究所   

55 屋久島の渓流水の化学的性質  

永淵 修・須田隆一・古賀 実＊・児玉 泰＊：第28回  

日本水環境学会年会，宇都宮市，平成6年3月16日  

＊ 産業医科大学  

61生活騒音に関する住民意識調査 一一戸建住宅団  

地と集合住宅団地との比較一  

木本行雄・坂本 靖＊・小野秀人＊・藤本信治＊：日本  

音響学会騒音・振動研究会，福岡市，平成6年2月28  

日  

＊ 福岡県環境整備局公害課  

62 福岡県における環境放射能調査（1963－1990）  

楢崎幸範・新谷俊二・櫻井利彦・木本行雄・小河章：  

第40回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成5年5月18  

日  

63 福岡県における放射能調査  

新谷俊二・木本行雄・楢崎幸範・櫻井利彦・小河  

章：第35回環境放射能調査研究成果発表会，千葉市，  

平成5年12月1日  

64 瀬と岸で採取される底生生物の比較と指標性  

緒方 健・山崎正敏・杉 黍昭：第19回九州衛生公害  

技術協議会，那覇市，平成5年11月25日  

65 福岡県におけるスギの衰退状況  

須田隆一・笹尾敦子：第34回大気汚染学会，千葉市，  

平成5年12月13日   

56 河川環境から分離したフロック形成細菌のフロッ  

クの特性  

馬場義輝・徳永 隆：第28回日本水環境学会年会，宇  

都宮市，平成6年3月16日  

57 九州山岳地帯の樹氷と雪の化学成分  

永淵 修・須田隆一・古賀 実＊・児玉 泰＊：1994年  

地球惑星化学関連学会合同大会，仙台市，平成6年3  

月20日  

＊ 産業医科大学  

58 炎光光度検出器付ガスクロマトグラフを用いた魚  

類中のトリプチルスズ及びトリフェニルスズ化合物の  

定量  

永瀬 誠：第40回福岡県公衆衛生学会，福岡市，平成  

5年5月18日  

59 炎光光度検出器付ガスクロマトグラフを用いた魚  

類中のトリプチルスズ及びトリフェニルスズ化合物の  

定量  

永瀬 誠：第52回目本公衆衛生学会，北九州市，平成  

5年10月21日  

60 ゴルフ場使用農薬の水環境への流出  

大野健治・石黒靖尚・鳥羽峰樹・永瀬 誠・近藤紘之  

：第19回九州衛生公害技術協議会，那覇市，平成5年  

11月25日  
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第1回福岡県保健環境研究所研究成果発表会概要  

1 期 日：平成6年3月28日（月）13：00～16：25  

2 場 所：福岡県吉塚合同庁舎603号室  

3 出席者：139人（内訳：本庁4．3％，保健所41．7％  

県研究機関10．7％，市町村22．3％，大学  

11．5％、その他9．3％）  

4 口演発表（6題）  

・福岡県大気環境管理システムの構築  

・テトラクロロエチレンの分解性  

・宝満山モミ自然林の衰退について  

・食中毒の最近の動向  

・生活騒音に関する住民意識調査  

・食品中の残留農薬  

5 示説発表（10題）  

・福岡県における衛星リモートセンシソグ  

・テトラクロロエチレンによる県内の地下水汚染  

・植物菓中のダイオキシン類濃度の経時変化  

・福岡県における大気降下物の地域特性  

・水生生物による河川環境評価  

・施肥と環境問題  

・福岡県における環境放射能調査  

・油症治療研究  

・感染症サーベイランス  

・環境汚染物質と発がん  

6 アンケート結果（回収率60％）   

発表会に対する評価は，良い53，0％，普通36．1％で、   

両方でほぼ90％であった．  

研  修  会  

期  間  研  修  名  受講者（人数）  担当課  

H5．4．26  九 州 大 学 医 学 部 衛 生学実習  研  究  生（2名）  水  質  課  
H5，凱6－10  細  菌  検  査  研  修  九州プライムデリカ㈱（1名）  病理細菌課  

H5，10．18－22  衛生検査技術研修（水質検査専門研修）  保健所検査課職員（8名）  水  質  課  

H5．11．15－19  衛生検査技術研修（食品化学検査基礎研修）  保健所検査課職員（9名）  生活化学課  

H5．12．6－10  衛生検査技術研修（食品化学検査専門研修）  保健所検査課職員（6名）  生活化学課  

H6．1．1ト14  衛生検査技術研修（細菌検査基礎研修）  保健所検査課職員（7名）  病理細菌課  

H6．1．17－21  衛生検査技術研修（細菌検査専門研修）  保健所検査課職員（7名）  病理細菌課  

職員技術研修  

期  間  研  修  名  主 催  場 所  職 名  氏 名  

H5．6．14－30  機器分析研修（特定課程A）  

H5．7．19－8．13 地方自治体職員等国際協力実務研修  

H5．8，23－9．3  環 境 放 射 能 分 析 研 修  

H5．10．22  H I V － 2 技 術 研 修 会  

H5．11．8－19  環 境 放 射 能 分 析 研 修  

H6．2．24－25  希少感染症診断技術研修会  

H6．3，7－11   機器分析研修〔特定課程B）  

国立環境研修所 所沢市 専門研究員 田上四郎  

国際協力事業団 所沢市 専門研究員 宇都宮彬  

日本分析センター 千葉市 研 究 員 楢崎幸範  

厚生省保健医療局 東京都 主任技師 石橋哲也  

日本分析センター 千葉市 専門研究員 木本行雄  

国立予防衛生研究所 東京都 主任技師 石橋哲也  

国立環境研修所 所沢市 技  師 新谷俊二  
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集  談   

平成5年度に実施した当研究所集談会は，次のとお  

りである．  

第182回（平成5年4月27日）  

1）水生生物を用いた化学物質毒性試験について  

環境生物課  緒方  健   

2）日本の植生－その多様性と保全一  

環境生物課  須田 隆一  

第183回（平成5年5月13日）  

福岡県公衆衛生学会リハーサルとして，次のとおり  

行った．  

1）人口動態統計からみた福岡県における高齢者死亡  

の実態（第2報：市区町村別死因分析）  

情報管理課  片岡恭一郎   

2）水上試験法におけるMMO－MUG法とLBTBG  

LB法の比較  病理細菌課  竹中 重幸   

3）酵素反応による農薬PCPからのダイオキシンの  

生成  生活化学課  中川 礼子   

4）福岡県における環境放射能調査（1963－1990）  

環境理学課  檎崎 幸範   

5）衛星リモートセンシソグによる土地被覆変化と水  

質汚濁との関係 情報管理課  大久保彰人   

6）山間部及び平野部におけるメタン、フロン、アン  

モニア濃度の経時変化について  

大 気 課  久宮 啓次   

7）県内小河川における生活排水汚濁負荷について  

水 質 課  田上 四郎   

8）福岡県内山岳地帯の渓流水の化学的性質  

水 質 課  永淵  修   

9）炎光光度検出器付きガスクロマトグラフを用いた  

魚類中のトリプチルスズ及びトリフェニスズ化合  

物の定量  廃棄物課  永瀬  誠  

第184回（平成5年6月30日）  

1）32pポストラベル法によるDNA付加体の解析  

病理細菌課  堀川 和美   

2）マイクロシスチンを巡る最近の動向  

病理細菌課  田中 義人  

第185回（平成5年9月30日）  

1）エイズ啓発ビデオ「エイズ対策の現在と未来」  

「エイズの正しい知識と予防」   

2）最近のエイズの動向  

ウイルス課  千々和勝巳  

第186回（平成5年10月29日）  

1）情報システムの構築について  

情報管理課  田辺 敏久   

2）大気環境管理システムの紹介  

情報管理課  岩本 真二  

第187回（平成5年11月18日）   

九州衛生公害技術協議会のリハーサルとして，次の  

とおり行った．  

1）ェソテロウイルス難中和性株の同定について  

ウイルス課  梶原 淳陸   

2）テトラクロロエチレン分解菌について  

水 質 課  徳永 隆司   

3）ゴルフ場農薬の水環境への流出  

廃棄物課  大野 健治   

4）瀬と岸で採集される底生生物の比較と指標性  

環境生物課  緒方  健  

第188回（平成5年12月17日）  

1）「木材腐朽菌のリグニン分解能を利用したバイオ  

レメディエーション」  

講師 九州大学農学部林産学科木材学講座  

農学博士 近藤隆一郎 助教授  

第189回（平成6年1月27日）  

1）季節変化と地域特性から見た酸性雨の現況につい  

て  大 気 課  大石 興弘   

2）ビデオ放映「謎の立ち枯れ現象を追う」－しのび  

寄る山の危機一  

第190回（平成6年2月18日）  

1）「水の高度酸化処理一微量有害物質の挙動と副生  

成分の分析－」  

講師 産業医科大学 共同利用研究センター  

副センター長 古賀 実 助教授  

第1gl回（平成6年3月15日）  

1）退職記念講演「人生60年の砂時計一人と心－」  

環境理学課長  小河  章  

第192回（平成6年3月24日）  

「Dioxinin Sewage Sludge and Compost」  

講師 スウェーデソ・ウメオ大学（Institute of  

EnvironmentalChemistry），クリストファー・  

ラッペ教授   
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講 師 派 遣  

年月 日  会  名  主   催  場 所  職  名  氏  名  

H．5．5．17 化 学 物 質 調 査 検 討 会 環 境 庁 企 画 調 整 局 東京都 専門研究員 松枝隆彦  

H．5．4．11厚生大臣指定技術管理者受講資格指定講習会 ㈲日本環境衛生センター 大野城市 保健科学部長 福吉成典  

～11．6  

′′  情報管理課長 篠原志郎  

′′  専門研究員 徳永隆司  

H．5．4．28 地球環境保全対策事 業 説 明 会 保 健 環 境 部 公 害 課 福岡市  ′′  大石典弘  

太宰府市 環境生物課長 山崎正敏   

′′  専門研究員 杉 寿昭  

H．5．6．4 水生生物による河川水質調査法研修会  ′′  

主 任技師 緒方 健  
J／ J／  

専門研究員 杉 泰昭  

′′  池浦太荘  

／／  杉 泰昭  

主 任技師 緒方 健  

環境科学部長 高尾真一  

主 任 技 師 緒方 健  

環境生物課長 山崎正敏  

専門研究員 杉 泰昭  

〃
〝
〝
〃
帥
川
踊
〝
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
 

広
福
 
 

H．5．6．11水  辺  教  室  ′／  

H．5．6．14  ／／  

H．5．6．21筑後ブロック市町村公害担当者研修会  

H．5．6．25 水  辺  教  室  

所
課
 
 

健
害
 
 
 

公
 
 

保
都
 
 

米
境
 
 
 

環
 
 

留
健
 
 

久
保
 
 

／／   

H．5．6．28  

H．5．7．5  

H．5．7．8  

H．5．臥 8  

H．5．7．12  

H．5．7．13  

H．5．7．16  

H．5．7．19  

H．5．7．30  

／／  

牟田市三川地区公民館  

健 環 境 部 公 害 課  

健 環 境 部 整 備 課  

健 環 境 部 公 害 課  

／／  

／／  

／／  

／／  

／／  
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主 任 技 師 緒方 健  

専門研究員 杉 泰昭  

主 任技師 緒方 健  

専門研究貞 杉 泰昭  

水 質課長 北森成治  

専門研究貞 大崎靖彦  

H．5．8．2 厚生大臣指定建築物環境衛生管理技術者講習会 ㈲ビル管理教育セン′クー  

′′  ′／  徳永隆司  

／／  ／／  永淵義孝  

／′   大 気課長 松浦聴朗  

′′  専門研究員 柳川正男  

／／  ／／  大石典弘  

′／  研 究 員 下原孝幸  

′′  専門研究員 木本行雄  

H．5．7．9 水  辺  教  室 保 健 環 境 部 公 害 課 矢部村 専門研究員 杉 泰昭  

主 任技 師 緒方 健  

専門研究員 桶川和美  

保健科学部長 福音成典  

専門研究貞 杉 泰昭  
／／ ／／  

環境生物課長 山崎正敏  

専門研究貞 笹尾敦子  
／／  ／／  

副 所 長 武藤博昭  

専門研究貞 堀川和美  

研 究 員 大久保彰人  

専門研究貞 池浦太荘  

環境生物課長 山崎正敏  

主 任 技 師 石橋哲也  

保健科学部長 福吉成典  

専門研究員 桶川和美  

水 質課長 北森成治  

／／ ／／ ／／ ／／  

H．5．7．27 食 品 衛 生 監 視 員 講 習 会 保健環境部生活衛生課 福岡市  

H．5．8．23 保健所等勤務医師保健環境行政研修会 保健環境部衛生総務課  ′′  

H．5．9．2 水  辺  教  室 保 健 環 境 部 公 害 課 夜須町  

H．5．9．7  ／′  ′′  甘木市  
H．5．9．8  ／′  ′／  大平村  

H．5．10．12 国際集団研修「大気汚染源モニタリング実習コース」北  九  州  市 北九州市  

H．5．11．11子供の ア レルギー・アト ピー教室 朝  倉  保  健  所 甘木市  

H．6．1．11つ く  し 高 年 大 学 講 座 つくし高年大学講座運営委員会 筑紫野市  

H．6．2．21食 品 衛 生 監 視 員 講 習 会 保健環境部生活衛生課 福岡市  

H．6．3．1地球観測データ利用自治体セミナー リモートセソシソグ技術センター  ′／  

H．6．3．2 大気汚染簡易測定・評価国際セミナー 大 気 汚 染 研 究 協 会 千葉県  

H．6．3．14 化学物質の生態系に対する影響評価セミナー 国 立 環 境 研 究 所 つくば市  

H．6．3．17 検 査 関 係 技 術 職 貞 研 修 会 保健環境部保健対策課  ／／  

H．6．3．23 と 畜 検 査 員 技 術 講 習 会 食 肉 衛 生 検 査 所 太宰府市  

／／ ／／ ／／ ／／   

／／   保 健 所 検 査 課 担 当 者 会 議 保健環境部衛生総務課 ／′  

／′  ′／  ′′   専門研究員 中川礼子  
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職 員 名 簿  

（平成6年4月5日）  

氏  名  配属年月日  部 課 名  職  名  氏  名  配属年月日  部 課 名  

森  良 一 H．6．4．2  

武 藤 博 昭 S．48．9．10  

伊 藤 忠 勝 H．6．4．1  

木 谷 昌 利 H．4．4．6  

藤 本 信 治 H．5．4．5  

藤 原 節 子 H．6．4．5  

千々和香代 H．6．4．5  

上 野 勇 司 H．4．4．6  

町  美 幸 H．5．4．1  

環境科学部 環境科学部長 高 尾 真 一 S．45．9．1  長
長
長
長
長
査
事
事
 
 

所
副
管
総
副
事
主
 
主
 
 

部
課
 
 

理
 
務
 
 

管
総
 
 

大 気 課 大 気 課 長 松 浦  

専門研究員 宇都  

／／  柳 川  

／′  久 旨  

／′  池 浦  

／／  大 石  

／／  下 原  

主 任技 師 濱村  

水 質 課 水 質 課 長 北 森  

専門研究員 大 崎  

†／  永 淵  

／′  徳 永  

／′  田 上  

／′  桜 木  

／／  松尾  

／／  永 淵  

主 任 技 師 馬 場  

／／  田 中  

技  師 中 村  

廃棄物課 廃棄物課長 近 藤  

専門研究員 永瀬  

／′  大 野  

／／  石 黒  

主 任 技 師 鳥 羽  

環境理学課 環境理学課長 木 本  

研 究 員 楢 崎  

聴 朗 S．52．10．15  

宮 彬 S．53．10．1  

正 男 S．45．5．1  

啓 次 S．57．5．1  

太 荘 S．59．2．1  

興弘 S．52．11．1  

孝章 S．58．8．1  

研 吾 S．62．12．1  

成 治 S．49．4．1  

靖 彦 S．39．4．13  

義 孝 S．45．11．2  

隆 司 S．46．1．5  

四 郎 S．49．1．5  

建 治 S．53．6．1  

宏 S．57．6．1  

修 S．58．7．1  

義輝 S．62．8．17  

義 人 H．1．4．1  

融 子 H．6．4．1  

紘 之 S．49．8．17  

誠 S．47．4．1  

健 治 S．58．7．1  

靖 尚 S．57．11．1  

峰樹 S．63．11．1  

行 雄 S．48．9．10  

幸範 S．55．6．1  

所
銅
紺
 
 

主
 
主
 
 

務
任
 
 

技  師 大 山 喬 幸 S．49．1．5  

／′  楢 原 義 男 S，63．4．1  

研究企画課 研究企画課長 石橋 龍吾 S．39．4．13  

事 務 主査 平 田 妙子 H．5．4．5  

主 任 主 事 井 上 虞 介 H．6．4．5  

情報管理課 情報管理課長 篠 原 志 郎 S．48．10．1  

専門研究員 田 辺 敏久 S．48．7．17  

′′  片岡恭一郎 S．48．6．1  

′／  岩 本 眞 二 S．48．1．11  

研 究 員 大久保彰人 S．55．9．1  

技  師 甲 原 隆矢 H．6．4．1  

計測技術課 計測技術課長 深 町 和 美 S．45．7．1  

専門研究員 高 田  智 S．50．10．31  

′′  中 村 又善 S．46．1．11  

′／  松 枝 隆 彦  

研 究 員 黒 川 陽一  

保健科学部 保健科学部長 福吉 成典  

病理細菌課 病理細菌課長 大 津 隆一  

専門研究員 堀 川 和 美  

研 究 員 竹 中 垂幸  

′／  世 良 暢 之  

主 任 技 師 村 上 光 一  

S．47．4．1  

S．57．4．1  

S．50．8．1  

S．60．8．1  

S，54．6．1  

S．56．12．1  

S．60．4．24  

H．1．6．1  

／′  楼 井 利 彦 S．59．5．1  

主 任技 師 松 本 源 生 H．1．10．1  

J′  新 谷 俊 二 H．4．11．1  

環境生物課 環境生物課長 山 崎 正 敏 S．50．11．1  

専門研究員 杉  泰 昭 S．48．9．10  

／／  笹 尾 敦 子 S．48．11．1  

技  師 久保山登志子 S．35．4．1  

ウイルス課 ウイルス課長 福 吉 成典 S．50．8．1  

研 究 員 千々和勝己 S．54．4．  

主 任 技 師 梶 原 淳 陸 S．62．4．  

／／  石 橋 哲 也 S．62．6．  

技  師 濱 崎 光 宏 H．6．4．  

H．2．4．1  

H．1．10．1  

転 出（平成6年4月1日，4月5日付）  

所  長 田 中 慶 司 H．5．7．1  

総 務 課 主  事 竹 内 和 美 H．2．4．1  

研究企画課 事 務主査 松 中 隆泰 H．3．4．22  

退 職（平成6年3月31日付）  

管 理 部 部  長 野 田  慧 H．3．4．15  

総 務 課 事 務 主査 安元一 ヨ子 S．60．4．24  

環境理学課 課  長 小 河  章 S．46．5．21  

′′  鹿 田 弘俊 S．52．4．1  

生活化学課 生活化学課長 飯 田 隆 雄 S．45．5．6  

専門研究員 中 川 礼 子 S．46．8．2  

′／  森 田 邦 正 S．47．6．16  

毛 利 隆 美 S．50．8．1  

主 任技 師 平 川 博仙 S．61．7．1  

技  師 堀  就 英 H．6．4．1  
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編 集 後 記   

昨年は冷夏、今年は猛暑と渇水と変化の激しい気候変動が続き、何かと悪化する地球環   

境との関連が気に懸かります。   

また、地域保健の総合的見直し及び環境基本法策定がされ、新たな研究所の位置付けが  

明確になり、科学的視点に立った情報発信基地としての重要性が増大しています。   

このような中、平成5年度の業務実績及び研究成果をとりまとめ、本書を発行すること  

になりました。研究成果については暫増の傾向にあり、今後は質の面での向上が望まれま  

す。  

（福吉 成典）  

編 集 委 員  

福 吉 成 典  平 川 博 仙   

深 町 和 美  下 原 孝 幸   

田 辺 敏 久  馬 場 義 輝   

石 橋 能 書  大 野 健 治   

井 上 虞 介  楢 崎 幸 範   

竹 中 重 幸  須 田 隆 一   

千々和 勝 巳  
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